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図1　中国地方分析遺跡分布図
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1）鑓免大池たたら遺跡

遺跡　名
ヤリメ材イケタタライセキ 地図名（5万分の1）

　　　横田鑓免大池たたら遺跡

所　在　地 島根県仁多郡横田町大字中村

遺跡の内容
製鉄炉1，排津場2，砂鉄・木炭置場が調査された。たたら炉の長辺側両袖中央

部には吹子台座が確認されている。

時　　　期 ひさご形のプランと溝状の炉床形態から中世の可能性が考えられている。

鉄　　　器

鉄関連遺物 製錬津，砂鉄，炉壁

そ　の　他 木炭

試料番号 S152－157
調　査　年 1989．7

調　査　者 杉原清一・横田町教育委員会

文　　　献 横田町教育委員会，　『鑓免大池炉跡』，1993

備　　　考
本たたら炉床の下層に年代的に遡る製鉄跡が埋没していると推定される。　（第2
炉）
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一章　調査報告（一．5　中国地方）

資料番号1（S152）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

鑓免大池たたら

　　1
出土状況

調査区
遺　　構
出土状況　　炉背部の作業場に薄く遺存

時　　　期 中世？　　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　152
所蔵者番号　　　　1 法

量

長径　　　　cm
短径　　　　　cm

厚さ　　　　　cm

重さ　　16．7　9

磁着度5
メタル度なし

遺存度現状
破面数

色　調

黒褐色

遺　物　名
砂鉄

所　　　見
風化した花闇岩の粒子が混じった粗い粒状の砂鉄である。出土したままで，磁

選されたものではない。

分析試料 必要量を選択して水洗せずに分析。

備　　　考
作業場に遺存堆積していたものを採取したものである。いわゆる真砂砂鉄（酸

性砂鉄）と考えられる。2割ほどの砂粒を含む。

　　　　写真1鑓免大池たたら遺跡出土砂鉄（実大），実体顕微鏡（×12．5）

二　自然科学的調査
　1化学分析　　　　　　　　　　　　　　3　電子顕微鏡写真（図版105・106）

　2　放射化分析　　　　　　　　　　　　　4　写真中の部分分析値

⇔ T1陥

F已陥

別K白 択 K眠 村nKα

S±κぴ C自Kα
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⇔ F酬α
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三　備考
　　Tio2が1．45％，　vがo．17％でTio2の値が低い。　Tio2を含まない酸性砂鉄ではないか。この

　地域は日本の砂鉄チタン値分布図の中でも，岩手県大槌町や玄界灘沿岸とならんで1％台の

　地域にあたる。本遺跡から出土した砂鉄は粒径は中程度で普通である。電子顕微鏡観察で

　も砂粒は確認できない。調査者の杉原は磁選していないとするので，操業当時に比重選鉱

　された可能性がある。

資料番号2（S153・154）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

鑓免大池たたら

　　2
出土状況

調査　区
遺　　　構

出土状況

時　　　期 中世？　　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号153・154
所蔵者番号　　　2

長径　　12．7cm
短径　　　6．6cm

厚さ　　　3．3cm

重さ　502．09

磁着度2
メタル度なし

遺存度破片

破面数4

色　調

黒褐色

遺　物　名
製錬津

法

量

所　　　見

長軸側の側面の片側と短軸の両端，および上面が破面である。本資料は均質で

なく，鉄がまだ分離していない津の部分と小さな流動津の部分，そして流動状

の津部が層状に混在している。

分析試料
長軸の両端を直線状に切断し，断面写真に見られるように，多孔質でガスの多

い部分を2A（Sl53），密な部分を2B（Sl54）として分析。

備　　　考
箱形炉の炉内津部分から流動津が集積しつつあるところの接点部分の津で，断

面U字状の炉床に堆積した炉底塊の側面の破片であろう。

「

」

0　　　　　　5cm

1〔）
　　　化学分析

図　　　電子顕微鏡　　　放射化分析
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一章　調査報告（一．5　中国地方）

〔
　　　　　　　　　　Sl53　　　　　　　　　　　　　　　Sl54

図2鑓免大池たたら遺跡出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺1：3）

二　自然科学的調査

　1化学分析
　2　放射化分析

　3　電子顕微鏡写真（図版106）

　4　写真中の部分分析値
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⇔ FeKα

⇔ F■κα

s皇κぱ

SIKα K K“

杵ロ
“

κ κα HgK水『P－Kα CaK似一TIKぱ 袖K区

Alxα C6Hα一丁1κ“一nkα
1

． ．
・

⇔ FeKα

SIKα

1Kα K　Kα

三　備考
　　本資料は炉内淫であるが，その内部には

　気孔の多い多孔質の部分A（S153）と緻密な

　部分B（Sl54）が認められる。しかし，両者

　のTiO2含有率は3．31％と3．02％で差はみられ

　ない。電子顕微鏡観察の結果でも，ウスタ

　イトとウルボスピネル，鉄かんらん石が両

　方から検出された。

資料番号3（S155）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

鑓免大池たたら

　　3 出土状況
調査区
遺　　　構

出土状況

時　　　期 中世？　　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　155
所蔵者番号　　　3

長径　　　6．lcm

短径　　　3．3cm

厚さ　　　2．6cm

重さ　　42．6　9

磁着度1
メタル度なし

遺存度破片

破面数4

色　調

黒褐色

遺　物　名
製錬津

法
量

所　　　見
側面に4つの自然の破面をもち，破面は緻密で気孔も少ない。上面と下面にご

く小さな木炭痕を残す。

分析試料 長軸端部2／5を直線状に切断し，澤部を分析。
備　　　考 炉内で流出したものの，いまだ集合してない部分の破片であろう。
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一 章訂肩査幸艮註1（．一．5叶］1司地ノ」）

・咽化学蜥

・巳ヨ霧騰

　　　0　　　　　　　　3cm

　　　図3　鑓免大池たたら遺跡出土鉄津サンプリング位置，写真（縮尺2：3）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版41）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版106）
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5　写真中の部分分析値

㊧ ㊨ Feκぷ

合1Kα K Hα

s1K“ C8K叙一nKor HnKα

4，

三　備考
　　X線CT観察結果では多孔質で，　CT上端値は1200である。電子顕微鏡からはウルボス

　ピネル，ウスタイト，鉄かんらん石が認められた。Tio2含有率は2．70％である。

資料番号4（S156）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

鑓免大池たたら

　　4
出土状況

調査区
遺　　構
出土状況

時　　　期 中世？　　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　156
所蔵者番号　　　4

長径　　　9．2cm

短径　　　8．7cm

厚さ　　　65　cm

重さ　490．09

磁着度1
メタル度なし

遺存度破片

破面数5

色　調

茶褐色

遺　物　名
製錬津

法
量

所　　　見

握り拳大で，上面と側面の一部および底面が生きているほかは破面である。上

面は流動状で長大な気孔にそって層状になる。基底部には細長い気孔が上下方

向に蜂の巣状に分布。底面にはlcm大の木炭痕が密に見られる。内部には1cm以下

の気孔が密に分布している。

分析試料 長軸端部1／3を直線状に切断し，津部を分析。
備　　　考 操業の中間段階のガスの多い時に生成された炉内流動津の破片であろう。
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章　調査報告（一．5　中国地方）
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0　　　　　　5cm

了　

一

「

　　　化学分析

図　　　電子顕微鏡　　　放射化分析

　図4　鑓免大池たたら遺跡出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺1：3）

二　自然科学的調査

　1　X線CT写真と解析結果（図版41）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版106）
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5　写真中の部分分析値

㊧ FEH眠 ㊥ FeKp（

SIKα

1Kα

v xα

創Kα

s1Kα
角1居餌 丁1K嘔

2， o 4．oo 6．o② 8．②o
2．oo 4．oo 8．o

㊨ FeK酎

1

四 4．00 o

三　備考
　　X線CT観察結果では多孔質である。　CT上端値はllOO，電子顕微鏡からはウルボスピ

　ネル，ウスタイト，鉄かんらん石が認められ，ほかの鉄津と同じ傾向を示す。TiO2の含有

　率は3．79％である。

資料番号5（S157）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

鑓免大池たたら

　　5 出土状況
調　査区
遺　　　構

出土状況

時　　　期 中世？　　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　157
所蔵者番号　　　5

長径　　　5．4cm

短径　　　6．3cm

厚さ　　　3．lcm

重さ　　89．3　9

磁着度4
メタル度○

遺存度破片

破面数3

色　調

茶褐色

遺　物　名
製錬津（含鉄）

法
量

所　　　見
三角形を呈しており，外見的には鉄津というより褐鉄鉱のようにみえる。5cm大

の木炭痕を側面と底面の一部に残す。

分析試料 長軸端部2／5を直線状に切断し，中核部の黒褐色の淫の地部分を分析。
備　　　考 炉内津の粗雑な津で，鉄塊を割り取った炉内残留津の破片であろう。
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章　調査報告（一．5　中国地方）
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図5　鑓免大池たたら遺跡出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺1　3）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版

　　　42）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版106）

　5　写真中の部分分析値

　　備考
　　X線CTによる観察の結果，多孔質で
CT上端値はllooであった。　TiO2含有率

は1．34％でほかの資料の3％台に比べてか

なり低い。

表1鑓免大池たたら遺跡化学分析値一覧表（％）

資料番号 SNo． T』Te M．Fe FeO　Fe203 Sio2 A1203 MgO Tio2
大池たたら1 152 61．69 ＜0．05 21．14　　64．71 754 1．64 0．42 1．45

大池たたら2A 153 46．40 0．04 52．34 8．12 23．53 5．41 0．66 3．31

大池たたら2B 154 47．08 0．06 52．22 9．19 23．06 5．10 0．62 3．02

大池たたら3 155 50．24 0．07 5155 14．44 20．02 4．41 053 2．70

大池たたら4 156 44．45 0．10 52．38 5．20 25．30 6．16 0．61 3．79

大池たたら5 157 52．14 0．42 21．18 50．41 14．44 4．38 0．38 1．34

資料番号 SNo． MnO CaO ④
S Cu V P205

大池たたら1 152 0．32 0．42 0360 0，013 0，005 0，170 0，096

大池たたら2A 153 0．56 1．56 0，924 0，006 0，002 0，200 0，291

大池たたら2B 154 052 1．48 0，941 α027 0，002 0，171 0，302

大池たたら3 155 0．46 LO6 0，483 0，045 0，002 0，152 0，285

大池たたら4 156 054 1．65 1，371 0，010 0，003 0，289 0，267

大池たたら5 157 0．32 058 0，349 0，068 0，003 0，158 0，162
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表2　鑓免大池たたら遺跡放射化分析値一覧表（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg Al Si S Cl K Ca Sc Ti
大池たたら1 152 280 ＜7800 3900 ／ ／ ＜240 2200 ＜1100 4．4 4500

大池たたら2A 153 1900 7100 17000 ／ ／ ＜400 7500 llOOO 21 9700

大池たたら2B 154 1400 7500 14000 ／ ／ ＜380 6800 7500 20 11000

大池たたら3 155 580 7100 13000 ／ ／ ＜370 2800 ＜2100 20 12000

大池たたら4 156 1700 9600 16000 ／ ／ ＜490 11000 6800 21 13000

大池たたら5 157 480 3600 15000 ／ ／ ＜130 3700 ＜840 2．9 690

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
大池たたら1 152 1500 180 1400 70％ 26 ＜670 ＜280 ＜130 38 2．4

大池たたら2A 153 760 130 2400 46％ ＜3．9 ＜830 ＜290 ＜200 43 ＜15

大池たたら2B 154 1100 200 2300 56％ ＜3．8 ＜810 ＜300 ＜190 34 ＜1．3

大池たたら3 155 1100 170 2400 54％ 5．0 ＜710 ＜310 ＜190 29 ＜0．53

大池たたら4 156 1goo 370 2200 43％ ＜4．1 ＜860 ＜390 ＜210 36 ＜1．3

大池たたら5 157 22 ＜11 81 54％ 5．3 ＜520 ＜170 ＜96 5．7 ＜1．3

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
大池たたら1 152 ＜15 ＜0．81 ＜68 ＜910 2800 ＜6．2 ＜14 ＜8．7 ＜0．70 ＜1500

大池たたら2A 153 ＜21 5．9 ＜67 ＜1100 7900 ＜14 ＜15 ＜24 ＜0．75 ＜1900

大池たたら2B 154 ＜20 ＜2．2 90 ＜1100 5700 ＜13 ＜15 ＜31 ＜0．76 ＜1800

大池たたら3 i55 ＜18 4．2 ＜64 ＜990 5900 ＜8．8 ＜15 ＜12 ＜0．78 ＜1700

大池たたら4 156 ＜21 ＜2．3 ＜67 ＜lloo 5700 ＜11 ＜16 ＜19 ＜0．88 ＜1900

大池たたら5 157 ＜7．1 3．2 ＜55 ＜720 ＜1000 ＜6．1 ＜ll ＜14 ＜0．36 ＜1200

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
大池たたら1 152 ＜0．29 ／ ＜11 ＜2．5 ＜240 12 51 ／ ＜15 8．7

大池たたら2A 153 ＜0。5 ／ ＜12 ＜3．0 ＜350 300 690 ／ 210 33

大池たたら2B 154 ＜0．5 ／ ＜12 ＜2．9 ＜320 240 570 ／ 190 25

大池たたら3 155 ＜037 ／ ＜12 ＜2．7 ＜290 loo 260 ／ ＜70 14

大池たたら4 156 ＜0．41 ／ ＜14 ＜3．1 ＜330 230 510 ／ 190 23

大池たたら5 157 ＜0．28 ／ ＜5．9 ＜2．0 ＜160 7．3 9．1 ／ ＜9．8 0．94

資料番号 SNo． Eu Tb 1）y Yb Lu Hf Ta W Ir Au
大池たたら1 152 0．87 ／ ＜4．2 8．5 1．6 78 2．2 0．80 ＜0．050 ＜0．013

大池たたら2A 153 3．2 ／ ＜4，6 20 4．1 220 5．6 ＜2．6 ＜0．084 0．13

大池たたら2B 154 2．1 ／ ＜4．5 16 3．4 160 ＜2，4 ＜25 ＜0．071 ＜0．025

大池たたら3 155 ＜0．62 ／ ＜4．7 14 3．3 160 3．7 2．2 ＜0．067 ＜0，018

大池たたら4 156 ＊3．3 ／ ＜5．2 16 3．2 160 4．2 ＜2．1 ＊0．088 ＜0．032

大池たたら5 157 ＜0．37 ／ ＜2．4 0．76 ＜0．088 ＊2．4 ＜1．1 く0．9 ＜0．032 0，014

資料番号 SNo． Hg Th u
大池たたら1 152 ＜6．1 9．3 65

大池たたら2A 153 ＜8、6 100 18

大池たたら2B 154 ＜8．1 66 16
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一章　調査報告（一．5　中国地方）

資料番号 SNo． H9 Th u
大池たたら3 155 ＜7．3 61 11

大池たたら4 156 ＜8．6 63 14

大池たたら5 157 ＜4．0　　3．7 ＊0．70

（Ti／Fe）

　　1

10　1

10－2

10－3

10『4

10－5

10『6

　　10『6

3 4

2A
2B

　
1

5

10－5 10－4 10－3 10－2 10－1　　1
　　（V／Fe）

図6　鑓免大池たたら遺跡・鉄関連遺物V／Fe－Ti／Fe相関図
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2）堂山第2古墳

第59集　（1994）

遺　跡　名
ドウヤマダィ2コフン 地図名（5万分の1）

　　岡山北部堂山第2古墳
所　在　地 岡山県岡山市平山佐古田

遺跡の内容
13m×ll．5mの方墳で，埴輪円筒を二段にめぐらす。小形の竪穴式石室を内部主

体とし，蓋石上に鉄器を配置，また石室内からも鉄器が出土した。

時　　　期 蓋石の周辺から出土した埴輪から5世紀前葉に比定されている。

鉄　　　器 不明鉄器，剣，刀子（以上石室内）。鍬先，鋤先，鎌（以上蓋石上）。

鉄関連遺物 鉄津（蓋石の周辺に埴輪の小破片とともに散在）

そ　の　他 滑石製小玉（石室内）

試料番号 Sl32－135
調　査　年

調　査　者 堂山古墳群調査団

文　　　献
『岡山県高松町佐古田堂山古墳群一第1次・第2次調査概報』堂山古墳群調査

団。1960

備　　　考 たたら研究会，種子島大会において，佐々木稔による分析報告がなされている。
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一・章　調査報告（一．5　中国地ノの

資料番号1（S132・133）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

　堂山第2　
　
　
1
L

出土状況

一

調査
遺

出土状況

区

構
NE下

時　　　期 5世紀前葉～7世紀 根　　　拠 出±土器

登録番号
歴博番号
所蔵者番号

132・133

　　　± 法

長径　　10．5cm

短径　　95　cm

磁着度3　　　　色　調
　　　　　　　　　　　色

遺　物　名
製錬澤（含鉄） 量

1

厚さ　　　52　cm

重さ　389．09

　　　　　　　　　褐メタル度○　　・

讃藷籔⊥

所　　　見

常に流動性の悪い，

黄白色の粒子を多量にま

りの粗い石粒ま

のと推定される。

じり

台形を呈し側面に3つの直線状の破面をもつ製錬淳である。この資料は淫の

からみて上半と下半に大別され，下半はさらに2つに細分できる。最上層は

みられる。4cm以上の大きな木炭痕を4ケ所に残す。中層は炉床粘土が溶解し
餅状の炉内津で，炉内の楕円形の長軸側端部を残すもの

　　じえる黒色調のガラス質層である。さらに基底部は
の炉床土で，炉床粘土の表面が7㎜前後の厚みに剥離した

分析試料
長軸端部1／3を直線状に切断する。ダイヤモンドカッターによって切断した切断
面を観察した結果，メタルの遺存が認められたため津部を1A（S132），メタル部

をIB（Sl33）として，いずれも電子顕微鏡・放射化分析のみ分析した。

　　　1

0　　　　　　5cm

瑠

図電子顕微

蹴放射化分析

図7　堂山第2古墳出土鉄i宰実測図とサン

　　プリング位置，写真（縮尺1：3）

Sl32 Sl33
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国立歴史民俗博物館研究報告　第59集（1994）

1

2

3

4

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版42）

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版107）

写真中の部分分析値

⇔ s1K“ ⇔ F8Kα

CaK隅

角

FeK区
Kc｛

．収

一Kα

51Kα κ Kα

　門Ωkα

ノ
門gKα一P－K“ CaKα

1 4， 6 o B， 1 シ

⑧ F白Kα

月1K眠 K ㌔
s1Kα CaKr㎡一TIKポ

｜ ．

三　備考
　　ダイアモンドカッターによる切断面でわ

　ずかなメタル部が検出されたので，メタル

　部をA＝S132，津部をB＝S133として分析し

　た。電子顕微鏡の結果，マグネタイトが検
　出された。また津部にはTiO2が認められな

　かった。
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章　調査報告（一，5　中国地方1

資料番号2（S134）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

堂山第2
調　査 区 NE墳端外

2 出土状況 遺

出土状況

構

一

時　　　期 5世紀前葉～7世紀 根　　　拠

登録番号
歴博番号
所蔵者番号

134

　4 法

長径　　98　cm
短径　　　8．3　cm

磁着度6
メタル度なし

色　調

黒色

遺　物　名
炉壁溶解物 量 厚さ　　4．O　cm

重さ　416．7　9

遺存度破片

破面数6

拳大の断面が三角形を呈する炉壁溶解物である。表面は黒色のガラス質で部分

的には赤褐色の酸化物がに じんでいる。下面は炉壁の溶解物が瘤状に垂れてい

所　　　見 る。裏面の上半部には， 炉壁粘土表面の異質部をまじえる胎土が付着してい

る。破面は側面方向に3つ認められ，黒色のガラス質の地に黄白色の石粒が一

面に散在する。
一

分析試料 量が少ないため，

長軸端部1／4を直線状に切断し，基部に垂れ下がった流動状の淫部を分析する。

　　　　　　　電子顕微鏡と放射化分析のみを実施した。

炉の基部にあたる炉壁が肥厚しながら垂れ下がった部分にあたる。また下面の

溶解部は通風孔の空間に垂れた可能性があり ， これは下面の基部が通風孔にあ

備　　　考 たっていたことを物語っている。炉を上からみると壁体は直線状で内面が若干

弧を描く形態で， 本資料は炉の長軸側の中心からやや短軸側によった部分にあ

たろうか。

「

計1，、m〆灘薪
Sl34

図8　堂山第2古墳出土炉壁溶解物実測図とサンプリング位置，写真（縮尺13〈断面をのぞく〉）
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二　自然科学的調査

　　1　X線CT写真と解析結果（図版

　　　42）

　　2　放射化分析

　　3　電子顕微鏡写真（図版107）

　　4　写真中の部分分析値

三備考
　　　メタル部を分析し，電子顕微鏡観察の

　　結果，マグネタイトが検出された。

FeXα

旬Hα K Kα

slkα C．κα一Tエκ“

4，

資料番号3（S135）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

堂山第2
　　3 出土状況

調査区
遺　　　構

出土状況

時　　　期 5世紀前葉～7世紀　　　　根　　　拠　　土器

登録番号
歴博番号　　135
所蔵者番号　　　5

長径　　35cm
短径　　2．2cm
厚さ　　　0．9cm

重さ　　30．1　9

磁着度3
メタル度なし

遺存度破片

破面数2

色　調

黒褐色

遺　物　名
製錬津

法
量

所　　　見

3cm大の三角形の平面をもつ鉄澤で側面に2つの破面をもつ。上面は緩やかな流

動状で，中央に2cm大の大型の気孔の欠損部がみられる。下面は微細な凹凸をも

つ。またその一部に酸化色の強い破片をかみこんでおり，側面の一部にも石粒

をかみこんでいる部分がある。

分析試料 全体の2／3を直線状に3分割し，津部を分析。

備　　　考 炉内流動淫の端部破片であろうか。

　　　　　　　L

・懸化学蜥

　　　電子顕微鏡・［璽
　　　放射化分析

　0　　　　　　　　　　　　　5cm
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章　調企報告（　5　中国地方）

　　　　　　　　　　　　　　　　　断面写真

　　　　図9　堂山第2古墳出±鉄津サンプリング位置，写真（縮尺2：3）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版42）

　2　化学分析

　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版107）

　5　写真中の部分分析値

角1Kα　　　　　　K　ト｛α

sユK》r　　　　　　C自ト；尉一丁ユ船ゼ

．o 8．②

㊨ FeHα

Sユκα

岡gkα 尺 Kα

RIKα c日輪一丁ユ賑

2．O o
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三　備考
　　　X線CT観察結果からみて多孔質である。電子顕微鏡ではわずかなウスタイトと鉄かん

　　らん石が認められた。TiO2含有率はo．19％である。

表3　堂山第2古墳化学分析値（％）

資料番号 SNo． TJTe M．Fe FeO Fe203 Sio2 AI203 MgO Tio2
堂山第2古墳3 135 43．64 0．04 49．70 7．10 2853 6．43 0．71 0．19

資料番号 SNo． MnO CaO ⑭
S Cu V P205

堂山第2古墳3 135 0．40 2．97 1，504 0，023 0，002 0，004 0，171

表4　堂山第2古墳放射化分析値一覧表（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg Al Si S C1 K Ca Sc Ti
堂山第2古墳IB 133 6800 12000 67000 52％ ／ ＊220 36000 12000 5．5 lgoo

堂山第2古墳2 134 6100 16000 43000 ＜19％ ／ ＜290 33000 11000 4．5 1400

堂山第2古墳3 135 2000 11000 25000 ＜15％ ／ ＜240 llOOO 21000 3．7 890

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
堂山第2古墳IB 133 42 780 1100 10％ 15 ＜400 ＜330 ＜120 ＜26 14

堂山第2古墳2 134 21 ＜9．4 530 11％ 17 ＜370 ＜270 ＜110 ＜25 5．0

堂山第2古墳3 135 26 220 2700 46％ 7．0 ＜490 ＜210 ＜100 16 ＜0．94

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
堂山第2古墳1B 133 ＜6、4 ＜1．6 190 ＜580 ＜740 16 ＜8、4 〈7フ ＜0．40 ＜980

堂山第2古墳2 134 ＜55 ＜1．4 170 ＜560 ＜700 ＜4．1 ＜7．7 ＜7．1 ＜0．68 ＜goo

堂山第2古墳3 135 ＜6．9 ＊2．6 ＜50 ＜680 ＜960 ＜5．1 ＜9．9 ＜23 ＜0．55 ＜1100

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
堂山第2古墳1B 133 1．7 ／ ＜9．0 8．4 670 16 47 ／ ＜10 2．4

堂山第2古墳2 134 0．80 ／ ＜11 5．8 730 14 41 ／ ＜9．1 1．9

堂山第2古墳3 135 0．35 ／ ＜11 ＜1．8 ＜150 10 32 ／ ＜9．8 1．7

資料番号 SNo． Eu Tb 1）y Yb Lu Hf Ta W Ir Au
堂山第2古墳1B 133 ＜0．44 ／ ＜2．5 2．1 0．43 8．7 ＜1．6 5．9 ＜0．052 ＜0．0091

堂山第2古墳2 134 ＜0．39 ／ ＜3．8 1．5 0．43 7．6 ＜15 6．0 ＜0．026 ＜0．0086

堂山第2古墳3 135 ＜0．46 ／ ＜3．5 1．5 0．33 4．4 ＜1．2 75 ＜0．037 ＜0．010

資料番号 SNo． Hg Th u
堂山第2古墳1B 133 ＜4．0 11 3．5

堂山第2古墳2 134 ＜3．5 9．2 2．6

堂山第2古墳3 135 ＜40 5．4 2．0
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一章　調査報告（一．5　中国地方）

（Ti／Fe）

　　1

10－1

10－2

10－3

10－4

10－5

10－6

　　　10－6　10－5　10－4　　10－3

図10　堂山第2古墳・鉄関連遺物V／Fe－Ti／Fe相関図

2

3

1B

10…2 10－1 　　　1

（V／Fe）
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3）龍王塚古墳

第59集　（1994）

遺　跡　名
リュウオウヅ加フン 地図名（5万分の1）

　　岡山北部龍王塚古墳

所　在　地 岡山県岡山市杉谷字小歳544－1

遺跡の内容
数基から50基までの群集墳が多く分布する杉谷では，最も大形の墳丘をもつ直径

17mの円墳で，内部主体は南に開口した片袖の横穴式石室である。石室内から鉄

津が出土した。

時　　　期 石室内から出土した須恵器，武具・馬具から，6世紀後半に比定されている。

鉄　　　器 大刀，刀子，刀装具，鉄釘，釣針，鉄繊，飾金具，馬具，鞘尻金具

鉄関連遺物 鍛冶津

そ　の　他 須恵器，切子玉，勾玉，耳環

試料番号 S158
調　査　年 1983．8．8～11．14

調　査　者 福田正継岡山県教育委員会

文　　　献
福田正継『龍王塚古墳一新岡山空港建設に伴う発掘調査一』岡山県埋蔵文化財発

掘調査報告58．1984

備　　　考

周辺に時期不明の塚原製鉄遺跡が知られている。岡山県内には，6世紀後半の時

期を中心に鉄澤を出土する古墳が多い。龍王塚古墳も同様の性格を有する古墳

で，この地域の製鉄関係の遺跡が明らかでない現状では何とも言えないが，鉄生

産に関わった集団のなかで傑出した集団の墓ではないかと考えられている。
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’ 章　調査報告（　　5　中国地方）

資料番号1（S158）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

龍　王　塚

　　1　1　　　　　1 出土状況

調　査　区

遺　　　構　　石室内

出土状況　　二次堆積だが，副葬品と判断

　　　　　‘時　　　期 6世紀後半　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　　158所
蔵
者
番
号
　
　
　
　
1
一

長径　　　3．2cm

短径　　　2．5cm

厚さ　　　L4　cm

重さ　　13．0　9

磁着度4
メタル度△

遺存度破片

破面数2

　色　調
表面は赤褐色
の錆　　　　一一一

遺　物　名
鍛冶津

法
量

所　　　見

指頭大の凹凸の激しい鉄津である。表面は粗雑で全面が赤褐色の錆で覆われて

いる。付着物は認められない。7㎜前後のきわめて小さな木炭痕と思われる部分
が上面に3ケ所認められる。　　　　　　　　　r・　1．一・一　一・一・’一

分析試料一一．一一．一一．

備　　　考

長軸端部2／3を直線状に切断し，潅部を全量分析。
r一

　　　　　。　3一睡働析

図11龍王塚古墳出±鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺2二3）

二　自然科学的調査

　1化学分析
　2　放射化分析

　3　電子顕微鏡写真（図版107）

　4　写真中の部分分析値

三　備考
　　TiO2が0．18％，　Vが0．003％で低く，堂

　山とよく似ており，分析値からは一応，

　鍛冶淫と考えられる。放射化分析値から

　はSl35に近い。

F酪ロ

sユK、、 CaKα

2． o 4． ② oo o
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表5　龍王塚古墳化学分析値（％）

資料番号 SNo． T．Fe M．Fe FeO Fe203 Sio2 Al203 MgO Tio2
龍王塚古墳1 158 51．80 ＜0．05 6．76 6655 10．58 2．46 0．36 0．18

資料番号 SNo． MnO CaO 梱
S Cu V P205

龍王塚古墳1 158 0．11 0．40 0，370 0，042 0590 0，003 0，250

表6　龍王塚古墳放射化分析値（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg A1 Si S Cl K Ca Sc Ti
龍王塚古墳1 158 510 1800 15000 ／ ／ 570

　
3
9
0
0
、 2800 2．1 ＜290

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co ．Ni Cu Zn Ga As
龍王塚古墳1 158 8．0 ＜13 420 51％ 18 ＜520 2900 ＜93 ＜5．9 180

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
龍王塚古墳1 158 ＜6．4 ＜15 ＜55 ＜840 ＜1100 ＜5．6 ＜79 ＜40 ＜0．42 1300

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
龍王塚古墳1 158 1．8 ／ ＜6．9 ＜2．1 ＜180 5．0 ＜6．0 ／ ＜11 1．3

資料番号 SNo． Eu Tb Dy Yb Lu Ilf Ta W Ir Au
龍王塚古墳1 158 ＜0．46 ／ ＜2．8 0．90 0．16 5．7 ＜1．4 27 ＜0。036 0．40

資料番号 SNo． Hg Th u
龍王塚古墳1 158 ＜4．6 3．5 1．9
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一章　調査報告（一．5　中国地方）

4）西祖山方前遺跡

遺　跡　名
セイソヤマカタマエイセキ 地図名（5万分の1）

　　和気西祖山方前遺跡

所　在　地 岡山県岡山市西祖

遺跡の内容
製鉄炉1基が検出され鉄津や炉壁が出土した。遺物は周溝の埋土から出土したも

のが多い。鉄鉱石は，炉の周りの周溝SDO1と炉と周溝の間，炉内から出土したも

のを分析した。ほかに人頭大の鉄鉱石も出土している。

時　　　期

考古遺物からは一応，4世紀代と9～11世紀代の可能性がある。方形土坑（箱形

炉地下構造）内から出土した木炭片の放射性炭素年代測定では，BP．1600年前後

が，また熱残留磁気測定からはA．D．825年を中心とする時期が測定されている。

鉄　　　器

鉄関連遺物 製錬津，鉄鉱石，炉壁

そ　の　他

試料番号 S291－298
調　査　年 1989～1990

調　査　者 神谷正義　岡山市教育委員会

文　　　献
神谷正義編『西祖山方前遺跡・西祖橋本（御休幼稚園）遺跡』岡山市教育委員会
1994

備　　　考 報告書では大澤正己によっても鉄淫の分析値が検討されている。

難三
｝、1」「ぼ

い三
＼1ミ

　
　
　
　
　
4

二
雁
幅

董露鐸ミ§x

　　㌧己、ト』へ
　　・菅ぶ、・トいデニ18
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資料番号1（S291）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

一 一 一一・　　一
西祖山方前 調査 区

出土状況 遺 構 溝SDOI，　WS1
出土状況

時　　　期 不明 根　　　拠

登録番号
歴博番号
所蔵者番号

291

　2 法

長径　　　3．8cm

短径　　　3．4cm

磁着度4
メタル度なし

色　調

黒　色

遺　物　名
鉄鉱石（磁鉄鉱） 量 厚さ　　　Lg　cm

重さ　　515　9

遺存度破片

破面数6

鳩の卵大の大き さで表面はほぼ全面が破面である。この鉄鉱石には，大きく2種

類の質感が認められる。 シャープな方の破面はキラキラした結晶面が認めら
れ， もう一つの破面はほとんど光沢がなく

， 黒色で部分的に穎粒状の粒子の荒
れた面があり， 残りの多く は茶褐色の錆に覆われている。この2種類の破面の

違いは，母岩の旧状または採取時期の違いを示している可能性があり，前者の

所　　　見
光沢面は遺跡で割られ，

特に鉱石露頭における自然破面の可能性がある。

後者の錆色の面は全体に平滑なことから遺跡以外の，

端部の1ケ所が平坦なのは母

岩の節理にそった剥離面であろう。剥離面には同一方向の薄い筋が，光沢面に

は同一方向からの打撃によって少なくとも3条の剥離面が認められる。これは
1司一打点から 3回以上の打撃が加わったことを表わしている。 節理にそった平

坦な剥離面側が打点である。 凹凸の隙間に点状の白色部があるがこれは脈石成

分かどうかわからない。

分析試料 長軸端部1／2を直線状に切断し，鉱石部を化学分析・電子顕微鏡 ・ 放射化分析。
．．一 一一一

全体の質感からすると緻密で磁着し，脈石の少ない良質な磁鉄鉱と考えられ

備　　　考 る。母体となった鉱石の外皮部の1片であろう。 またこの鉱石片の大きさと形

状は，製錬時に用いられた鉄鉱石の粒度を反映しているものと考えられる。

－
（
∠
3
4

自然科学的調査

X線CT写真と解析結・果（図版42）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版107）

写真2　・西祖山方前遺跡出土鉄鉱石（縮

　　　尺2：3）
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一章　調査報告（一．5　中国地方）

5　写真中の部分分析値

㊧ FeK以

HoKα　　P
RIK。〈　S－Kw

K収 K Kα

　CaKα

TIKo

∪－Kぴ｝nnKα CuKぴ

1 2．oo 4．00 6．0

㊨

門ロKα

slKα

FeKぴ

　PKα　　K　Ko〈　　TIK区
自IKα一S－Kα一CaKα一）－Kα　門nKα

2』o 4．o 6．⑦

CuK“一
o

三　備考
　　化学分析結果によると，T．Feが65．28％で純度が高い磁鉄鉱である。　MgOが3．25％で高い

　ことも，この鉄鉱石の特徴である。X線CT観察結果では，　CT上端値が1750である。電
　子顕微鏡の結果では資料内は均質であることを示している。ただ結晶粒度は小さい。

資料番号2（S292）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

西祖山方前 調査 区

2 出土状況 遺

出土状況

構 溝SDO1，　WS

時　　　期 不明 根　　　拠

登録番号
歴博番号
所蔵者番号

292

　3 法

長径　　　7．2cm

短径　　　6．2cm

磁着度6
メタル度なし

　色　調
黒褐色と青灰

遺　物　名
　　　　　　、鉄鉱石（磁鉄鉱） 量 厚さ　　　4．Ocm

重さ　320．89
遺存度破片

破面数4

色

ハート型を呈する拳半分ほどの鉱石塊である。 表面の2ケ所は節理から直線的
に剥離しており， 残りの面は丸い自然面と白っぽい脈石成分が強い部分に分け

られる。白っぽい部分は2群に別れる。一方はほぼ均一な青灰色の岩質で，他

所　　　見
は少なくとも

方は青灰色のベースに磁鉄鉱の粒子が散在する。

3ケ所の打痕が認められる。打痕の表面は幅1－2cmのV字状の鋭利

磁鉄鉱粒子は1－2㎜大。表面に

なもので，青灰色の部分に残る痕跡から推定すると，刃先はU字状で端部が直

線状の尖ったものであった可能性が考えられる。 本資料には明瞭な被熱痕は認

められない。

分析試料 長軸端部1／5を直線状に切断し，鉱石部を化学分析，電子顕微鏡， 放射化分析。
本資料は質の悪い青灰色の脈石成分を割り取ろうとして， 3 ケ所に打撃を加え

たものの，割れずに放置されたものであろう。 母岩は青灰色の脈石の間に形成
備　　　考 された，やや質の劣る磁鉄鉱と考えられる。 不純物である脈石は露頭では完全

に除去されずに製鉄遺跡まで持ち込まれていることから，淫やメ タルに影響し

ているものと思われる。 特にカルシウムの増加には注意を要する。
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㊦ Sムk獣

’汰＝

写真3　西祖山方前遺跡出土鉄鉱石（縮尺1：3）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版

　　　42）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版108）

　5　写真中の部分分析値

　　備考
　　化学分析からT．Feが58．99％で比較的純度が高い。磁性が強いこととあわせて磁鉄鉱と考

HgKα C己K“

　　P　K、x

臼1Kα一S『Kボーk

　　　　　nKc｛

Kα一一一一刃一Ko

門nK収

　　Fek幌 CuK双一

｜ 2．oo 4， 6．00 8．oo

えられる。SiO2が10．8％，　MgOが350％，　CaOが2．61％であることが注目される。　X線CT

観察ではCT上端値が1600である。電子顕微鏡観察によると，資料内が均質であることが
わかる。
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資料番号3（S293～295）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

西祖山方前 調査 区
出土状況 遺 構 炉内3

出土状況

時　　　期 不明 根　　　拠

登録番号
歴博番号293－295
所蔵者番号 4 法

長径　　4．6cm
短径　　　3．6cm

磁着度2
メタル度なし

色　調

黒褐色

遺　物　名
製錬津 量 厚さ　　　2．6cm

重さ　　35．0　9

遺存度破片

破面数1

不定形な鉄澤で表面は褐色， 凹部は灰褐色の土砂に覆われている。側面の2ケ

所に，光沢のある黒褐色の長方形の鉱物が見られることが最大の特徴である。

この部分は光沢があり磁石に強く反応することから，未溶解の鉱石の小片が遺

存したものであろう。 2ケ所の鉱石のサイズは1．2×34㎜，4×1．5㎜で，大きい方

は長方形である。 小さい方は縁辺部が緩やかで形状を異にしている。光沢も異

所　　　見 な り，前者は強い光沢で結晶面が広いのに対し， 後者は鈍い光沢で結晶面は認

められない。 このような特徴から2つの鉱石片は，前者が原料と して用いられ

た鉱石片そのものの特徴を示し，後者は鉱石の還元途上の可能性が考えられ

る。表面は部分的に凹凸が激しく，その一部はlcm大の木炭痕である。鉱石片が

認められる周辺には黄褐色の津以外の部分が4 ケ所認められ， 色調から石灰質

と推定される。 鉱石などの脈石部分が炉壁土に混入したものであろう。

全体を直線状に3：2に切断する。鉄津中の2つの鉱石粒を目標と し，一方は電子

顕微鏡のみ， も う一方は放射化分析によって鉱石の熱変化とその周辺の津との

分析試料 関係を明らかにする。 サンプリング時の断面観察の結果，メ タルが確認された

ので，放射化分析では鉱石部を3A（S293）， 澤部を3B（S294）， メタル部を3C

（S295）として分析した。

本資料のように鉱石片を含む鉄澤はこの遺跡では多く見られ， サイズはまちま

ちである。 このような資料が生成される原因としては， さまざまなサイズの鉱

備　　　考 石片が原料と して用いられているか，あるいはさらに大きな鳩の卵大の定型化

した鉱石塊が製鉄原料と して用いられたが， 炉内で熱変化し， その芯の部分が

残留したものかのどちらかと考えられる。
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0　　　　　　　　3cm

1

　　　化学分析・圃
　　　電子顕微鏡

　　　放射化分析・匿到
　　　（S292～294）

B

　　　図12　西祖LI」方前遺跡出±鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺2：3）

　二　自然科学的調査

　　l　X線CT写真と解析結果（図版43）　　4　電子顕微鏡写真（図版108）

　　2　化学分析　　　　　　　　　　　　　　5　写真中の部分分析値

　　3放射化分析

㊤　s1KL－一一一一十Fぬ ㊦ S⊥K脳

F巳杖1ヌ

門gK収

　　　PKぴ

∩IKα一s一ト：胱

K Kα

CaKか

TIKα

　）－Kz一 門nK、． CuK収

1 4．00 6 8．¢⑦
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三　備考
　　炉内から出土した鉄津である。化学分析からTiO2は0．37％で低い。　SiO2が37．27％，　A1203

　が6．14％，MgOが7．35％，　CaOが5．89％で高いのも特徴で，1や2の鉄鉱石との関係が注目

　される。X線CT観察結果ではCT上端値が1000なので製錬津の領域に入っている。電子
　顕微鏡には鉄かんらん石のみが観察でき，チタン化合物などは認められない。鉱石を含む

　鉄津であることと考えあわせれば鉱石系の製錬淫と考えられる。
　　A（S293），　B（S294），　C（S295）は同一個体に属する試料で，それぞれ鉱石・津・メタルの

　挙動を示す好例ということで放射化分析した。なお化学分析値は1宰の値である。分析の結

　果，AとBは組成的に非常に似ていることがわかった。　Aは肉眼的には鉱石紛と思われた

　のだが，かなり還元が進んでいてTi，　V，　Al，　Caとも1・2より相当濃縮されている。　C

　はFeが88％だが，塩素が29％でかなり錆びていることがわかる。

資料番号4（S296）

　　　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

［西祖山方前

　　　4 出土状況
調査
遺

出土状況

区

構 溝SDOI一

　　．時 期 不明 根

登録番号
歴博番号
所蔵者番号

296

　5 法

長径

短径

6
．
4
．

‘已物 名 鉄塊系遺物 量 厚さ

重さ

3
．
9
9
．

拳半分ほどの大きさの塊状の鉄塊系遺ホ

は黒褐色で端部に津の破面が1ケ所認め

所 見

拠

㎝

㎝

㎝

g

罐も｜
遺存度破片

破面数4

色　調

黒褐色

析試料

拳半分ほどの大きさの塊状の鉄塊系遺物である。色調は付着物が黄褐色，破面

は黒褐色で端部に津の破面が1ケ所認められる。1．5cm大の木炭痕も1ケ所認め

られる。磁着は全体に弱いが特殊金属探知器（H）で測ったところ，中央部よ

りやや片側に寄った位置で微量な金属鉄の反応が認められた。磁着反応の程度

からみても残留している金属鉄は，2㎜以下のごく小さいものと推定される。長

軸端部にみられる破面に2㎜以下の気孔がやや多く認められる。この鉄淫は微量

の金属鉄を含む炉内津資料と考えられる。土砂が多く付着しているのは内部に

Aまれる金属鉄と津周辺にみられる錆に影響されたものであろう。±砂には木
灰片や炉壁粘土片，鉄津などが混在する。

考

サンプリングでメタルがかかれば電子顕微鏡と放射化分析に供す。かからなけ

れば津部を化学分析，電子顕微鏡，放射化分析する。

製錬鉄塊系遺物の主要部を割り取った残りの残片であろう。出土したのは炉の

奥側の溝にあたるので，鉄塊の割り取り作業が炉の周辺でおこなわれていたこ

とを推測させる。

糠 難

雛

講診。
　　　　　　　　　　　写真4

・雛　　一S296
西祖山方前遺跡出土鉄塊系遺

物（縮尺1：3）
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二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版
　　　43）

　2　放射化分析

　3　電子顕微鏡写真（図版108）

　4　写真中の部分分析値

　　備考
　　周溝から出土した内部に金属鉄を含む

と予想された鉄塊系遺物を分析した。サ

ンプリング時にメタルが錺化した赤褐色

の部分を検出したが量が少なく化学分析

は実施できなかった。X線CT観察結果

ではCT上端値が1200である。電子顕
微鏡観察結果では鉄かんらん石と小さな

ウスタイトが観察できた。またチタン化

合物などの介在物は認められなかった

が，MgOとCaOが認められた。3Aと3B
の津と組織的によく似ているが，試料に

は鍛冶淳の特徴であるウスタイトが電子

顕微鏡に捉えられている。

㊦ SIKα FeK水

門gkα

　　llPK水
　臼1K水一S－Kα

k Kα

C己Kぴ

臼kα

　　）－K、x　HnKぷ CuKα

1 ⑦ 4， o ②

㊦ s1Kぴ

FeKα

HoKα

　　　PKα一田Ko〈－S－Kα K K水

　CaKぱ

TIK“

　　）－K朕一刊n晦 CuKcミ

資料番号5（S297）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

西祖山方前

　　5 出土状況
調査区
遺　　　構　　STG方形土坑（炉下部）

出土状況　　埋土中

時　　　期 不明　　　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　297
所蔵者番号　　　6

長径　　10．2cm

短径　　9．2cm
厚さ　　　1．9cm

重さ　194．99

磁着度1
メタル度なし

遺存度破片

破面数1

色　調

黒褐色

遺　物　名
製錬津

法
量

所　　　見

扇状に開いた平面形の炉外流出津で，1cm前後の流動津が4条重なって形成され

ている。基部と先端側に破面が認められる。裏面には青灰色の炉壁粘土が幅広

くみられ，小さな鉄粒が錺化したものが1ケ所付着している。基部に1cm大の木

炭痕，他に6cm大の木炭痕が2ケ所認められる。

分析試料 短軸端部1／3を直線状に切断し，津部を化学分析，電子顕微鏡，放射化分析する。

備　　　考

炉内流動津が炉熱がやや低い段階に流れ出たもので，先端部の1ケ所に酸化色

を呈する粘土がかみこまれていることから，流出溝付近で形成されたものであ
ろう。
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0　　　　　　　　　　　　　　10cm 咽誓綴鏡

⊆羅放射化・析

　　図13　西祖山方前遺跡出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺1：3）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版43）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版108）

　5　写真中の部分分析値

㊨ FeK駆㊧ SIKα F巳K以

門gKα

R
　PK“
1払α一S　K蝋

K　K駅
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TIK枢
　　）　K．×一門nKα CuKcご

柏gKα　P　Kc人

　　RIKα一S－Kα

K Kα　　　　TIK“

CaKα　　）－K双一HnK蝋 CuK“

1 4．0 8．oo 1 4，
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三　備考
　　炉の下部の±坑埋十から出土した鉄津である。化学分析からT．Feは37．34％で3の鉄津に

　比べて高い値を示す。SiO2は31．44％，　A1203は5．83％，　MgOは493％，　CaOは448％で高い値

　を示すことが注目できる。X線CT観察結果では上端値が1200である。電子顕微鏡観察結

　果では鉄かんらん石とウスタイトがて観察されている。またMgOやCaOの介在物は見つ
　かっているがチタン化合物は認められない。組成的には4とほぼ同じで，やはり製錬洋と

　考えられる。形状からみて炉外流出津であるが，T．FeやSiO2，　A1203，　MgO，　CaOが炉内淳

　より高い点は興味深い。

資料番号6（S298）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

時

遺

所

備

祖山方前

　6 出土状況
調査　区
遺　　　構　　溝SDOI，　WS

出土状況

「

期 不明　　　　　　　　　　根　　　拠

録番号 歴博番号　　298
所蔵者番号　　　　7法

　　色　調

酸化部は黒色，

粘土部は赤褐色
物　名

炉壁　　　　　　　　量

長径　　　6．6cm磁着度1
短径　　　65cm　メタル度なし

厚さ　　　3．8cm遺存度破片
重さ　　107．29　破面数5

見

未溶解の粘土部，幅5－7㎜ほど黒色化した部分，幅1cmほどの酸化部からなる炉

壁破片である。胎土は粒子の細かい粘土質で，1－2cm程の短いスサが密に混入さ

れている。スサ材は稲ワラよりはやや丸みをもつようである。内面のガラス化

した部分全体には茶褐色の斑状の部分がある。中央よりに1ケ所，3㎜ほどの範

囲に濃い青色の発色部がある。

析試料
長軸端部1／4を直線状に切断し，淫化部分を化学分析，電子顕微鏡，放射化分析
する。

考 ゴ

m
口
　　　化学分才斤
　　　電了・顕微鏡

薩三］放射化分析

図14　西祖山方前遺跡出土炉壁実測図とサンプリング位置，写真（縮尺1：3）
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二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版
　　　43）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版108）

　5　写真中の部分分析値

　　備考
　　周溝から出土した炉壁で炉内側の面は

酸化してガラス化している。化学分析か

らT．Feが3．62％，　SiO2は72．46％，　Al203は

1．14％，MgOは1．66％で高いのが特徴で

これは未溶解の粘土部の値と考えられ

る。放射化分析の値は酸化部のデータで

ある。X線CT観察結果では不均質であ

り，CT上端値も350で炉壁の領域に収
まる。電子顕微鏡では比較的均質なこと

がわかり，またSiが多く，Al203，　Fe，

Mgを少し検出できた。

　化学分析結果によれば未溶解の粘土
部，放射化分析では酸化部のデータが示

されているが，分析値にはそれほど差は

見られない。放射化分析では微量元素の

値が非常に高いので，粘土に多く含まれ

ていたと判断される。

㊧ s1Kα

HgKoくPKぴ　　K　Kc（　　TIK◎〈　　門nKcκ
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表7　西祖山方前遺跡化学分析値一覧表（％）

資料番号 SN仏 T．Fe MJ？e FeO Fe203 Sio2 AI203 MgO Tio2
山方前1 291 65．28 0．31 27．19 62．68 4．65 0．19 0．16 0．03

山方前2 292 58．99 0．39 23．28 57．91 10．84 0．42 3．50 0．02

山方前3A 293 27．92 338 20．24 12．59 37．27 6．14 7．35 0．37

山方前5 297 37．34 3．37 39．65 450 31．44 5．83 4．93 0．47

山方前6 298 3．62 0．22 0．36 4．46 72．46 16．14 1．66 1．12

資料番号 SNo． MnO CaO ⑭ Na20 P
S Cu V

山方前1 291 0．16 0．14 0，007 α393 0，005 0，004 0，002 ＜0．001

山方前2 292 0．12 2．61 0，025 0，171 0，006 0，003 ＜0．001 ＜0．001

山方前3A 293 0．24 5．89 U64 0，514 0，248 0，011 0，008 0，003

山方前5 297 0．34 4．48 1，204 0，417 0，180 0，031 0，007 0，006

山方前6 298 0．08 0．30 Ll79 1，173 0，038 0，Ol3 0，003 0，Oll

表8　西祖山方前遺跡放射化分析値一覧表（ppm）

資料番号 SNα Na Mg Al Si S Cl K Ca Sc Ti

山方前1 291 loo 18000 1300 ＜5．8％ ＜30000 ＜200 48 1500 0．30 ＜140

山方前2 292 400 27000 3300 ＜8．6％ ＜32000 ＜96 230 16000 0．41 ＜160

山方前3A 293 3600 47000 31000 28％ ＜9700 ＜250 7400 24000 7．2 1500

山方前3B 294 4200 61000 22000 ＜20％ ＜64000 ＜180 12000 47000 55 1200

山方前3C 295 1．9 ＜600 15 ＜6．6％ 86000 29000 ＜14 ＜1400 ＜0．063 ＜100

山方前4 296 1200 41000 24000 ＜21％ ＜5700 ＜160 2200 7400 6．1 1200

山方前5 297 4000 37000 26000 く22％ ＜8100 ＜190 13000 39000 6．4 2200

山方前6 298 13000 ＜23000 72000 ＜37％ ＜14％ ＜280 18000 7000 14 4200

資料番号 SNα V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
山方前1 291 8．0 12 lloo 70％ 18 ＜49 ＜56 260 13 7．7

山方前2 292 11 ＜14 1000 59％ 28 ＜47 ＜72 160 14 5．9

山方前3A 293 61 72 1600 33％ 20 ＜41 290 ＜26 16 18

山方前3B 294 48 51 1700 33％ 21 ＜41 280 ＜24 8．9 8．7

山方前3C 295 ＜0．74 ＜20 ＜17 88％ 130 140 1600 ＜29 14 46

山方前4 296 73 77 19∞ 45％ 54 60 1900 ＜26 15 79

山方前5 297 52 80 3000 46％ 22 ＜49 ＜190 ＜99 8．5 34

山方前6 298 93 130 910 6％ 21 90 ＜310 ＜82 24 2．6

資料番号 SNα Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
山方前1 291 ＜2．1 ＜0．091 ＜9．4 ＜230 ＜390 ＜0．63 ＜6．6 ＜L9 LO 310

山方前2 292 ＜2．0 ＜0．12 ＜9．2 ＜230 ，＜370 ＜0．68 ＜45 2．4 0．69 ＜120

山方前3A 293 ＜2．0 24 39 ＜210 ＜330 ＜0．86 ＜13 35 ＜0．67 ＜110

山方前3B 294 ＜L9 ＜α25 28 990 ＜330 ＜0．68 ＜5．3 ＜2．8 ＜050 ＜110

山方前3C 295 ＜3．0 35 ＜15　　＜340 ＜550 ＜24 ＜4．2 ＜2．4 ＜0．22 ＜170
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資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
山方前4 296 ＜2．3 ＜0．70 20 ＜260 ＜390 ＜0．75 ＜38 ＜2．4 ＜0．45 ＜130

山方前5 297 ＜2．2 ＜034 35 ＜250 ＜390 ＜0．73 ＜2．1 ＜2．9 ＜0．47 ＜130

山方前6 298 ＜L7 0．64 78 500 470 ＜0．85 ＜1．6 ＜3．8 ＜0．70 ＜95

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba， La Ce Pr Nd Sm
山方前1 291 0．49 ＜3．1 ＜5．4 ＜0．73 48 0．42 ＜3．2 ＜0．28 ＜11 0，060

山方前2 292 1．2 ＜3．0 ＜6．1 ＜0．71 ＜40 0．42 ＜1．4 ＜056 ＜10 0．18

山方前3A 293 1．1 ＜7．3 ＜15 2．9 240 14 23 ＜2．5 ＜9．7 2．4

山方前3B 294 0．74 ＜2．9 ＜ll 2．0 310 11 17 2．0 ＜9．6 2．1

山方前3C 295 3．2 ＜5．7 ＜4．6 ＜1．0 ＜68 0，077 ＜2．1 ＜0．34 ＜18 ＜0．0052

山方前4 296 2．6 ＜3．7 ＜11 2．1 120 9．4 19 ＜1．5 ＜12 2．8

山方前5 297 0．34 ＜3．5 ＜12 2．0 430 14 26 ＜2．1 17 3．4

山方前6 298 1．8 ＜2．7 ＜16 8．6 370 23 46 ＜5．6 24 4．1

資料番号 SNo． Eu Tb 1）y Yb Lu Hf Ta W Ir Au
山方前1 291 ＜0．057 ＜0．28 ＜1．1 ＜0．093 ＜0．016 ＜0．38 ＜0．18 1．4 ＜0．0067 ＜0．0017

山方前2 292 ＜0．066 ＜0．28 ＜0．97 0．15 0，087 0．38 ＜0．18 7．7 ＜0．0065 ＜0．0048

山方前3A 293 0．49 0．35 ＜2．3 L3 0．29 3．6 ＜0．23 2．2 ＜0．013 ＜0．∞77

山方前3B 294 0．49 ＜0．49 ＜3．1 1．3 0．25 2．7 ＜0．32 2．1 ＜0．OlO 0．0044

山方前3C 295 ＜0．10 ＜0．41 ＜0．32 ＜0．22 ＜0．0031 ＜056 ＜0．26 3．7 ＜0．0097 0，022

山方前4 296 0．81 ＜0．44 ＜2．9 L5 0．30 1．6 ＜0．25 3．1 ＜0．0080 0，020

山方前5 297 0．99 0．68 ＜3．0 15 0．28 3．1 0．54 8．3 ＜0．0079 ＜0．0025

山方前6 298 0．99 0．59 ＜4．1 2．4 0．49 8．6 0．84 3．2 ＜0．020 ＜0．0019

資料番号 SNo． Hg Th u
山方前1 291 0．17 ＜1．0 0．26

山方前2 292 0．48 ＜1．0 ＜0．15

山方前3A 293 1．6 ＜1．1 45

山方前3B 294 L4 ＜L1 34

山方前3C 295 ＜0．051 ＜1．6 ＜0．23

山方前4 296 1．6 ＜L2 2．3

山方前5 297 L8 ＜1．2 3．5

山方前6 298 2．8 ＜1．0 9．1
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5）池尻遺跡

遺　跡　名
イケジリイセキ 地図名（5万分の1）

　　　和気池尻遺跡（仮称）

所　在　地 岡山県赤磐郡瀬戸町菊山上内池

遺跡の内容
炉壁集中箇所が2，3ケ所確認され，その一部から鉄鉱石が採集された。また周

辺から須恵器杯の高台部が採集されている。

時　　　期 不明

鉄　　　器

鉄関連遺物 鉄鉱石，製錬津，炉壁

そ　の　他 須恵器

試料番号 S299
調　査　年

調　査　者 神谷正義　岡山市教育委員会

文　　　献

備　　　考 この付近は製鉄炉跡や炭窯跡が見られ，製鉄遺跡の集中地域である。
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資料番号1（S299）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

池　　　尻 調査 区
出土状況 遺 構1

出土状況 炉壁片集中部周辺から出土

時　　　期 根　　　拠

登録番号
歴博番号
所蔵者番号

299

　8 法

長径　　　8．3cm

短径　　　6．7cm
磁着度2
メタル度なし

色　調

青黒色

遺　物　名
鉄鉱石 量 厚さ　　　5．7cm

重さ　939，49
遺存度破片

破面数6

角ばった全体に歪んだ方柱状の形態で，全面破面である。色調は部分によって

異なり全体に青黒く
， 長軸端部側はススけたよ うな黒褐色， 端部の一部は灰色

である。表面は部分的に茶色の酸化物に覆われ， ごく細かい縞状の部分が横走

し，斜方向に淡緑色をした粒状の脈石部が走っている。また， 結晶面の一部が

所　　　見
キラキラと輝いている。 したがって結晶粒子や成分系が微妙に異なる鉱石塊と

考えられる。 明らかな打撃痕は2ケ所で， いずれも長軸端部の稜部分である。

黒く変色しているのは加熱によるのか自然にそうなったのかは不明であるが，

表面の割れからみると前者の可能性も考えられ， 部分的なバネともみられる。

もしそうだとしたら採掘の際に鉱石の露頭を加熱し，急冷したことによって生

じた痕跡かも しれない。

分析試料 放射化分析する。
短軸端部にある突出部の1／5を直線状に切断し，鉱石部を化学分析，電子顕微鏡，

備　　　考

態

二　自然科学的調査

　1化学分析
　2　放射化分析

　3　電子顕微鏡写真（図版108）

　4　写真中の部分分析値

三　備考

　　鉄鉱石は，みそのお遺跡A地点出
土の鉄鉱石と同じくらい純度が低い。

また，TiO2，　V，　Cr，　Cl，A1203，

MgOなどの不純物が多いという特徴
をもつ。

写真5　池尻遺跡出土鉄鉱石（縮尺1　3）
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㊧ FeK水
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表9　池尻遺跡化学分析値（％）

資料番号 SNo． T』Te M．Fe FeO Fe203 Sio2 A1203 MgO Tio2
池尻1 299 37．44 0．34 18．14 32．89 22．6 8．4 3．3 1．83

資料番号 SNo． MnO CaO ⑭ Na20 P S Cu V
池尻1 299 0．38 8．43 0，602 0，483 0，109 0，004 0，Ol3 0，033

表10　池尻遺跡放射化分析値（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg Al Si S Cl K Ca Sc Ti

池尻1 299 6900 49000 58000 ＜31％ ＜13％ 3800 6800 97000 31 11000

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
池尻1 299 230 190 3000 23％ 39 180 ＜280 590 18 96

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
池尻1 299 ＜2．4 ＜0．28 15 く260 ＜390 ＜1．6 ＜30 ＜4．1 ＜0．60 ＜140

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
池尻1 299 3．8 ＜4．0 ＜15 ＜1．2 240 33 74 ＜4．4 57 8．7

資料番号 SNo． Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta W Ir Au
池尻1 299 3．0 1．2 ＜3．6 2．4 0．38 5．9 2．4 1．6 ＜0．0090 0．18

資料番号 SNo． Hg Th u
池尻1 299 1．2 ＜1．3 4．6
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6）勝央工業団地遺跡第VI地点

遺　跡　名
ショウオウコウギョウダンチイセキタ“イ6チテン 地図名（5万分の1）

　　津山東部勝央工業団地遺跡第VI地点

所　在　地 岡山県勝田郡勝央町植月中茂平

遺跡の内容
鉄津の包含層・石敷ピットと横口式木炭窯跡1が検出された。包含層は窯の埋没

後に堆積したもので窯とは無関係である。

時　　　期
時期の決め手となる遺物がないので類似遺跡との比較から，窯は7世紀末～平安

時代と考えられている。したがって包含層はこれより後出する。

鉄　　　器

鉄関連遺物 製錬津，炉壁，木炭

そ　の　他

試料番号 Sl68，69
調　査　年 1975．6．12～7．16

調　査　者 山本行彦，勝央町教育委員会

文　　　献
『勝央中核工業団地建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』勝央町教育委員会。

1976

備　　　考
横口窯は木炭窯，土師器窯，かまど跡の可能性が考えられているが，もし木炭窯

とすれば鉄生産を考える上で興味深い。

3韮i・．

藁翼’

■（
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了7　曜

霧
違＿輪
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資料番号1（S168）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

勝　央　w

　　1 出土状況
調査　区
遺　　　構　　鉄津包含層

出土状況

時　　　期 古代　　　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　168
所蔵者番号　　　　1 法

量

長径　　5．8cm
短径　　　6．2　cm

厚さ　　69．5　cm

重さ　　　3．3　9

磁着度4
メタル度なし

遺存度破片

破面数3

色　調

黒褐色

遺　物　名
製錬津

所　　　見
三角形を呈する炉壁の破片に鉄津が付着したものである。津部は水玉状に流動

している。

分析試料 全体を3つに直線状に切断し，津部を分析。

備　　　考
津の特徴から炉床に集積する途上の炉内澤が，炉壁に付着したものである。磁

着反応がやや強いため，完全に分離・流動化した資料ではなさそうである。

〔
∠

ノ）

、
＼

｛
）
ノ

　　　　　　　ビL　　　O　　　　　　5cm

　　　　づ籍勃
　　　　　　　電子顕
　　　　薩］　　　　　　　微鏡
　　　　　　　放射化
　　　　　　　分析

図16　勝央工業団地遺跡第VI地点出土鉄津実測図とサン

　　　プリング位置，写真（縮尺1：3）

F酬ぽ

角1k“ 村 Hα

sユK。・ C自隔一Tユ択α

四 4． o　　　　　　　o② o

二　自然科学的調査

　1　X線CT写真と解析結
　　　果（図版43）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版

　　　109）

　5　写真中の部分分析値

三　備考

　　炉壁に津が付着した資料で

　ある。X線CT観察結果，化
　学分析値とも炉壁との判定で
　ある。T．Feが低くSi，　Alが高

　いという炉壁の特徴を示す。

　第H地点の2（Sl72）に似て
　いる。
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資料番号2（S169）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

勝　央　w

　　2 出土状況
調査　区
遺　　　構　　鉄津包含層

出土状況

時　　　期 7世紀末～平安　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　　169
所蔵者番号　　　　2

磁着度2
メタル度なし

遺存度破片

破面数5

色　調

茶褐色

遺　物　名
炉壁

法
量

長径　　10．5　cm

短径　　　7．3　cm

厚さ　　　2．7　cm

重さ　139．09

所　　　見

握り拳大で薄い形状のやや溶解した炉壁である。短軸側が上下方向となる。胎

±にはスサを含む。内面は全面茶褐色の酸化物に覆われる。短軸方向の幅は輪

積み粘土の厚み単位を示す可能性がある。

分析試料 長軸端部U3を直線状に切断し，未溶解の粘土部を分析。
備　　　考 炉の内壁が剥離したものであろう。

r

“

0　　　　　　5cm

鷹
　　化学分析　　　　電子顕微鏡
　　　　　　　　放射化分析

　図17勝央工業団地遺跡第VI地点出土炉壁サンプリング位置図，写真（縮尺1：3）

二　自然科学的調査
　l　X線CT写真と解析結果（図版43）㊤

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版109）

　5　写真中の部分分析値

三　備考
　　1と同様，炉壁の特徴を示す。Al203
　が18．94％と高い。
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㊥ sユK☆

　断9㌫択α　　H；。kべ郡α　　F。ド巴

㊦ sユx㏄

　　　　　ぽ

一
岡ロHα　　　　　　　　　C凸X㏄一丁1Rα　　　　　　FeR縣

②② 4　0② 6叩 ②

表11勝央工業団地遺跡第VI地点化学分析値一覧表（％）

資料番号 SNo． TJ？e M．Fe FeO Fe203 Sio2 Al203 MgO Tio2
勝央Vll 168 21．67 0．37 10．88 18．36 40．73 ll．96 1．11 0．77

勝央VI　2 169 3．25 0．36 0．40 3．69 65．31 18．94 0．99 0．91

資料番号 SNo． MnO CaO ⑭
S Cu V P205

勝央Vll 168 0．64 5．94 2，170 0，008 0，009 0，014 0，190

勝央VI　2 169 0．07 0．34 2，756 0，005 0，006 0，012 0，076

表12　勝央工業団地遺跡第VI地点放射化分析値一覧表（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg A1 Si S CI K Ca Sc Ti
勝央VIl 168 1700 14000 37000 ／ ／ ＜360 17000 41000 ＜10 2500

勝央VI　2 169 3700 22000 70000 ／ ／ ＜360 23000 ＜2900 ＜17 4600

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
勝央～肛1 168 55 64 3500 27％ 30 ＜450 ＜300 330 18 8．5

勝央VI　2 169 88 75 430 4．0％ 24 ＜380 ＜390 ＜160 30 ＜1．4

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
勝央VIl 168 ＜6．6 ＜L9 ＜44 ＜660 ＜880 ＜6．2 ＜9．8 ＜26 1．9 ＜1100

勝央VI　2 169 ＜6．0 ＜2．5 140 ＜580 ＜760 ＜5．8 ＜9．1 ＜11 ＜0．64 ＜960

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
勝央VI　1 168 0．88 ／ ＜14 5．8 480 18 41 ／ ＜10 3．4

勝央VI　2 169 0．97 ／ ＜13 9．5 700 29 65 ／ ＜9．9 5．3

資料番号 SNo． Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta W Ir Au
勝央～臼 168 ＜0．66 ／ ＜3．9 2．2 0．43 6．6 ＜1．1 19 ＜0．033 ＜0．Ol3

勝央VI　2 169 1．5 ／ ＜4．0 35 0．63 9．3 ＜1．2 8．7 ＜0．035 ＜0．012

資料番号 SNo． Hg Th u
勝央VI　1 168 ＜4．0 6．3 2．0

勝央～肛2 169 ＜4．1 13 3．8
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7）みそのお遺跡A地点

遺　跡　名
ミソノオイセキAチテン 地図名（5万分のD

　　岡山北部みそのお遺跡A地点

所　在　地 岡山県御津郡御津町高津

遺跡の内容 谷部（A・B地点）と尾根上（C・D・E地点）に製鉄関連の遺構が検出され
た。検出された遺構は製鉄炉地下構造4基，横口式木炭窯4基，排津場などであ
る。

時　　　期 7世紀代か

鉄　　　器

鉄関連遺物 製錬津，鉄鉱石，炉壁，木炭

そ　の　他

試料番号 S290
調　査　年 1991．4．1～10．5

調　査　者 吉久正見・椿真治ほか　岡山県古代吉備文化財センター・岡山県教育委員会

文　　　献 「みそのお古墳群」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』87．岡山県教育委員会．1993

備　　　考 報告書には大澤正巳による理科学的な報告が掲載されている。

1副

“

’刻

　　lI

　　　　αK

ざ　
鄭

⑭雇．

≡．嵯
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章　調査報告（一．5　中国地方）

資料番号1（S290）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

みそのおA

　　1

時 塑

登録番号

遺　物　名

所 見

分析試料

備 考

出土状況
調査区 A地点
遺構炉L南落ち込み
出土状況

7世紀代か 根 拠

歴博番号
所蔵者番号

鉄鉱石（磁鉄鉱）

茎
呈
さ
さ

そ
そ
長

短

厚

重

　

法
量

2
　
　
一

2．7cm磁着度2
L8　cmメタル度なし

0．7cm遺存度破片
7．6g　破面数2

色　調

黒褐色

指頭大の鉱石片で剥片状の形をなし全面が破面である。表面は比較的風化して

おり緻密さは認められない。片面は黒褐色の地に斑状の黄褐色の脈石成分が混

じる。裏面は黒褐色の地が端部にのみ認められ，それ以外の部分は黄褐色の脈

石成分に覆われている。長軸端部の一方は黒く穎粒状に荒れており，熱を受け

た可能性も多少考えられる。端部の黒色の穎粒状の部分は自然風化した表面の

可能性と，鉱石を割る目的で熱を加えた痕跡の可能性がある。しかしそれ以外

の面は自然面を残しているので，本資料そのものが炉内に投入されたものとは

考えにくい。

長軸端部2／3を直線状に切断し，脈石の多い2／3を化学分析・電子顕微鏡に，脈石

の少ないU3を放射化分析に用いる。

本資料は磁鉄鉱と推定されるが3割ほどは脈石成分で質的に劣っている。しか

しこの遺跡で用いられた原料鉱石がすべてこのような質の劣るものとは考えに

くいので，上質の部分をすでに割り取った残片の可能性もある。

1

2

3

4

自然科学的調査

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版109）

写真中の部分分析値

写真6　みそのお遺跡A地点出

　　　±鉄鉱石（縮尺2：3）

右 Caト：．ン
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三　備考
　　　この鉄鉱石は電子顕微鏡にみられるように亀裂や穴が多い。CaO，　SiO2，　Zn，　Snなどの

　　不純物が多い鉄鉱石である。

表13　みそのお遺跡A地点化学分析値（％）

資料番号 SNo． T．Fe M．Fe FeO Fe203 Sio2 Al203 MgO Tio2
みそのおAl 290 38．7 0．36 ll．07 42．52 22．77 1．62 0．75 0．01

資料番号 SNo． MnO CaO ⑭ Na20 P S Cu V
みそのおA1 290 076 19．32 0014 （λ01 α014 0003 α005 ＜α001

表14　みそのお遺跡A地点放射化分析値（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg Al Si S C1 K Ca Sc Ti

みそのおAl 290 170 3600 ggoo ＜16％ ＜6．7％ ＜210 140 12％ 0．82 ＜310

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
みそのおAl 290 18 20 5200 45％ 12 ＜40 ＜140 110 9．2 22

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
みそのおAl 290 ＜1．8 ＜031 ＜7．6 ＜200 ＜310 ＜0．72 ＜24 ＜2．1 0．74 590

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba 1．a Ce Pr Nd Sm
みそのおA1 290 1．5 ＜2．7 ＜13 ＜059 ＜34 2．3 5．3 ＜0．43 ＜8．8 15

資料番号 SNo． Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta W Ir Au
みそのおAl 290 0．57 0．35 ＜1．7 0．48 0．12 0．98 ＜0．18 17 ＜0．0060 0．0084

資料番号 SNo． Hg Th u
みそのおAl

’

　290 0．23 ＜0．93 0．36
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一章　調査報告（一．5　中国地方）

8）勝央工業団地遺跡第H地点

遺　跡　名
ショウオウコウギョウタ“ンチイセキダイHチテン 地図名（5万分の1）

　　津山東部勝央工業団地遺跡第H地点

所　在　地 岡山県勝田郡勝央町植月中茂平1987

遺跡の内容
古墳1，竪穴住居跡1，炉1（時期不明）からなる遺跡である。古墳は土師質陶

棺を有するもので，横穴式石室の入口付近から鉄淳が40点程出土している。

時　　　期
横穴式石室に副葬された土師器と須恵器から6世紀末～7世紀前半に比定されて
いる。

鉄　　　器 鉄鎌，刀子，鞘尻（横穴式石室），鉋（住居跡）

鉄関連遺物 製錬澤（横穴式石室），炉壁

そ　の　他 須恵器，土師器，耳環（横穴式石室），土師器，須恵器（住居跡）

試料番号 Sl70－172
調　査　年 1975．4．18～6．10

調　査　者 山本行彦　勝央町教育委員会

文　　　献
山磨康平編『勝央中核工業団地建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』勝央町教

育委員会。1976

備　　　考

本古墳は分布調査時のNo．10古墳で，また県遺跡地図の勝央町No．179茂平1号墳

に相当する。石室内の副葬品から最低3人の追葬が考えられているが，鉄淫がど

の段階で副葬されたのかは不明である。

←　　　A　　⇔　　　⇔　　＿

弍l
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資料番号1（S170）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

勝　央　H

　　1
出土状況

調　査　区

遺　　　構　　No．10号墳石室内

出土状況

時　　　期 6世紀後半　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　　170
所蔵者番号　　　　1 法

量

長径　　　3．5cm

短径　　　2．4cm

厚さ　　　2．lcm

重さ　　215　9

磁着度4
メタル度な

遺存度破
破面数4遺　物　名

製錬津

所　　　見
長さ1cm前後，厚み5㎜前後の炉壁に付着した製錬津の小破

表面はやや滑らかで炉壁の胎土にはスサと多量の白色粒

分析試料 炉壁胎土と剥離した津部を分析。

備　　　考 鉄と津がまだ分離不充分の段階の資料である。

なし

色　調

黒褐色

0　　　　　　　　3cm

　　　化学分析

図　　　電子顕微鏡　　　放射化分析

図18　勝央工業団地遺跡第H地点出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺2：3）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版
　　　44）

　2　化学分析

　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版109）

　5　写真中の部分分析値

FE賑

T」ト‘“

s」梅 ド 賑 「

前撫 c計眠

w21 41曾e ＿，四 9，②o
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三　備考
　　炉壁に付着した津を分析した。X線CT観察結果では不均質で孔が多い特徴がみられ，

　CT上端値は550であった。化学分析結果では，　TiO2は12．38％，　Vが0．28％で製錬津と判定

　され，電子顕微鏡観察結果でウルボスピネルが認められたので，砂鉄が原料であると判断

　される。ウスタイトが存在することから，やや酸化雰囲気のところで生成されたと考えら

　れる。

資料番号2（S172）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

巴；H出土状況欝一墳石室内

　時　　　期　　6世紀後半　　　　　　　　根　　　拠

登録番号

遺　物　名

所

歴博番号
所蔵者番号

172

　3 法

長径

短径

5．3

45
Cm

cm

磁着度
メタル度

製錬津 量 厚さ

重さ

L8

56．0

cm

9

遺存度

破面数

なし

色　調

茶褐色

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　製錬津の半欠資料で薄手の小さなものである。全面が茶褐色の錆で覆われてい

見　る。木炭痕は各面に見られるものの顕著ではない。緩やかな餅状の質感であ

る。破面の気孔はごく微小である。炉床粘土
分析試料　　　　　一

備　　　考 椀形鍛冶津に似ているが，酸化土砂のためは

　　　　　　　　　　　　〆化学分析　●

」＿⊇－cゴ臨罐舞

図19　勝央工業団地遺跡第H地点出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺13）

　自然科学的調査

l　X線CT写真と解析結果（図版44）

　化学分析2

　放射化分析3

　電子顕微鏡写真（図版109）4
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　　5　写真中の部分分析値

㊧ s1臨

c自』：ぐ

Fe起据

岡gKσ

角1Ho x Ko’ TJト「ぱ 門nkc

4、 日1

㊨

　三　備考
　　　　X線CT観察結果では比較的均質な鉄津でCT上端値は950であった。化学分析の結果，

　　　Tio2が0．69％であった。

資料番号3（S171）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

勝　央　H

　　3 出土状況
調査区
遺　　　構　　No．10号墳石室内

出土状況

時　　　期 6世紀後半　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　171
所蔵者番号　　　2

長径　　6．8cm
短径　　　5．Ocm

厚さ　　　35　cm

重さ　　69．5　9

磁着度1
メタル度なし

遺存度破片

破面数6

色　調

黒褐色

遺　物　名
炉壁

法

量

所　　　見

炉壁に溶解途上の澤が付着した資料である。胎土中にスサを含むが目立つほど

ではなく白色粒子の方が顕著である。比較的砂質の胎土である。内面に1～2㎜

の木炭痕が認められる。

分析試料 長軸端部U3を直線状に切断し，未溶解の粘土部を分析。
備　　　考 製錬炉の炉壁に津が付着したものである。

図20

　　　　　咽　　　　　　　　　　　　　　　　1璽幽
　　　　　イピ・亨：分』‡斤

　　　　　電子顕微鏡
　　　　　放射化分析
　　　　0　　　　　　5cm

勝央工業団地遺跡第n地点出土炉壁サンプリング位置図，写真（縮尺1．3）
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1
2
3
4
5

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版44）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版109）

写真中の部分分析値

㊨ SIKα

創K“

K Kα TエKα

FeK朕

門gKα Caκα

4．

　　　ドエバぽ　　　　　　　　じヨドぽ　ア　ぴ　　　　　　ドロドぽ

三　備考
　　　炉壁に津が付着した資料で未溶解の壁部を分析した。X線CTによると炉壁とそれに付

　　着した津部が観察された。化学分析結果と電子顕微鏡観察結果からも炉壁であると判断さ

　　れる。

表15　勝央工業団地遺跡第H地点化学分析値一覧表（％）

資料番号 SNα TJTe M』？e FeO Fe203 Sio2 A1203 MgO Tio2
勝央Hl 170 28．35 0．41 10．87 27．87 29．43 9．ll 1．14 12．38

勝央n2 172 2454 0．28 17．21 1556 38．03 8．94 0．89 0．69

勝央H3 171 2．69 0．28 0．29 3．12 73．45 14．96 0．52 0．58

資料番号 SNα MnO CaO ⑭
S Cu V P205

勝央Hl 170 0．72 151 1，930 0，012 0，009 0，280 0，280

勝央n2 172 0．82 9．54 0，840 0，083 0，006 0，Ol3 0，250

勝央H3 171 0．05 0．13 1，988 0，021 0，003 0，008 0，078
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表16　勝央工業団地遺跡第1地点放射化分析値一覧表（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg Al Si S Cl K Ca Sc Ti
勝央nl 170 420 15000 ggoo ／ ／ ＜340 7700 7900 42 81000

勝央ロ2 172 2000 11000 30000 ／ ／ ＜380 9200 77000 85 2600

勝央H3 171 lgoo 7600 35000 ／ ／ ＜420 20000 ＜2900 ＜15 22000

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
勝央田 170 1400 380 5500 49％ 58 ＜680 く370 1800 52 1．2

勝央H2 172 52 48 5400 24％ 9．0 ＜450 ＜310　＜130 ＜12 ＜L2

勝央n3 171 1600 280 1200 12％ 25 ＜400 ＜430 ＜160 23 ＜1．1

資料番号 SN仏 Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
勝央H1 170 ＜9．8 1．9 ＜62 ＜1000 ＜1400 ＜6．5 ＜16 ＜9．2 ＜0．84 ＜1600

勝央H2 172 ＜7．1 ＜2．0 63 ＜670 ＜goo ＜7．0 ＜9．5 ＜30 0．88 ＜1100

勝央n3 171 ＜6．1 ＜2．0 120 ＜620 ＜810 ＜6．0 ＜9．5 ＜11 ＜0．79 ＜990

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
勝央n1 170 L60 ／ ＜17 ＜2．9 ＜230 6．1 25 ／ ＜14 1．8

勝央H2 172 0．46 ／ ＜16 ＜L8 ＜160 16 34 ／ ＜11 42

勝央n3 171 ＜027 ／ ＜15 4．4 560 17 41 ／ ＜10 2．7

資料番号 SNα Eu Tb 1）y Yb Lu Ilf Ta W Ir Au
勝央H1 170 ＜0．35 ／ ＜4．6 1．5 0．30 14 65 2．5 ＜0．054 ＜0．014

勝央H2 172 1．4 ／ ＜4．3 2．7 0．44 ＜2．0　＜1．0 82 ＜0．033 ＜0．014

勝央H3 171 ＜0．43 ／ ＜4．6 1．6 0．31 5．3　　L8 ＜2．0 ＜0．041 ＜0．Ol2

資料番号 SNα Hg Th u
勝央ロ1 170 ＜5．7 2．6 2．2

勝央ロ2 172 ＜4．2 3．5 2．2

勝央n3 171 ＜3，8 6．3 1．9
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9）甫崎天神2号墳

遺　跡　名
ホサキテンジン2ゴウフン

甫崎天神2号墳

地図名（5万分の1）

　　岡山北部
所　在　地 岡山県岡山市津寺甫崎

遺跡の内容
足守川西岸の標高42mの天神山に所在し，径20mの円墳で片袖式の横穴式石室を

もつ古墳である。石室内から遺物が出土した。

時　　　期 6世紀末

鉄　　　器 鉄器破片

鉄関連遺物 鍛冶淫

そ　の　他 須恵器，土師器，耳環，管玉

試料番号 Sl93・194
調　査　年 1987年

調　査　者 岡山県古代吉備文化財センター

文　　　献
宇垣匡雅・片山泰輔「甫崎天神遺跡」　（『岡山県埋蔵文化財報告』18，岡山県教

育委員会。1988）。

備　　　考 鉄津は石室の羨道部と前庭部の遺物かきだしの中から出土した。
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資料番号1（S193）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

甫崎天神2号

　　1

　　　　　　調査　区
出土状況　遺　　　構　　石室の羨道部

　　　　　　出土状況

時　　　期 6世紀末　　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
　　　　　　　　　1歴博番号　　193
所蔵者番号　　　32　　　　　　一

法
量

長径　　　5．5cm

短径　　　5．Ocm

厚さ　　　2．Icm

重さ　　66．6　9

磁着度
メタル度

遺存度

破面数遺　物　名
鉄津

所　　　見

平面が楕円形で上面と側面の一・部を除き破面である。

体に均質である。下面の付着物は粘土の壁でなく土砂

の凹凸は小さな木炭痕と考えられる。
一

分析試料 長軸端部1／3を直線状に切断し，津部を分析。

備　　　考
一一1」旦旦

形態的に椀形鍛冶津の中核部破片と思われるがはっき

性も残す。

　0　　　3cm
　」一　　　　　　　　巨三　　電子顕微鏡
　　　　　　　　　　　i－一　　放射化分析

図21甫崎天神2号墳出土鉄淫実測図とサ

　　　ンプリング位置，写真（縮尺1：3）

　　　　　　　　　づ化勃析
　　　　▽魏

玖

滋

騨
　
　
灘

1
2
3
4
5

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版44）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版llO）

写真中の部分分析値

㊧ F己Kぽ

s」k・

Hqk啓 k　ド“

一グ

∩IK団 CaHrピーTJ撫

410 G．一 8．0
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㊨ F巳K“

RIK“ κ kじ．

s1Ko Cakぴ一nκ“

2．o¢ 4．0の 6．oo 8．o②

三　備考

　　X線CT観察結果からは多孔質な鉄津
　で，CT上端値は1350である。電子顕微鏡
　観察結果では細かい繭状のウスタイトと

　ファイアライト，鉄かんらん石がみられる

　こと，Tio2はLO3％，　Vは0．029％から鍛冶津

　と考えられる。

資料番号2（S194）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

甫崎天神2号

　　2

時 期

登録番号

遺　物　名

所 見

分析試料

備 考

出土状況
調査　区
遺　　　構　　前庭部

出土状況

6世紀末　　　　　　　　　根　　　拠

歴博番号　　194
所蔵者番号　　　52

　色　調
表面赤褐色，

地は黒褐色鉄津（含鉄）

法
量

長径　　　65cm
短径　　　4．6cm

厚さ　　　3．1cm

重さ　295．09

磁着度3
メタル度○

遺存度破片

破面数3

不整台形の重量のある鉄津である。表面は赤褐色の付着土砂に覆われ，内面の観

察が難しい。側面はすべて破面で長軸方向に割れが1本入る。特殊金属探知機に

やや反応することから中核部には小さな金属鉄が残留するものと思われる。

長軸端部U3を直線状に切断し，淳部を分析。

やや丸みをもった下面と，自然面とみられる上面から中核部にメタルをもつ椀

形淫の一種と考えられるが，製錬系の鉄塊の可能性も残しておく。

－
〃
ノ
）
．
ー

　
　
パ
ひ
、
子
瓢

く

＜）。5－
　　　　　一

瞳
化学分析

璽
電子顕微鏡
放射化分析

図22　甫崎天神2号墳出土鉄津実測図とサンプ

　　　リング位置，写真（縮尺1：3）

二　自然科学的調査

　1　X線CT写真と解析結果（図版
　　　44）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版110）

　5　写真中の部分分析値

　　備考

　　X線CT観察結果から，多孔質で金
属鉄を含む鉄津と判断され，考古学的
観察と一致した。
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㊦ FeKα

飢Kボ

㊤ FeKぱ

s1輪

一 T

］

表17　甫崎天神2号墳化学分析値一覧表（％）

資料番号 SNo． T』Te Mボe FeO Fe203 Sio2 Al203 MgO Tio2
甫崎天神2号墳1 193 51．95 ＜σ05 51．15 17．43 18．33 456 α82 1．03

甫崎天神2号墳2 194 50．70 2．93 47．17 15．88 18．13 4．33 0．65 0．40

資料番号 SNo． MnO CaO ㎜
S Cu V P205

甫崎天神2号墳1 193 0．16 1．12 0，959 0，020 0，008 0，029 0，240

甫崎天神2号墳2 194 2．02 2．67 0，994 0，067 0，034 0，Ol6 0，504

表18　甫崎天神2号墳放射化分析値一覧表（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg Al Si s α K Ca Sc Ti
甫崎天神2号墳1 193 1500 7800 17000 ／ ／ ＜290 9000 22000 3．5 ＜450

甫崎天神2号墳2 194 1600 6900 15000 ／ ／ 890 8100 16000 4．7 990

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
甫崎天神2号墳1 193 22 21 4200 44％ 7．2 ＜490 ＜230 ＜97 ＜6．0 2．7

甫崎天神2号墳2 194 52 37 8700 44％ 71 ＜530 ＜290 ＜110 ＜12 43

資料番号 SN《L Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
甫崎天神2号墳1 193 ＜6．8 ＜1．0 ＜50 ＜660 ＜970 ＜6．0 ＜9．8 ＜10 ＜0．67 ＜1100

甫崎天神2号墳2 194 ＜7．5 ＜2．0 ＜53 ＜740 ＜1000 ＜6．7 ＜13 ＜26 ＜0．73 ＜1200

資料番号 SNα Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
甫崎天神2号墳1 193 0．46 ／ ＜12 ＜1．8 ＜230 14 40 ／ ＜10 2．2

甫崎天神2号墳2 194 6．30 ／ ＜15 ＜2．1 ＜270 27 32 ／ ＜13 5．4

資料番号 SNo． Eu Tb 1）y Yb 1」u Hf Ta W Ir Au
甫崎天神2号墳1 193 ＜0．45 ／ ＜3．9 1．7 0．37 1．5 ＜1．1 4．1 ＜0．031 0，020

甫崎天神2号墳2 194 1．1 ／ ＜4．6 2．6 0．46 2．6 ＜1．3 7．0 ＜0．035 0，033

資料番号 SNo． Hg Th u
甫崎天神2号墳1 193 ＜4，0 3．7 2．1

甫崎天神2号墳2 194 ＜4．4 2．6 ＜0．71
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10）高坪古墳

遺　跡　名
タカッボコフン 地図名（5万分の1）

　　岡山南部高坪古墳

所　在　地 岡山県岡山市新庄下字高坪

遺跡の内容

本遺跡は足守川東岸の微高地上に形成された弥生時代から古墳時代にかけての大

規模な集落と，6世紀後半に築造された横穴式石室を内部主体とする円墳からな

る。鉄淳は古墳の羨道部から出土した。

時　　　期 石室内から出土した須恵器から6世紀後半～7世紀後半に比定されている。

鉄　　　器 鉄釘，刀子，鉄繊

鉄関連遺物 鍛冶淫

そ　の　他 須恵器，繊，耳環，勾玉，切子玉，管玉，その他

試料番号 Sl63
調　査　年 1981．11．12～1982．L29

調　査　者 平井勝　岡山県教育委員会

文　　　献 平井勝『高坪古墳』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告50．1982

備　　　考
鉄淳を副葬する古墳は美作に多く発見されている。本遺跡は鉄生産にかかわる集

団のものであった可能性が強い。墓道から鉄津が出土したことは注目される。
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資料番号1（S163）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

高坪古墳
　　1 出土状況

調査区
遺　　　構　　横穴式石室入口

出土状況

時　　　期 6世紀後半～7世紀後半　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　163
所蔵者番号　　　　1

長径　　5．9cm
短径　　4．4cm
厚さ　　　2．1cm

重さ　　765　g

磁着度2
メタル度○

遺存度破片

破面数3

色　調

茶褐色

遺　物　名
鍛冶津（含鉄）

法
量

所　　　見

やや厚みをもつ楕円形の津である。側面はすべて破面である。全面に土砂や酸

化物が厚く固着している。上面は緩やかな波状。下面は表面が剥落しており，

地の微細な気孔群が露出している。

分析試料 長軸端部1／3を直線状に切断し，土砂を取り除き津部を分析。

備　　　考

裏面にみられる気孔の露出は，鍛冶炉底の付着粘土が剥落した場合に比較的よ

くみられる外観である。裏面の気孔のあり方から椀形鍛冶澤の端部破片と考え

られるが，断定するには上面の緻密な津部にやや躊躇を覚える。

0　　　　　　　3Cm

「

　　　化学分析

図　　　電子顕微鏡　　　放射化分析
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1

2

3

4

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版44）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真 図版HO）

図23　高坪古墳出土鉄津実測図とサンプリ

　　　ング位置，写真（縮尺2：3）

5　写真中の部分分析値

㊦ Fe脹
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三　備考
　　X線CT観察結果からは全体に均質な密度の高い津で，　CT上端値は1600である。　TiO2

　が0。33％，Vが0．007％と堂山や龍王塚に近い数値を示す。電子顕微鏡にはウスタイトと鉄か

　んらん石が検出されているが，ウスタイトは繭状で徐冷されたことを示しており，鍛冶津

　の特徴を示している。放射化分析の結果からは，砂鉄系の鍛冶津との意見が出されてい

　る。
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表19　高坪古墳化学分析値（％）

資料番号 SNo． T．Fe M．Fe FeO Fe203 Sio2 A1203 MgO Tio2
高坪古墳1 163 48．57 ＜0。05 42．83 21．84 20．70 4．94 0．96 0．33

資料番号 SNo． MnO CaO ⑭
S Cu V P205

高坪古墳1 163 L24 0，530 0530 0，Ol2 0，Ol2 0，Ol1 0．18

表20　高坪古墳放射化分析値（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg　Al
Si S CI K Ca Sc　　Ti

高坪古墳1 163 4600 7000 14000 ／ ／ ＜260 5500 11000 4．0 1100

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
高坪古墳1 163 30 40 740 60％ 21 く620 ＜190 ＜120 19 4．9

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd h Sn
高坪古墳1 163 ＜8．4 ＜2．8 ＜64 ＜860 ＜1200 ＜7．6 ＜12 ＜38 ＜0．55 ＜1400

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
高坪古墳1 163 0．94 ／ ＜10 ＜2．3 ＜190 ll 19 ／ ＜12 1．7

資料番号 SNo． Eu Tb 1）y Yb Lu Hf Ta W Ir Au
高坪古墳1 163 ＜0．56 ／ ＜3．5 0．89 0．23 2．1 ＜1．4 ＜2．7 ＜0．038 ＜0．Ol6

資料番号 SNo． Hg Th u
高坪古墳1 163 ＜4．7 2．4 ＜0．57
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11）横田遺跡

遺　跡　名
ヨコタイセキ 地図名（5万分の1）

　　　新見横田遺跡

所　在　地 岡山県阿哲郡哲西町大字矢田横田

遺跡の内容

弥生時代から奈良時代にかけての複合遺跡で，古墳や住居跡をはじめ多くの遺構

が検出され，3区において7世紀代の鍛冶集落が確認された。住居跡を中心とし

て，すべての調査区から鉄津が出土している。

時　　　期 出土した土師器と須恵器から6世紀末～7世紀中葉に比定されている。

鉄　　　器 鉄斧，鉄錺i，工具片，手鎌，小鉄器

鉄関連遺物 鍛冶津

そ　の　他 土師器，須恵器

試料番号 Sl59－162
調　査　年 1976．5．22～10．29

調　査　者 岡田博他　岡山県教育委員会

文　　　献
岡田博他「横田遺跡」　（『中国縦貫自動車道建設に伴う発掘調査』13．岡山県埋

蔵文化財発掘調査報告（23））。1978

備　　　考
確実な鍛冶遺構や羽口などは見つかっていないが，7号住居跡から多量の鉄器と

鉄津が出土している。備中北部の鉄生産の一端を考える上で注目される。
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資料番号1（S159・160）
　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

登録番号

遺

物名騰蕪）

言周査区

血麟
■

所

根

9・160 長径
1 法 短径

一
量 厚さ

重さ

　　拠

　6．4

　5．2

　3．7

107．0

鍛冶集落

4　cm 磁着度3 色

2　cn1 メタル度◎ 表面は

7　cm 遺存度破片 の錆，

0　9 破面数5 黒色

　　　調
表面は赤褐色

の錆，内面は

　　半月形を呈する製錬津である。全体に錆が強くみられ中心部には黒錆，表面は

　　赤錆に覆われ，全面に亀甲状のヒビ割れが走る。部分的に黒褐色の酸化液のに
見　　じみがみられることから小さなメタルの存在を推定できる。メタル部分の誘化

　　は破面からみるかぎり著しい。下面はヒビ割れがやや少なく，津分が高いこと

　　が予想される。上・下面にはlcm大の木炭痕が比較的密にみられる。

分析試料
長軸端部1／3を直線状に切断し，淳部をIA（S】59），メタル部をIB（S160）として

分析。

備

いわゆる椀形鍛冶津とは判断しにくい外見をもち，表面に凹凸が目立つ。出土

考した遺跡は鍛冶集落と考えられているが
　　く。メタルが遺存する。

一応，含鉄の製錬津と推定してお

　　　　　　　　　　　一

0　　　　　　5cm
くD

　　　Sl59

づ　　　化学分析　　　電子顕微鏡
　　　放射化分析

畷　　S160　　　電子顕微鏡
　　　放射化分析

Sl59 Sl60

図24　横田遺跡出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺1：3）

1

2

3

4

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版45）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版llO）
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5　写真中の部分分析値

⇔
F巨Kc：

nKα

自1K念

SLKぴ

1 ■
4． 、 ．

⑭ ⇔ FeKぽ

．
紐 ・

‘ ‘
o

⇔ FeKα

CIRぴ

SIK△

5

三備考
　　この資料は考古学的な検討によって部分

　的にメタルが存在すると思われたので，淳

　部をA（Sl59），メタル部をB（Sl60）として分

　析しようとしたが，メタルをサンプリング

　できなかったのでBは欠番である。津部に
　は電子顕微鏡からウルボスピネルとウスタ

　イト，鉄かんらん石が確認されること，
　Tio2が5．07％，　Vが025％であることから砂

　鉄系の製錬津と判定された。
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資料番号2（S161・162）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

所 見

一一一⊥些旦ぱ浬
　　　　　　　　　　　　根　　　　拠　鍛冶集落

歴†轄号161・162長径　66・m］磁着度・
所蔵者番号　　　　　法短径　　　49　cm　メタル度

鍛冶津　　　　　　　厚さ　　23cm遺存度破片
　　　　　　　　⊥一⊥重杢一一840　g　破面数5

不定形で扁平な津である。側面は直線状の破面5つから構成されている。上

面・下面いずれも不明瞭な椀形鍛冶津の特徴をもつ。上面は赤褐色の酸化物に

覆われ，下面は比較的錆が少なく，端部に7㎜］大の木炭をかむ。本資料の中核部

にはごく少量のメタルの存在を推定できるがメタル部分と淳部分の混在が予想

されるため，分析の時には注意

分析試料
長軸端部1／3を直線状に切断し，

分析する。

備　　　考 L明らかな椀形潅の特色がみられ

4 色　調

なし 表面は赤褐色の

破片 錆．ド面は灰色

5

長軸端部1／3を直線状に切断し，倖部を2A（sl61），メタル部を2B（sl62）として

明らかな椀形潅の特色がみられないが，鍛冶淳と推定しておく。

　　　　　　　“s16・

　　　　　　　化学分析
　　　　　　　電子顕微鏡

L　聯分析
゜L→一機纏

Sl61

㎏■6Sl臼

図25　横田遺跡出土鉄津サンプリング位置図，写真（縮尺13）

1

2
3
4
5

自然科学的調査　　　　　　　㊧

X線CT写真と解析結果（図版
45）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版llO）

写真中の部分分析値
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㊨ FeKα

s1Kα

HgK“ K Kぴ

角1Kα CaKα一刊K眠

，
4、 o

．
8．

三　備考
　　　1と同じく津部とメタル部を分析する予

　定であったが，メタルはサンプリングでき

　なかった。津部はX線CT観察により比較
　的均質で上端値は1400である。TiO2は
　0．62％，Vは0．022％，電子顕微鏡観察結果に

　　よればウルボスピネル，ウスタイト，鉄か

　んらん石が認められることから鍛冶津と判

　定された。

表21横田遺跡化学分析値一覧表（％）

資料番号 SNo． T』Te MJTe FeO Fe203 Sio2 AhO3 MgO Tio2
横田1A 159 48．29 1．35 2856 35．37 15．40 4．58 0．63 5．07

横田2A 161 50．76 1．40 43．73 21．98 15．63 3．29 1．61 3．62

資料番号 SNo． MnO CaO ⑭
S Cu V P205

横田IA 159 0．62 1．22 0，660 0，075 0，009 0，250 0，210

横田2A 161 0．36 1．59 0，713 0，117 0，004 0，220 0，116

表22　横田遺跡放射化分析値一覧表（ppm）

資料番号 SNo． Na　Mg Al Si S Cl K Ca Sc Ti
横田IA 159 580＜9000 12000 ／ ／ 1goo 6900 ＜2600 17 25000

横田2A 161 630　13000 8100 ／ ／ 4300 2600 6100 26 12000

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
横田1A 159 1800 470 3800 47％ 22 ＜570 ＜360 ＜160 25 4．6

横田2A 161 3900 2400 1600 57％ 21 ＜650 ＜500 ＜210 14 31

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
横田1A 159 ＜14 18 67 ＜830 2200 ＜8．1 ＜12 ＜19 ＜0．81 ＜1400

横田2A 161 ＜9．7 10 ＜61 ＜960 ＜1300 ＜8．7 ＜15 ＜20 ＜0．87 ＜1600

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
横田1A 159 ＜0．33 ／ ＜13 ＜2．3 ＜210 29 110 ／ ＜13 5．1

横田2A 161 1．1 ／ ＜14 ＜2．7 ＜230 7．7 24 ／ ＜14 2．1

資料番号 SNo． Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta W Ir Au
横田1A 159 ＜0．70 ／ ＜45 3．8 1．0 62 7．5 ＜1．2 ＜0．054 ＜0．016

横田2A 161 ＜0．64 ／ ＜5．0 1．6 0．31 7．9 ＜1．4 15 ＜0．090 ＜0．Ol8

資料番号 SNo． Hg Th u
横田1A 159 ＜55 18 7．6

横田2A 161 ＜5．6 2．7 ＊1．2
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12）丹摩古墳

遺　跡　名
タンマコフン 地図名（5万分の1）

　　　周匝丹摩古墳

所　在　地 岡山県英田郡美作町巨勢字畑沖小字丹摩

遺跡の内容 本古墳は陶棺をもつ横穴式石室で，墳丘に伴う周溝の底部から鉄津が出土した。

時　　　期 出土した須恵器から，7世紀中頃に比定されている。

鉄　　　器

鉄関連遺物 製錬淫

そ　の　他 須恵器

試料番号 Sl64－166
調　査　年 1988．10．17～11．14

調　査　者 河本清美作町教育委員会

文　　　献 河本清「丹摩古墳」　（『岡山県埋蔵文化財報告』19．1989）。

備　　　考

∂
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資料番号1（S164）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

丹 摩 調査区
1 出土状況
　　　　⊥塑犬況

遺　　　構　　周溝内底面

時　　　期 6世紀後半～7世紀後半　　根　　　　拠

登録番号
歴博番号　　　164
所蔵者番号　　　　1

磁着度
メタル度

遺存度

破面数
遺　物　名

一

製錬津

法
量

長径　　6．O　cm

短径　　4．7　cm

厚さ　　3．l　cm

重さ　93．0　9

表面に1～2㎜大の粘土粒を密にかみこみ，ヒ面中央部。『一
斤百「

なし

琶調
黒褐色

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ面中央部には津が重複して盛り上が

見　った形状を呈す。上面と下面にみられる木炭痕はいずれもlcm以下である。大き

　　く2つの破面が認められ，気孔が散在している。

分析試料　　長軸端部2／5を切断し，津部を分析。

備
　　椀形津と紛らわしい特殊な津だが，本古墳から出土した他の3点が製錬倖であ

考ることから推定して，本資料も製錬津の可能性が強い。粘りの強い津で炉床洋

　　の端部の可能性がある。

　ヒ　へ　　ぺ

以ノ心つ

㌧へ、

いご・

「
コ

翁
さ

￥
迂
・
で

仁

Σ》。一一

隠】化学分析

瞳1露騰

図26　丹摩古墳出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺13）

1

2

3

4

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版45）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真 （図版111）
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5　写真中の部分分析値

㊧ Fekぴ ㊥ FeKα

TIKD、

s1Kぴ

Mgkα Ca杖ぴ

RIKα 刊nKα 臼1x匡 TiKぴ 門nKD：

1
w　　． 1 ．o 8．

㊨ s1Kぱ

CaKα

臼1K“ FeKα
K Kα

τ1K匡

1 4． o o

三　備考

　　X線CT観察結果から不均質な鉄津であ

　ることがわかり，CT上端値が1150であ
　る。TiO2が12．71％，電子顕微鏡には鉄かん

　らん石とウルボスピネルが見られる。T．Fe

　が39．09％に対してM．Feは0．15％，　FeOは

　43．45％，Fe203は7．39％の割合である。以上

　から砂鉄系の製錬津と考えられた。

資料番号2（S165）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

丹　　　摩

　　2 出土状況
調査区
遺　　　構　　周溝内底面

出土状況

時　　　期 7世紀中葉　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　165
所蔵者番号　　　2

長径　　5．2cm
短径　　4．3cm
厚さ　　　3．1cm

重さ　　95．O　g

磁着度1
メタル度なし

遺存度破片

破面数4

　色　調
上面のみ黒褐

色。他の面は

赤褐色遺　物　名
製錬津

法
量

所　　　見

台形の平面をもち厚みのある緻密な津で，側面に2つ，下面に2つの大きな破

面がある。上・下面とも風化が進み破面の露出する面には結晶組織の光沢が外

見的に観察できる。組織は比較的大きく，序冷されたものと推定される。上面

と破面中央部に製錬炉の炉壁粘土のかみこみが認められる。

分析試料 長軸端部1／2を直線状に切断し，津部を分析。

備　　　考
炉床の端部で生成された製錬津である。側面の円弧状のカーブからみて，楕円

形の炉床が推定できる。
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1
2
3
4

圏化学酬

　　　　電子顕微鏡

幽　　　　放射化分析
0　　　　　　　　　　　　　　5cm

　　図27　丹摩古墳出土鉄淫サンプリング位置図，写真（縮尺2：3）

自然科学的調査

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版llD

写真中の部分分析値

⇔ Tエkc

Feト’α

刊nKo

1 21¢ 41 o ．②

⑭ FEKc ⇔ hKo、

Tユkc

FeK☆

AIKo、 岡∩kc

1
． c o 4．

‘
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⇔ 丁1Kα ⇔ TよK駅

FeKα Fekぱ

〔
HnK立 HnK。：

∨　　， 1 4、 o

三　備考
　　TiO2が15．99％，　Vが0．203％である。　Feの割合，ガラス質成分とも1とさほどかわらな

　い。電子顕微鏡にはウルボスピネルとイルメナイトが見られる。以上の結果から砂鉄系製

　錬津と考えられた。

資料番号3（S166）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

丹　　　摩

　　3 出土状況
調査区
遺　　　構

出土状況

時　　　期 7世紀中頃　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　166
所蔵者番号　　　4

長径　　8．2cm
短径　　6．9cm
厚さ　　3．3　cm

重さ　106．0　9

磁着度1
メタル度なし

遺存度破片

破面数4

色　調

紫褐色

遺　物　名
炉壁

法
量

所　　　見

炉壁の一部に鉄津が付着したものである。胎土には3cm弱のスサが多量に混入さ

れている。炉壁溶解部は黒色ガラス質で白色の石粒を含んでいる。内壁はガラ

ス状に溶解している。

分析試料 長軸肩部1／4を直線状に切断し，スサの入った未溶解の粘土部を分析。
備　　　考 製錬炉の炉壁である。
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咽化学分析

匿璽・射化分析

0　　　　　　5Cln

図28　丹摩古墳出土炉壁サンプリング位置図，写真（縮尺13，断面は2　3）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版45）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版lll）

　5　写真中の部分分析値

　　備考
　　炉壁に鉄津が付着した資料でX線CT
スペクトルでもわずかな鉄津が炉壁に付

着した状況をみてとれる。津の部分はX

線CTスペクトルの上端値から製錬淳と

考えられる。Tio2は0．71％，　T．Feは

3．71％でかなり低く明らかに粘土の値を

示している。分析値の組成が1や2とは

異なっているところから，1や2の津を

生成した炉の壁体ではない可能性もあ

る。Al203は13．98％で高く，耐火度は高

かったと予想される。

　　門ロ陥　　　　　　　R　W戯
　　　の　　　　　　　　　じヨドぽ　アユびぴ　　　　　　　きびぽ
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表23　丹摩古墳化学分析値一覧表（％）

資料番号 SNo． T．Fe M．Fe FeO Fe203　Sio2 Al203 MgO Tio2
丹摩古墳1 164 39．09 0．15 43．45 7．39　　22．27 4．75 1．10 12．71

丹摩古墳2 165 28．09 1．12 22．49 1357 27．69 5．20 0．92 15．99

丹摩古墳3 166 3．71 028 0．36 4．50 7L54 13．98 α70 0．71

資料番号 SNo． MnO CaO ⑭
S Cu V P205

丹摩古墳1 164 0．99 3．03 1，098 0，022 0，006 0，224 0，229

丹摩古墳2 165 1．15 6．04 1，718 0，Ol8 0，007 0，203 0，263

丹摩古墳3 166 0．13 0．39 2，178 0，007 0，002 0，007 0，062

表24　丹摩古墳放射化分析値一覧表（ppm）

資料番号 SN（L Na Mg A1 Si S C1 K Ca Sc Ti
丹摩古墳1 164 1500 6500 15000 ／ ／ ＜420 7500 13000 39 63000

丹摩古墳2 165 2000 5700 16000 ／ ／ ＜430　11000 24000 42 80000

丹摩古墳3 166 5300 12000 53000 ／ ／ ＜300 17000 3500 ＜11 4000

資料番号 SNα V Cr Mn Fe Co M Cu Zn Ga As
丹摩古墳1 164 1600 360 5800 37％ 7．8 ＜620 ＜400 ＜250 24 2．1

丹摩古墳2 165 2200 590 5500 32％ 13 く610 ＜470 ＜260 18　　＊2．0

丹摩古墳3 166 58 32 630 0％ 8．4 ＜320 ＜330 ＜130 24　　　35

資料番号 SN仏 Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
丹摩古墳1 164 ＜8．9 1．4 ＜54 ＜950 ＜1300 ＜8．0 ＜15 ＜12 ＜0．92 ＜1500

丹摩古墳2 165 ＜9．0 ＜2．0 ＜53 ＜950 ＜1800 ＜8．2 ＜15 ＜28 ＜0．94 ＜1500

丹摩古墳3 166 ＜5．2 ＜2．0 96 ＜500 ＜650 ＜4．8 ＜75 ＜8．4 ＜0．59 ＜840

資料番号 SNα Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
丹摩古墳1 164 ＜0．39 ／ ＜18 ＜2．6 ＜210 14 31 ／ ＜13 2．2

丹摩古墳2 165 ＜0．39 ／ ＜19 ＜2．7 510 11 44 ／ ＜14 25

丹摩古墳3 166 1．2 ／ ＜11 6．2 560 19 37 ／ ＜12 3．7

資料番号 SN《L Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta W Ir Au
丹摩古墳1 164 1．0 ／ ＜4．9 1．6 0．23 8．8 2．7 6．1 ＜0．052 ＜0．025

丹摩古墳2 165 ＜085 ／ ＜5．0 2．1 0．44 9．0 6．1 3．0 ＜0．057 ＜0018

丹摩古墳3 166 ＜0．40 ／ ＜3．6 2．4 0．57 9．0 ＜1．1 4．1 ＜0．029 0，019

資料番号 SN仏 Hg T｝1 u
丹摩古墳1 164 ＜5，2 6．2 1．3

丹摩古墳2 165 ＜5．5 3．7 2．4

丹摩古墳3 166 ＜3．4 8．1 2．6
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13）二子14号墳

遺　跡　名
フタゴ14ゴウフン 地図名（5万分の1）

　　岡山南部二子14号墳

所　在　地 岡山県倉敷市二子

遺跡の内容

足守川下流に西岸にあたる丘陵上に位置する古墳で，標高81mの丘陵上に位置す

るため上東遺跡などが点在する広い平野を見下ろすことができる。二段築成の方

墳で横穴式石室を内部主体とする。遺物は主に石室内から出土した。鉄津は羨道

部の埋土から3点出土した。

時　　　期
石室内から出土した土師器から7世紀中葉に比定されているが，鉄淳の時期は確

定できない。

鉄　　　器 鉄釘

鉄関連遺物 鉄淫

そ　の　他 須恵器・土師器

試料番号 Sl67
調　査　年 19865

調　査　者 岡山県教育委員会

文　　　献

井上弘・亀山行雄「二子14号墳の発掘調査」　（『所報吉備』2．1－3．岡山県古代吉備

文化財センター。1987．3）。岡山県古代吉備文化財センター編『山陽自動車道建設

に伴う発掘調査5』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告81，1993

備　　　考 鉄津は閉塞石の根固め石付近から出土した。

瓢
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資料番号1（S167）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

二　　　子

　　1 出土状況
調査区
遺　　　構　　閉塞石の根固め

出土状況

時　　　期 7世紀中葉以前　　　　　　根　　　　拠

登録番号
歴博番号　　167
所蔵者番号　　　　1 法

量

長径　　　6．6cm

短径　　　6．3cm

厚さ　　　4．6cm

重さ　107．09
遺　物　名

製錬津 1

所　　　見

表面が土砂や酸化物に覆われているため地の

下関係を判別できない。側面に大きな破面が

ス質の炉壁溶解物のようにもみえる。

分析試料 短軸端部1／4を直線状に切断し，倖部を分析。
備　　　考 製錬系のガラス質の資料と考えられる。

磁着度3
メタル度なし

遺存度破片

破面数1

酸イ㌫顯

れ茶褐色

0　　　　　　5cm

〆化学・析

籔　　　電子顕微鏡　　　放射化分析

図29　二子14号墳出土鉄津実測図とサンプリング位置，

　　　写真（縮尺1：3）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版45）

　2　化学分析

　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版111）

　5　写真中の部分分析値

　　備考
　　X線CT像から多孔質な鉄津，　CT上
端値は900で製錬津の領域に収まってい
る。TiO2が0．24％，　Vが0．004％，電子顕

微鏡観察結果ではウルボスピネルが検出

されている。

「εド☆

AIRp k 杖已

S鋸☆ Ca撫一丁蝋巴

1
41

》　　，
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表25　二子14号墳化学分析値（％）

資料番号 SNo． T．Fe M．Fe FeO Fe203 Sio2 A1203 MgO Tio2
二子14号墳1 167 33．89 1．68 26．99 16．06 36．60 6．34 1．Ol 0．24

資料番号 SNo． MnO CaO ⑭ S Cu V P205
二子14号墳1 167 0．70 2．08 1，435 0，027 0，003 0，004 0，215

表26　二子14号墳放射化分析値（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg Al Si S C1 K Ca Sc Ti
二子14号墳 167 7800 15000 50000 ／ ／ ＜290 29000 5900 ＜6．5 2100

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
二子14号墳 167 25 ＜10 970 9．2％ 9．2 ＜390 ＜340 ＜120 ＜31 13

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
二子14号墳 167 ＜6．3 ＜2．0 290 ＜570 ＜750 ＜5，9 ＜8．1 ＜10 ＜0．61 ＜1000

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
二子14号墳 167 0．80 ＜12 ／ 9．0 ＜160 23 43 ／ ＜16 6．5

資料番号 SNo． Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta W Ir Au
二子14号墳 167 ＜0．45 ／ ＜3．7 6．9 1．1 7．4 2．2 7．4 ＜0．035 ＜0．Ol2

資料番号 SNo． Hg Th u
二子14号墳 167 ＜4．5 16 4．7
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14）美作国府跡

第59集（1994）

遺　跡　名
ミマサカコクフアトダイ3ジ 地図名（5万分の1）

　　津山東部美作国府跡第3次

所　在　地 岡山県津山市総社

遺跡の内容
集石土墳，溝，建物6，築地跡，井戸5，井戸状ピット5が検出され，築地を構

成する2本の溝から鍛冶関連遺物が出土した。

時　　　期 奈良時代～平安時代初期

鉄　　　器 刀，子釘

鉄関連遺物 鍛冶津，羽口

そ　の　他
土師器，須恵器，瓦，硯，緑粕，灰紬，青白磁，銅製刀子，鼻輪，墨書土器，カ

マド形土器，瓦器，斎串状木簡，斎串，曲物，つるべ桶，馬形土製品

試料番号 S175
調　査　年 1971．4．1～1972．3．31（3次）

調　査　者 伊藤薫　岡山県教育委員会

文　　　献
『中国縦貫自動車道建設に伴う発掘調査』3．岡山県埋蔵文化財発掘調査報告

（6）。岡山県文化財保護協会。1973

備　　　考

疏
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雌
彦
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資料番号1（S175）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

美作国府跡

　　1 出土状況
調査　区
遺　　　構

出土状況

時　　　期 8世紀前一中（奈良時代）　根　　　拠

　登録番号1一　遺　物　名 歴博番号　　175
所蔵者番号　　　　1

鍛冶津

法
量

長径　　　49　cm

短径　　　3．6cm

厚さ　　　2．lcm

重さ　　44．0　9

磁着度4
メタル度なし

遺存度破片
破面数1　　　　　　　［

色

赤褐

　’一・

所　　　見

　　　　一．

楕円形の小さな椀形津である。破面が1面認められる。裏面は5mm前後の木炭

面には気孔が密に存在する。磁着反応を示し中央部には割れが水平に走る。

分析試料 長軸端部1／2を直線状に切断し，中核部の津を分析。
備　　　考 鍛錬鍛冶津か

一一

調

丁
「

に
＼
ゴ
ρ

y
～
人
＼
／
・
、

　

　

、
～
＼
，

ク
，
、
；
　
＼

／
｜

「
一

0　　　　　　　　3cm

σ化学分析

　　電了・顕微鏡

圏　　放射化分析

図30　美作国府跡出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺2：3）
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　自然科学的調査

l　X線CT写真と解析結果（図版45）

　化学分析2

　放射化分析3

　電子顕微鏡写真（図版lll）4

　写真中の部分分析値5

㊧ FeKα

AIKB R R☆

s1択☆ Cak“『丁ユK縣 ”nXα

4．

㊨ FeKα

SIKα

門gKα K Kα

三　備考
　　X線CT観察結果から比較的均質な鉄澤で，　CT上端値は1300である。電子顕微鏡観察

　では繭状のウスタイトがみられる。以上と化学分析結果を総合し，鍛冶津と判断する。

表27　美作国府跡化学分析値（％）

資料番号 SNo． T．Fe M．Fe FeO Fe203 Sio2 Al203 MgO Tio2
美作国府1 175 47．04 1．16 35．07 26．63 21．53 3．57 0．45 2．70

資料番号 SNo． MnO CaO ㎜ S Cu V P205
美作国府1 175 0．22 0．82 0，738 0，025 0，006 0，114 0，919

表28　美作国府跡放射化分析値（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg A1 Si S C1 K Ca Sc Ti
美作国府1 175 1400 3200 13000 ／ ／ 390 3400 3700 5．7 15000

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
美作国府1 175 460 53 1300 48％ 26 ＜540 ＜230 ＜120 20 3．7

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
美作国府1 175 ＜75 1．6 ＜57 ＜750 ＜1100 ＜7．6 ＜11 ＜11 ＜0．49 ＜1200

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
美作国府1 175 ＜0．36 ＜9．5 ／ ＜2．1 ＜180 8．9 ＊13 ／ ＜11 1．5

資料番号 SNo． Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta W Ir Au
美作国府1 175 ＜0．27 ／ ＜2．9 ＜0．61 ＜0、10 3．0 ＜1．1 45 ＜0．035 ＜0．016

資料番号 SNo． Hg Th u
美作国府1 175 ＜4．3 2．2 ＜0．49
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15）高本遺跡

遺　跡　名
コウモトイセキ 地図名（5万分の1）

　　津山東部高本遺跡

所　在　地 岡山県英田郡作東町川北字高本

遺跡の内容

掘立柱建物18以上，炉（鍛冶炉）1，溝6以上，土坑が検出され，鍛冶炉は寺院

もしくは官衙を構成する遺構の一部と考えられていた。現在では製錬炉に判断が

変更されている。

時　　　期 炉の鉄津堆積層中から出土した須恵器から奈良時代に比定されている。

鉄　　　器

鉄関連遺物 製錬淫，炉壁

そ　の　他 土師器，瓦片，須恵器，円面硯片

試料番号 S173，174
調　査　年 19845．4～9．1

調　査　者 岡山県教育委員会

文　　　献 二宮治夫編『高本遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告61．1985

備　　　考

鉄津はトレンチなどからも多く出土しているが，炉跡からもっとも多量に出土し

ているため，製錬炉と判断される。また焼土面も確認されており，製錬炉の下部

構造と推測される。本遺跡は英田郡衙の可能性が指摘されているとともに，奈良

時代以降は鉄の生産地としても有名な地域に位置している。
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資料番号1（S173）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

高　　　本

　　1 出土状況
調査
遺

出土状況

区

構

一
時　　　期 8世紀 根　　　拠

登録番号
歴博番号
所蔵者番号

173

　1 法

長径　　Il．1こm磁着蔑一「一一「一

短径　　　4．9cm　メタル度なし

色

黒褐

遺　物　名
製錬津 量 厚さ　　　L8　cm遺存度破片

重さ　　124．O　gl破面数3
・一

所　　　見

表面が滑らかで，

は酸化した粘±のみで，

性をもつ。破面は緻密で気孔もきわめて少ない。

下面は粘土の圧痕が全面に残る。裏面の付着物は還元

　　鉄津や木炭痕を残さない点からみて炉外流出津

r　　析試料 長軸端部1／4を直線状に切断し，津部を分析。

匿考 裏面の付着物からみて炉外流出津の一種と考えられる。

「
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ゴ
ー

調
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㌶
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」r一圏働・
　　　　　　　　匿iヨ辮辮

　図31　高本遺跡出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺1：3，断面は2：3）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版46）

　2　化学分析

　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版112）

84



一章　調査報告（一．5　中国地方）

5　写真中の部分分析値

T1択α

e α

郎Kα K Kα

Slkα CaKぽ HnKα

．

三　備考

　　X線CT観察結果から比較的均質である
　ことがわかり，CT上限値はll50である。

　電子顕微鏡観察結果からはイルメナイトが

　観察されている。化学分析結果もTiO2は
　27．62％と異常に高い。以上から製錬津と判

　断される。

資料番号2（S174）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

高　　　本

　　2 出土状況
調査区
遺　　　構

出土状況

時　　　期 8世紀　　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　174
所蔵者番号　　　2

磁着度1
メタル度なし

遺存度破片

破面数4

色　調

黒褐色

遺　物　名
炉壁

法
量

長径　　10．8cm
短径　　　5．9cm

厚さ　　　4．8cm

重さ　180．09

所　　　見

炉内側より比較的溶解が進み鉄津のようにみえるが，主体は長軸方向を上下と

する炉壁である。内面の黒褐色のガラス化した一部に鉄酸化物の付着がある。

胎土はスサをまじえたもので，練りはきわめて荒い。

分析試料 長軸中央を直線状に切断し，未溶解の粘土部を分析。
備　　　考 製錬炉の炉壁片である。
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1

2

3

4

5

「

　　　イヒ「’曽う〉秒〒

圏　　　電f一顕微鏡　　　放射化分析

0　　　　　　5cm

図32　高本遺跡出土炉壁サンプリン

　　　グ位置図，写真（縮尺1：3，

　　　断面は2：3）

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版46）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版112）

写真中の部分分析値

㊨ sユド☆

TIKα

角1賑 F己ト．合

村十☆

Hgκ“ c自撫

1
41 5． o 8、

婿

㊧

　
トはらぽ　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　　　　　　　ロドぴ

三　備考
　　X線CT観察結果では3つのピークを有し，そのCT値から炉壁に付着した鉄津である
　ことがわかる。電子顕微鏡観察結果は炉壁部分である。化学分析結果でTiO2が3．91％である

　ことは炉壁に希釈された結果で，鉄津の部分のTiO2は高いものと考えられる。以上から製

　錬淳を付着した炉壁である。
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表29　高本遺跡化学分析値一覧表（％）

資料番号 SN《L TJTe MJ？e FeO Fe203 Sio2 Al203 MgO Tio2
高本1 173 30．30 0．24 33．51 5．74 18．91 4．77 153 27．62

高本2 174 16．34 0．84 5．10 16．35 47．46 16．80 0．71 3．91

資料番号 SNα MnO CaO ㎜
S Cu V P205

高本1 173 1．65 3．15 0，774 0，Ol7 0，009 0，281 0，145

高本2 174 0．30 0．78 0，802 0，018 0，006 0，124 0，212

表30　高本遺跡放射化分析値一覧表（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg Al Si S Cl K Ca Sc Ti
高本1 173 1700 8900 15000 ／ ／ ＜470 6900 15000 69 93000

高本2 174 3200 22000 71000 ／ ／ ＜460 6400 ＜3800 27 5400

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
高本1 173 1500 ⑩ 6500 29％ 4．1 ＜640 ＜420 ＜320 16 ＜0．50

高本2 174 140 86 450 8．3％ 22 ＜420 ＜420 ＜200 38 2．1

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
高本1 173 ＜9、1 ＜1．1 ＜52 ＜1000 ＜1400 ＜7．8 ＜17 ＜12 ＜0。95 ＜1600

高本2 174 ＜6．0 ＜2．2 ＜35 ＜680 ＜goo ＜6．1 ＜ll ＜13 ＜0．74 ＜1100

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
高本1 173 ＜0．38 ＜19 ／ ＜2．9 ＜360 9．4 36 ／ ＜14 2．7

高本2 174 ＜0．32 ＜14 ／ 5．9 ＜250 13 30 ／ ＜10 2．4

資料番号 SNo． Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta W Ir Au
高本1 173 0．50 ／ ＜5．0 2．6 0．57 11 7．6 2．6 ＜0．055 ＜0．Ol9

高本2 174 051 ／ 〈45 1．7 0．29 6．9 ＜1。1 ＜2．3 ＜0．036 ＜0．Ol5

資料番号 SNo． Hg Th IJ

高本1 173 ＜5．8 3．3 25

高本2 174 ＜4．0 7．4 ＊1．8
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16）上熊谷土居遺跡

遺　跡　名
カミクマガヤドイイセキ 地図名（5万分の1）

　　　勝山上熊谷土居遺跡

所　在　地 岡山県新見市上熊谷

遺跡の内容

中世の有力国人，田治部氏の集落遺跡だが，第2次調査で中世後半から戦国期の

建物1，土器溜まり，古代の官道が検出された。官道の下部の奈良時代の堆積土

中から鉄浮が出土した。

時　　　期 奈良時代

鉄　　　器

鉄関連遺物 鍛冶津

そ　の　他 鉛津，土師器，須恵器

試料番号 S195
調　査　年 19895．22～6．12．　　10．17～31．

調　査　者 岡山県古代吉備文化財センター

文　　　献
宇垣匡雅「上熊谷土居遺跡」　（『岡山県埋蔵文化財報告』20。岡山県教育委員

会。1990）。

備　　　考
遺跡の所在する地点の地質は古世層の堆積岩である。数kmはなれた地域では砂鉄

を産出するという。



一’章　調査報告（一，5　中国地方）

資料番号1（S195）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

上熊谷土居

　　1 出土状況

調　査　区　　ト

遺　　　構　　包

出土状況　　中

時　　　期 奈良　　　　　　　　　　根

登録番号
歴博番号　　195
所蔵者番号　　　　1

長径

短径

厚さ

重さ
遺　物　名

鍛冶淳
法
量

見

トレンチ4

包含層の黒色±

中世集落の低位部の堆積土中

　　　　拠
13．1 cm 磁着度2 色

1L6 cm メタル度なし 灰

6．3 cm 遺存度破片
46．4 9 破面数2

　　調

灰黒色

鉄津としては異質な外観をもつ津である。全体に灰褐色で，上下面は内面にも

白色の石粒を多量にまじえる。U字状の断面は浅い椀状で，椀形鍛冶津の一部

とみられる。津表面の風化が激しく爪で削れる部分もある。部分的に5皿n大の鉄

錆様の箇所をもつ。一部には破面がみられるが，そのほかの面は自然面であ

る。上面と下面の1cm大のへこみは木炭痕である。

分析試料　長軸肩部1／3を直線状に切断し，倖部を分析。

　　　　考一応，椀形鍛冶津と考えておく。

亙ミi］篇㌫電撒・

0　　　　　　　　　　　　　10cm

図33　上熊谷上居遺跡出土鉄淳サンプリング位置図，写真（縮尺1：3〈断面をのぞく〉）

89



国立歴史民俗博物館研究報告　第59集（1994）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版

　　　46）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版112）

　5　写真中の部分分析値

　　備考
　　通常の鉄津とは異なる外観の津で，C

T上端値はll50で，多孔質である。　Tio2

は0．18，Vは0．007％で低い値を示す。電

子顕微鏡観察結果では，繭状のウスタイ

トと鉄かんらん石が観察される。表面に

付着している白色の石粒は，CaOが
10．16％と高いことから炭酸カルシウム

と考えられる。

㊦ FeKα

・

角1xぱ K Kぽ

s1Hα CaKα｝TユKc〈

㊤ F已Kα

Slkぴ

”9択縣 K 阿α

用Kα C日k賦一丁1Kぴ

表31上熊谷土居遺跡化学分析値（％）

資料番号 SNo． T．Fe Mボe FeO Fe203 Sio2 A1203 MgO Tio2
上熊谷土居1 195 29．82 005 25．10 1467 38．86 5．07 α94 018

資料番号 SNo． MnO CaO K20　　　S Cu V P205
上熊谷土居1 195 0．28 10．16 0。780　　0．008 0，023 0，007 0，285

表32　上熊谷土居遺跡放射化分析値（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg Al Si S CI K Ca Sc Ti
上熊谷土居1 195 1300 8500 25000 ／ ／ ＜210 6100 61000 5．8 lgoo

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
上熊谷土居1 195 56 91 1600 26％ 17 ＜380 ＜240 150 ＜12 12

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
上熊谷土居1 195 ＜6．0 ＜1．7 ＜38 ＜560 ＜750 ＜5．4 ＜8．0 ＜21 1．2 ＜goo

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
上熊谷土居1 195 0．38 ＜8．3 ／ 2．6 ＜140 12 26 ／ ＜9，9 2．6

資料番号 SNo． Eu Tb 1）y Yb Lu Hf Ta W Ir Au
上熊谷土居1 195 1．0 ／ ＜2．9 1．9 α37 ＜1．4 ＜0．91 64 ＜0．029 ＜0．010

資料番号 SNo． Hg Th u
上熊谷土居1 195 ＜3．4 3．1 15
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17）荒神風呂遺跡

遺　跡　名
コウジンプロイセキ

荒神風呂遺跡

地図名（5万分の1）

　　　勝山

所　在　地 岡山県真庭郡落合町西河内字荒神風呂

遺跡の内容 弥生，古代，中世の遺構が確認され，溝状遺構から鉄津と羽口が出土した。

時　　　期 鉄津に伴出した陶器から，中世（鎌倉時代前半頃）に比定されている。

鉄　　　器

鉄関連遺物 鍛冶津，羽口

そ　の　他 亀山焼勝間田焼

試料番号 S176
調　査　年 1988．105～3．15（第一次）1988．4．11～7．29

調　査　者 光永真一・平井泰男他　岡山県古代吉備文化財センター

文　　　献
平井泰男編『荒神風呂遺跡・荒神風呂古墳一県営落合工業団地造成工事に伴う発

掘調査一』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告76．1990

備　　　考
溝状遺構は弥生時代の水利施設と考えられるものだが，鉄津は溝状遺構の上層か

ら出±しているため，この遣構に伴うものではない。他に生産関連の遺構は検出

されていない。
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資料番号1（S176）

　一　考古学的調査

　　　1　資料観察表

巨

」
∈録番号

已物名

所

神風呂「一

　　　　　出土状
　1

　　期　9世紀初

見

　　　　　

歴博番号
所蔵者番号

鍛冶津

4区東溜り南半下層

包含層（谷地形）

　　　　　根 拠

　6．8cm磁着度2
4．8cm　メタル度なし

　2．4cm　1遺存度破片

11LO　g］破面数3一

丁
」

色言一

赤褐色

陪雪

　　　　　　　　　1
側面のすべてが破面となる鍛冶淫である、，lcm以上の厚みをもち，推定径は10c

後となる。上面は緩やかな波状で赤褐色の酸化土砂が付着し，若干木質化

木炭痕を残す。下面には鍛冶炉の灰白色の炉床土が全面に付着している。百

の気孔はごく少なく，h下方向に結晶層が延びる。

長軸肩部1／3を直線状に切断し，津部を分析。

ヒ下面の特徴から，炉底に付着した椀形鍛冶津と判断される。

竃
」
一

ぎ

二）」一㎝譲識

図34　荒神風呂遺跡出土鉄津実測図とサン

　　　プリング位置，写真（縮尺1：3〈断

　　　面をのぞく〉）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版46）

　2　化学分析

　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版ll2）
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5　写真中の部分分析値

㊧ F芭拷㏄

A三Rα κ　kα

s三kぽ一c自x縣一丁ユ択一，，

6．
｝　　「

㊨ Fe臨

Sユ隔

HoRα 択 陥
A］Kα c自ト1α一丁ユ賑

41
》　　‘

三　備考
　　X線CT観察結果からこの資料は多孔質で，　CT上限値は1350である。電子顕微鏡観
　察結果では繭状のウスタイトが多数観察され，鍛冶津である。化学分析結果からも鍛冶

　i宰であると考えられる。

表33　荒神風呂遺跡化学分析値（％）

資料番号 SNo． T．Fe M．Fe FeO Fe203 Sio2 Al203 MgO Tio2
荒神風呂1 176 51．97 0．07 49．76 18．90 18．75 5．44 0．69 L44

資料番号 SNo． MnO CaO ⑭
S Cu V P205

荒神風呂1 176 0．15 0．75 0，780 0，030 0，007 0，077 0，200

表34　荒神風呂遺跡放射化分析値（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg A1 Si S CI K Ca Sc Ti
荒神風呂1 176 1200 4600 15000 ／ ／ ＜130 6400 2800 2．5 2700

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
荒神風呂1 176 170 72 410 61％ 51 ＜640 ＜210 ＜110 19 3．3

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
荒神風呂1 176 ＜8．6 ＜1．1 ＜67 ＜850 ＜1300 ＜7．7 ＜13 ＜12 ＜0．39 ＜1400

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
荒神風呂1 176 ＜0．42 ＜7．7 ／ ＜2．3 ＜300 7．2 ＊15 ／ ＜12 1．2

資料番号 SNo． Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta W Ir Au
荒神風呂1 176 ＜0．29 ／ ＜2．5 ＜0．69 0．20 3．1 ＜1．3 4．8 0，040 ＜0．Ol8

資料番号 SNo． Hg Th u
荒神風呂1 176 ＜4．8 2．2 ＜0．63
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18）平遺跡

遺　跡　名
舛ラ仕キ 地図名（5万分の1）

　　津山東部平遺跡

所　在　地 岡山県勝田郡勝央町平

遺跡の内容
礎石建物1，掘立柱建物8，柵列1，溝，井戸，鍛冶炉7，墳墓，井戸状遺構，

池状遺構が検出された郡衙跡である。

時　　　期
出土した須恵器から，奈良時代末～平安時代初に比定されている。ただし，鍛冶

炉は平安時代初めに限定されている。

鉄　　　器 刀，刀子，釘

鉄関連遺物 鍛冶津

そ　の　他 須恵器，瓦，灰粕・緑紬陶器，硯

試料番号 S16．17
調　査　年 1972．4．1～1973．3．31

調　査　者 井上弘岡山県教育委員会

文　　　献
井上弘「平遺跡」　（『中国縦貫自動車道建設に伴う発掘調査5』岡山県埋蔵文化

財発掘調査報告書（8）岡山県文化財保護協会1975）

備　　　考

出土遺物の特徴から中央官庁との結び付きを思わせる郡衙の可能性があり，勝田

郡衙の一部と考えられている。鍛冶炉はその中でも最も新しい時期につくられた

ものである。

襟
慧灘第

ン・∪、％

⑦慕撒
　　　・Ii§lA

蝋
z・㌃、’寒

階愁

膨．i

灘耀
　　　　　・敵別

　　　　　6、○　・ひ゜・，

鑛紺
　　　　　　　　　　築催

　　　
，
嬬

撰

霧

霧

彩　　　　　．鯉

　酬徽

田井轟
・・’ ㌘三緒・’・

躯｛旦

　　　とア　つノぞコ

編．刃”㌻裂璽．
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資料番号1（S16）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

「1
出土状況

期　平安甲期

区MW
区

構

況

査

撲

調

遺

出

寺日 根 拠

登録番号
歴博番号　　　16
所蔵者番号 法

1長径　・8cn／短径　　　4．7　cm

磁着度1　「
メタル度なし

色

黒褐

遺　物 名
鉄津 量 厚さ　　　3．4　cm

重さ　101．0　9

遺存度破片‘破面数3

　

　

　

　

　

「

見
平面形は三角形状を呈し，

した津が冷却した際に礫が付着したものであろう。内面の気孔は細かい

裏面は椀状をなす鉄津である。礫が付着するプ

分析試料 長軸端部1／2を直線状に切断し，津部を分析。
備 考 裏面の椀形を呈する形状は椀形鍛冶津の可能性もあろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化学分析1
　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電子顕微鏡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　放射化分析
　　　　　　　0　　　　　　5cm
　　　　　　　」i己iiヨiiiiiiii］　　　　　　　　　　　　　　イヒ学う）・析2

　　　　　図35　平遺跡出土鉄津サンプリング位置図，写真（縮尺1：3）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版46）　　4　電子顕微鏡写真（図版112）

　2　化学分析　　　　　　　　　　　　　　5　写真中の部分分析値

　3　放射化分析

調

㊨ Feド“
㊧ F巴R“

SIKα

丁1ト1α

用Kw

門gK“ K ト㍍ 門ロKα K K〔く

sユκ“ Cヨ択α 角ユK餌 e己Kα　TIK、、

2．旬 4．o 6． 8．00 2．o 4．00　　　　　6．0 θ．oo
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三　備考
　　X線CT観察結果では，多孔質であり，　CT上端値は1200である。化学分析結果から
　TiO2は22．21％，　Vが0．041％であり，鍛冶潅である可能性が高い。電子顕微鏡観察結果で

　は，ウルボスピネルと鉄かんらん石が検出された。

資料番号2（S17）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

平

（
∠

頁月一

］；誌
土
寸
日

登録番号

遺　物　名

所 見

分析試料
備 考

調査区
1遺　　構　WINI区

⌒一一．
平安中期

歴博番号
所蔵者番号

鉄倖

　　　　　　根　　　拠

　17　長径　7．4，元

一

」法短径　　 7．lcm
　　　　厚さ　　4．6cm
　　　　重さ　　2160　g

　　　なし
遺存度破片

破面数2

磁着度4
メタル度

色　調

褐色

本来は握りこぶし大の鉄淳であったとみられる。約2／3程度残っている。表面は

褐色，破面は黒色を呈する。破面には気孔が多い。

長軸端部4／5を直線状に切断し，淳部を分析。

気孔は椀形鍛冶津によく見られる量である。

簗『

6．s

一

0　　　　　5cm

　　化学分析1・2

〆　　電子顕微鏡　　放射化分析

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版
　　　46）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版ll2）

　5　写真中の部分分析値

図36　平遺跡出土鉄津サンプリ

　　　ング位置図，写真（縮尺

　　1：3）

㊧ F巳K以

．

白IKぱ K K※

SIKα C己Kぱ一TIK縣

1 2．00 4．oo 6．0 oo
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一一章　調査報告（一．5　中国地プカ

㊥ FeK吹
’

SIK眠

K Kα

1
nlx“ CaK以一TIKα

〃

｜ 2．0 4．¢o o oo

㊨ SIK以

三　備考
　　X線CT観察結果では，多孔質であり，　CT上端値は1250である。化学分析結果から，

　Tio2は1．61％，　vはo．076％で，砂鉄原料系の鍛冶淳である。電子顕微鏡観察結果では，ウ

　スタイトと鉄かんらん石が観察された。

資料番号3（T12）

　一一　考古学的調査

　　　1資料観察表

「；
出土状況

調査　区
遺　　　構　　W

出土状況

時　　　期 平安中期　　　　　　　　根

登録番号
歴博番号　　Tl2
所蔵者番号　　　　1

長さ

幅

厚さ

重さ
遺　物　名

不明鉄器

法
量

嶋見
表面はセピア色を呈し誘化して

本来の器形は不明である。X線

析試料 化学分析，放射化分析，電子顕

［匿二考

WINI区

拠

5，l　cm

4．O　cm

L3　cm

7．8　9

磁着度
メタル度

遺存度破片
破面数

色　調

黒褐色

表面はセピア色を呈し誘化している。鉄器の一部が剥離した破片と考えられ，

本来の器形は不明である。X線透過写真の所見では鋳造品となっている。

繕麟薩

　　　0　　　　　　　　　　　　　5cm

図37　平遺跡出土鉄器実測図（縮尺2：3），サンプリング後写真
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1

2

3

4

5

自然科学的調査

X線透過写真（図版4）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版113）

写真中の部分分析値

⑧ 雲K．，　一

国rlド．．

1

1 と．oo 4．〔30 ∈． oo 呂．o自

⑧

nnレ㌧、

1 2． ピ 4，口o 后． 口〔3 臼．自〔〕

◎ FeKぱ

S＿Kc〈

門nK“

1 o 4． o 6． o 8．0②

三　備考
　　放射化分析によればヒ素とアンチモンが同じくらい含まれる鉄であることがわかる。電

　子顕微鏡像の扁平状の介在物（分析部分A）は硫化マンガン（マンガンサルファイド）と

　思われる。他の介在物からチタンを含む物質がまったく検出されなかったことから，鉄鉱

　石製錬による鉄器の可能性が高い。しかしこれに対して鉄津中には砂鉄由来の鉱物が確認

　できた。これらのことから平遺跡の鉄器は同地点以外のところでつくられ，搬入されたも

　のであるといえよう。
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中国地方〉5
一章　調査報告（一

表35　平遺跡鉄関連遺物化学分析値一覧表（％）

資料番号 SNo． TJTe M．Fe FeO Fe203 Sio2 A1203 MgO MnO CaO
平IA 16A ＊39．7 ＊0．02 ＊40．12 ＊12．14 27．37 8．47 0．65 0．18 0．88

平lB 16B ＊031 ＊0．14 ＊0．09 ＊0．14 0．47 0．52 0．83 0．07 2．16

平2 17 ＊55．15 ＊0．36 ＊55。23 ＊16．96 16．70 3．70 0．64 0．16 L22

資料番号 SNo． ⑭ Na20 P S Cu Ti V P205
平IA 16A 0，705 0，222 ／ ／ ＊0．005 ＊1。10 ＊0．041 0，341

平IB 16B 0，021 0，020 0，009 0，008 ＊0．003 ＊0．070 ＊0．003 ／

平2 17 0572 0，118 ／ ／ ＊0．005 ＊0．60 ＊0．076 0，141

表36　平遺跡鉄器化学分析値一覧表（％）

資料番号 TNo． C Si Mn P S Ti Ca Al
平3 12 0．1 0．02 0．53 0，046 0，047 0，001 0，002 0，001

資料番号 TNo． Mg Cu Zn V Mo As Sb Fe
平3 12 0，001 0，166 0，001 0，001 0，001 0，001 ／ 97．99

表37　平遺跡放射化分析値一覧表（ppm）

資料番号 S・TNo． Na Mg A1 Si S Cl K Ca Sc Ti
平1 16 lgoo 17000 46000 ／ ／ M） 8600 4800 10 8500

平2 17 1300 6100 21000 ／ ／ ND 5400 6600 6．4 5800

平3 Tl2 ／ ND 78 ND ND ／ ／ ND ／ 6．4

資料番号 S・TNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
平1 16 210 70 1000 37％ 30 ／ ND ND 17 3．0

平2 17 590 130 1300 47％ 17 ／ ND ND 14 5．6

平3 Tl2 53 ND 4500 loo％ ND ／ 1600 ND ／ 360

資料番号 S・TNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
平1 16 ／ ND ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

平2 17 ／ 2．9 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

平3 Tl2 ／ ／ ／ ／ ／ ND ／ ／ ／ ／

資料番号 S・TNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
平1 16 ／ ／ ／ ／ ／ 65 120 ／ ／ 6．5

平2 17 ／ ／ ／ ／ ／ 10 26 ／ ／ 1．5

平3 Tl2 490 ／ ／ ／ ／ ND ／ ／ ／ ／

資料番号 S・TNo． Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta W Ir Au
平1 16 ／ ／ ／ 2．7 0．42 12 ／ 5．6 ／ ／

平2 17 ／ ／ ／ 1．3 0．30 14 ／ 陀 ／ ／

平3 Tl2 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

資料番号 S・TNo． Hg Th u
平1 16 ／ 35 ND
平2 17 ／ ll 0．95

平3 T12 ／ ／ ／
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（Ti／Fe）

　　　1

10－1

10－2

10－3

10－4

10－5

10－6

1

■2

3

10－6 10－5 10－4 10－3 10－2 10－1　　1
　　　　（V／Fe）

図38　平遺跡・鉄関連遺物V／Fe－Ti／Fe相関図
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一章　調査報告（一．5　中国地方）

19）西坂古墳

遺　跡　名
ニシザカコフン 地図名（5万分の1）

　　岡山南部西坂古墳

所　在　地 岡山県

遺跡の内容
楕円形の墳丘で，片袖の横穴式石室をもつ。石室内は平安～鎌倉時代に再利用さ

れており，礫が数次にわたって敷かれていた。

時　　　期

古墳自体は石室の構造や墓道から出土した遺物から，7世紀初頭の築造と考えら

れているが，平安時代以降の再利用時に鉄津が紛れ込んだ可能性もあり，13世糸

末から14世紀に比定する考えもある。鉄津は周溝底と石室内から出土した。

鉄　　　器 鉄釘

鉄関連遺物 製錬津

そ　の　他 須恵器

試料番号 S177－179
調　査　年

調　査　者 岡山県古代吉備文化財センター

文　　　献

中野雅美・亀山行雄「西坂古墳」　（『岡山県埋蔵文化財報告』17．岡山県教育委員

会．1987．3）。岡山県古代吉備文化財センター編『山陽自動車道建設に伴う発掘調

査5』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告81．1993。

備　　　考

石室内第1次床面から出土した鉄淳は紛れ込みと考えられている。大澤正己に

よってSl79と同じ周溝から出土した鉄津が分析されている。それによると砂鉄製

錬により生成した鉄津の一部と判定されている。
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び6蛭
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資料番号1（S177・178）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

西　　　坂

　　1 出土状況
調査区
遺　　　構　　石室内（第1次床）

出土状況

時　　　期 7世紀か13末～14世紀？　　根　　　　拠

登録番号
歴博番号　177・178

所蔵者番号　　　1

長径　　16．6cm

短径　　13．1cm

厚さ　　　8．7cm

重さ　899．09

磁着度3
メタル度なし

遺存度破片

破面数4

色　調

赤褐色

遺　物　名
製錬津

法
量

所　　　見

大型の資料で7割方が鉄津である。破面には長さ5cm以上，径2cmほどもある大型

の木炭痕がみえる。炉壁部分は，長いスサを多量にまじえ，内壁部は鉄津と反

応して完全に溶解している。鉄澤の破面は緻密で津中央に酸化土砂の厚い付着

がみられる。

分析試料
長軸の両端をそれぞれ直線状に切断し，津部の1A（S177）と炉壁部の1B（S178）の

2ケ所を分析する。

備　　　考
側面全面に，炉壁から炉床にかけての炉壁を残す製錬炉の炉床津で，炉床基部

の羽口直下で，酸化気味の空間で生成されたものと推定される。

可

　　　　　　　　　　　　　　　10cm

〆Sl77砦議鏡E麹Sl78欝曇纂鏡
　　　　放射化分析　　　　　　放射化分析
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一章　調査報告（　　5　中国地方）

　　　　　図39　西坂古墳出±鉄倖サンプリング位置図，写真（縮尺1：3）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版47）

　2　化学分析

　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版ll3）

　5　写真中の部分分析値

⑭ F巳K“

SIKα

Hq α K K“

角1Kα CaKα一TIKα

⇔ F芭Kα

刑Kα K Kぱ

ト

SIKα CaK朕一丁1Kα

1
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⇔ FeKα
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三　備考
　　考古学的には炉壁から炉床にかけての炉壁を残す炉床津で，炉床基部の羽口直下で生成

　されたと考えられている資料である。

　　A（Sl77）は津部，　B（S178）は炉壁部として分析したがサンプリング時にエラーがあった模

　様で，いずれも倖部の分析結果が報告されている。TiO2は0．18，0．30％，　Vは0，006，0．004％

　でいずれも低く，電子顕微鏡観察結果では，鉄かんらん石と繭状ウスタイトが検出されて

　いるので一般的には鍛冶津である。しかし鉄津の肉眼観察では製錬津と判定されている点

　や，古墳は総社市に近いところにあることから総社の製鉄遺跡の鉄津との関連も考慮する

　必要があろう。したがってウスタイトをもつ製錬津の可能性を含めて検討が必要な資料で

　ある。
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章　調査報告（　　5　中国地ノの

資料番号2（S179）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

西　　　坂

　2
出土状況

調査　区
遺　　　構

出土状況

時　　　期 7世紀初頭

登録番号
歴博番号　　　179
所蔵者番号　　　　2 法

周溝内下層

　　　　　　製錬津
遺　物　名

　　　根

　長径
　短径
量厚さ
　重さ

　拠
　6．8　cn1

　4．O　cm

　5．5　cm

l67．O　g

磁着度1
メタル度なし

遺存度破片

破面数4

　　色　調

表面は茶褐色，

破面は黒褐色

所

　　大きな破面に覆われた製錬津である。下面が丸みをもち上面が波状の自然面を

見　　もつ。水平方向に1cm以上の大型の気孔が2ケ所残る。表面は茶褐色の酸化物に

　　薄く覆われ，破面には小気孔も多少認められる。

分析試料　長軸端部1／3を直線状に切断し，津部を分析。

　　外見上，炉内津とも流出淳とも判別が難しい製錬津で，炉内の流動津の集積部

考の可能性が強い。津の形状や質感からみて，古墳時代に属する鉄津としては一

　　般的でなく，どちらかといえば古代から中世にかけての鉄津の雰囲気である。

「

図40　西坂古墳出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺13）

1

2

3

4

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版47）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真 図版ll4）
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5　写真中の部分分析値

F巴Koぐ

slkα

C∂K“

HgK“
　　角1κ“ κ K“　　　TIK賦 岡nKα

，已μ

4，

三　備考
　　考古学的には製錬淫だが，炉内津とも流出津とも区別が難しい資料である。形状や質感

　から古墳時代ではなく古代から中世にかけての鉄津と共通する特徴をもつ。X線CT上端
　値が1300，密度の高い鉄津である。Tio2はo．29％，　vはo．oo4％でやはり低い。鉄かんらん石

　が検出されている。CaOが10．7％でかなり高い。

表38　西坂古墳化学分析値一覧表（％）

資料番号 SN仏 T．Fe M．Fe FeO Fe203 Sio2 A1203 MgO Tio2
西坂古墳IA 177 54．74 0．05 60．22 ll．27 18．31 3．40 0．80 0．18

西坂古墳IB 178 19．89 0．02 20．81 5．28 56．32 9．27 0．66 0．30

西坂古墳2 179 33．43 0．29 33．28 10．40 34．13 4．82 0．99 0．29

資料番号 SNo． MnO CaO ⑭ S Cu V P205
西坂古墳1A 177 0．70 1．77 0，889 0，020 0，003 0，006 0，156

西坂古墳1B 178 0．30 1．47 2，121 0，019 0，002 0，004 0，097

西坂古墳2 179 1．03 10．07 1，060 0，058 0，054 0，004 0，280
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．一章　調査報告（一。5　中国地方）

表39　西坂古墳放射化分析値一覧表（ppm）

資料番号 SNα Na Mg Al Si S Cl K Ca Sc Ti
西坂古墳1A 177 1300 ＜5800 17000 ／ ／ ＜220 9600 13000 3．8 810

西坂古墳IB 178 2400 7300 19000 ／ ／ ＜250 8100 20000 ＜7．0 ＜470

西坂古墳2 179 2500 14000 18000 ／ ／ ＜320 7700 61000 ＜6．5 970

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
西坂古墳IA 177 16 ＜13 3900 55％ 21 ＜590 ＜230 ＜llO ＜7．7 ll

西坂古墳IB 178 19 22 3900 50％ 16 ＜510 ＜220 ＜loo ＜9．4 7．6

西坂古墳2 179 12 22 6100 35％ ll ＜460 600 350 ＜9．9 2．2

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
西坂古墳IA 177 ＜8．1 ＜1．1 86 ＜830 ＜1200 ＜7．9 ＜12 ＜12 ＜0．66 ＜1300

西坂古墳IB 178 ＜7．0 ＜1．9 ＜52 ＜700 ＜980 ＜5．4 ＜10 ＜26 ＜0。58 ＜lloo

西坂古墳2 179 ＜6．5 ＜1．8 ＜45 ＜650 ＜870 ＜5．1 ＜9．0 ＜30 ＜0．57 ＜1000

資料番号 SNα Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
西坂古墳IA 177 2．3 ＜13 ／ ＊3．2 ＜190 ll 35 ／ ＜12 2．1

西坂古墳1B 178 1．1 ＜12 ／ 3．1 ＜160 14 46 ／ ＜10 2．4

西坂古墳2 179 ＜0．89 ＜15 ／ ＜1．7 ＜160 23 47 ／ ＜11 3．9

資料番号 SN仏 Eu Tb 1）y Yb Lu Hf Ta W Ir Au
西坂古墳IA 177 ＜0．28 ／ ＜3．6 1．5 0．39 ＜1．6 ＜1．3 4．0 ＜0．037 0，071

西坂古墳IB 178 ＜0．47 ／ ＜3。5 2．1 052 ＜1．7 ＜1．3 4．1 ＜0．032 ＜0．022

西坂古墳2 179 1．4 ／ ＜3．7 2．2 0．39 ＜1．6 ＜1．3 14 ＜0．029 ＜0．OlO

資料番号 SNo． Hg Th u
西坂古墳1A 177 ＜4．9 3．6 2．0

西坂古墳1B 178 ＜4．2 3．8 2．2

西坂古墳2 179 ＜3．9 3．3 輻5
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20）三月田遺跡

第59集（1994）

遺　跡　名
サンガテイセキ 地図名（5万分の1）

　　　佐用三月田遺跡

所　在　地 岡山県英田郡東粟倉村後山字三月田

遺跡の内容 製鉄炉1，鉄津層，溝2，炉1が検出された製鉄遺跡である。

時　　　期 溝出土の天目茶碗や備前焼摺鉢から，16世紀代に比定されている。

鉄　　　器

鉄関連遺物 製錬淳，炉壁

そ　の　他 炭，焼土，天目茶碗，備前焼

試料番号 S75
調　査　年 1988．8．16～17

調　査　者 宇垣匡雅他東粟倉村教育委員会

文　　　献 宇垣匡雅・平井泰男「三月田遺跡」　（『岡山県埋蔵文化財報告』19．1989）。

備　　　考
炉は幅105cm，長さ2m，深さ21cmの長方形箱形炉である。2回の操業が確認され

ている。防湿施設や覆屋はなかったと考えられている。
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資料番号1（S75）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

三　月

　　1

⇒　　出土状況 調　査
遺

出土状況

区

構 溝1

時 期 戦国末 根　　　拠

登録番号
　　　・一
歴博番号
所蔵者番号　　　　　一

75

法

長径　　　73cm

短径　　　45cm

磁着度4
メタル度なし

色　調

灰黒色

遺　物 名
製錬津 量 厚さ　　　L4　cm

重さ　14LO　9

遺存度破片

破面数3

所 見
台形を呈し破面を3つ持つ製錬津である。上面に幅lcm前後の流出単位がみら

る。下面には粘土粒子が付着している、、気孔は認められない。

一

分析試料　一一一 短軸端部3／4を直線状に切断し，津部を分析。

備 考 製錬系の炉内流動津である。
一一一・一一一

0　　　　　　5cm

　　化学分析ユ

〆　　電子顕微鏡
⊆蟹化学分析・

「一「放射化分析

L＿」

　　　図41　三月田遺跡出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺1：3）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版47）

　2　化学分析

　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版ll4）
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5　写真中の部分分析値

⇔ F臼賑

月］Kα K 居c〃

一 91Hα C面輪一TIKN

2．o⑦ 4．oo 6，0② 9，00

㊧ Feκα ㊨ F日K尉

sユK伴

丁1Kα

旬Kα K Kα ”gKα H K“

sコKぽ CaKα 角1x“ Caκw一丁」κ稼

≠4、② ．oo

三　備考
　　CT上端値1200で，比較的均質で密度の高い鉄澤である。　TiO2は3．44％，　Vは0．30％。電

　子顕微鏡にはウルボスピネルと鉄かんらん石が観察できるところから砂鉄系の製錬津で，

　外観から炉内流出津と考えられる。

資料番号2（S76）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

三　月　田

　　2 出土状況
調査区
遺　　構　溝1
出土状況

時　　　期 戦国末　　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　　76
所蔵者番号

長径　　　7．8cm

短径　　　4．6cm

厚さ　　　3．2cm

重さ　　168．09

磁着度1
メタル度なし

遺存度破片
破面数3

色　調

青灰色

遺　物　名
製錬津

法
量

所　　　見
楕円形を呈し側面に3つの破面をもつ製錬津である。上下面全体に粘土粒が付

着し，中核部にはやや錆の浮いたところがみられる。

分析試料 長軸端部2／3を直線状に切断し，淳部を分析。

備　　　考 一見，椀形津のようにみえるが製錬津で，断面U字状（幅7cm以上）の流出溝に

溜った流出溝淳である。
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きゾへ心

　　　　」

0　　　　　　5cm
　　イピ’丁：分‡斤1・2

圏　　　電r顕微鏡　　　方文身寸イヒうナ布斤

1
2
3
4
コ
5

図42　三月田遺跡出±鉄津サンプリング位置図，写真（縮尺13）

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版47）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版ll4）

写真中の部分分析値

左1 Fρトlr・ 后：： 臼ユKや・

一 一 F己隔

sユKα
1

「

1

岡9Kα K ト、o 1句H☆ K ト1乏、 hト／」

Aぴぴ CnK1－「T1←〆 ⊆ユ賑一 c己ム

■幽∠． 1

L．oo 4．0⑦ 厨 9，陥 4．∩o 呂．自o ．o⑦

三　備考
　　CT上端値が1200，比較的均質な密度の高い鉄津である。　Tio2は2．oo％，　vはo．18％。ウ

　ルボスピネルと鉄かんらん石が観察できるところから砂鉄系の製錬淳で，外観から炉外流

　出津と考えられる。
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資料番号3（S80）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

三　月　田

　　3

寺日 期

登録番号

遺　物　名

所 見

備

ト
‘
1

分析試料
考

出土状況 1溝

区

構

況

　
　
状

一

査　
　
土

調

遺

出

戦国末

歴博番号
所蔵者番号

鍛冶津

木良一
拠
　　．一一

　80

－一一

　！長径

法・短径

9．4　cm

8．O　cm

磁着度
メタル度

量・厚さ

　｜重さ

　3．4　cm

252．5　g

遺存度

破面数

　　調

茶褐色

一

やや扁平な椀形で平面は楕円形を呈する鍛冶津である。上下，側面とも小さな

破面があるが原形をとどめている。上面は比較的平で一部に黒錆の部分があ

る。下面は気孔や滴卜’状を呈し，一部に鍛冶炉の炉体粘土を付着している。

長軸端部2／3を切断し，津部を分析．、

ψ
万
ロ
欲

0　　　　　5cm “誓㌶鏡

E溺化学分析・

口放射化分析

図43　三月田遺跡出土鉄濯サンプリング位置図，写真（縮尺1二3）
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二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版47）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版ll4）

　5　写真中の部分分析値

㊧ FeK“

AIKα K　Kα

⊥
SIKα CaK“－TIKα

1 己．② 4．oo 6．o 8．0②

㊥二＝＝二＝ピ＝＝
　　　　　　　　　　　　　ll

角tKα K Kα

…

s1K朕 CaKα一TIK俣

1 ．② 4．OO 0　　　　　　8、0

SIKぷ㊨

月1Hoく K＿Kc【

C己Kc〈－TIK収 FeK朕

‘

｜ 4．oo 6．o ．oo

三　備考
　　X線CT上端値が1400，多孔質の鉄津で炉壁の粘土を付着している。　Tio2は2．67％で
　低く，Vは0」2％。電子顕微鏡ではウスタイトが観察できる。以上の結果からは鍛冶津
　である。

資料番号4（S79）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

三　月　田

　4
出土状況

調　査区
遺　　　構　　鉄津だまり

出土状況

時　　　期 戦国末　　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　　79
所蔵者番号

磁着度8
メタル度●

遺存度破片

破面数2

色　調

黒褐色

遺　物　名
鉄塊系遺物

法
量

長径　　　4．7cm

短径　　　3．4cm

厚さ　　　3．4cm

重さ　125．79

所　　　見
三角形状を呈する鉄塊系遺物である。外面には赤錆や酸化土砂の付着が見ら

れ，磁着度がきわめて高い。

分析試料 長軸端部2／3を切断し，メタル部を分析。
備　　　考
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戸

0　　　　　　　　3cm

　　　化学分析］

σ　　　電∫顕微鏡　　　放射fヒ分‡斤

匿Sピ；・分析・

図44三月田遺跡出上鉄塊系遺物サンプリング位置図，写

　　　真（縮尺2：3）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版

　　　47）

　2　化学分析

　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版ll4）

　5　写真中の部分分析値

　　備考

　　磁着度がきわめて高いことから遺存が

・

イ
1

・
ー
ー
↑
i
°
ー

…
［
「
！
ー

　
　
　
一

　　　
一

一一『一一一一li

‥11

臼
“
日
‥

川
n

こ㌣一Tm （
～

予想される金属鉄の分析を目的とした資

料である。CTL端値は2100以上でメタ
ルを含むことを示し，金属鉄のピークが

みられる。T．Feは69．04％でかなり純度は

高い。Sio2は855％，　Al203は2．36％で含

有率が高く外面に付着した砂の成分が分

析値にでてしまっている。電子顕微鏡に

は鉄錆が観察されている。よってこの資

料は金属鉄が錆びた鉄を含む鉄津であ
る。

㊧
一↓　一

‥
口
B
日

［
コ

…
　1｝、　i　川
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資料番号5（S77・78）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

　　　5 出土状況 1溝

区

構

況

査

撲

調

遺

出

土
寸
日 期　戦国末

登録番号
‡竃言一ラ可

　遺　物　名

所

炉壁

分
析
試
料
，

1
長
て

［備一　考

　　　　　根　　　拠

青灰色

　　長方形を呈する炉壁の破片である。胎土は長さ2cm前後の多量のスサと5㎜以下

　　の黄白色の石粒を混入する。一部に酸化色が残るが，大半は還元された青灰色
見
　　を呈する。胎土の練りは粗く，各所に亀裂が入り，内面にまで達している，、な

　　お内面全面には多量の砂鉄が焼結している。

　　長軸の1／3を切断し，未溶解の粘十部を5A（S77），焼結した砂鉄を5B（S78）とし

　　て分析。

一一

0　　　　　　　　　　　　　］Ocm

　　　S77
・“麓㌫・rコ課・析・

・麟：、分析・璽撫

　　　　　　　　　　　放射化分析

図45　三月田遺跡出土炉壁サンプリング位置図，写真（縮尺1：3）
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1

（

∠
3
4
5

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版
48）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版114・ll5）

写真中の部分分析値

⇔ s1Kα

　　　蹴。　κKさ，，べ，、、α　F。，“

⇔＿・… ⑧ F廓α

角1輪
・

一．　．．・．．一一
丁」κ∩

一
Cヨ賑

ぱ一・一一・一 角川α k Kα
HgK“

】
s1輪 CaXα

1 4， 1 2．o 4 6．00

三　備考
　　炉壁破片で，未溶解の粘土部をA（S77），壁に焼きついている砂鉄をB（S78）として分析し

　た。X線CTスペクトルには二つのピークが認められ，未溶解の粘土部と津の存在をあら

　わしている。SiO2とAl203の値からもAは炉壁であることがわかる。津部はTiO2はL86％，

　Vは0．067％，T．Feは11．6％から製錬1宰と考えられる。　Bの電子顕微鏡結果から砂鉄である。

表40　三月田遺跡化学分析値一覧表（％）

資料番号 SNo． T．Fe M．Fe FeO Fe203 Sio2 Al203 MgO Tio2
三月田1 75 ＊49．88 ＊0．Ol ＊56．56 ＊8．46 24．06 4．66 050 3．44

三月田2 76 ＊35．16 ＊0．04 ＊39．22 ＊6．63 35．86 8．93 1．06 2．00

三月田3 80 ＊42，12 ＊0．06 ＊3157 ＊25．05 24．17 6．29 0．88 2．67

三月田4 79 ＊69．04 ＊0．85 ＊49．08 ＊42，95 855 2．36 0．14 0．25

三月田5A 77 ＊11．6 ＊0．06 ＊5．302 ＊10．61 54．05 12．53 0．73 1．86

資料番号 SNo． MnO CaO 蜘 P S Cu Ti V
三月田1 75 0．31 130 1，020 0，083 0，020 ＊0．003 ＊2．28 ＊0．3

三月田2 76 0．36 2．29 1，840 0，076 0，025 ＊0．009 ＊1，13 ＊0．18

三月田3 80 0．26 1．33 1，210 0，080 0，056 ＊0．005 ＊1．28 ＊0．12

三月田4 79 0．03 034 0，400 0，073 0，018 ＊0．01 ＊0．061 ＊0．009

三月田5A 77 0．15 0．45 2，170 0，038 0，012 ＊0．002 ＊0。88 ＊0，067
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表41　三月田遺跡放射化分析値一覧表（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg Al Si S Cl K Ca Sc Ti
三月田1 75 1300 ＜9700 22000 ／ ／ ＜160 7000 10000 11 19000

三月田2 76 3600 ＜29000 45000 ／ ／ ＜170 12000 19000 15 8900

三月田3 80 3900 ＜26000 40000 ／ ／ 1600 11000 11000 14 11000

三月田4 79 84 ＜710 1200 ／ ／ 3500 220 ＜400 0．34 91

三月田5A 77 3800 ＜42000 71000 ／ ／ ＜170 22000 ＜4300 10 6800

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
三月田1 75 3200 430 2600 55％ 7．7 ＜1000 ＜480 ＜170 24 ＜1．4

三月田2 76 lgoo 160 2700 38％ 5．3 ＜1000 ＜660 ＜180 32 ＜2．1

三月田3 80 1goo 220 2100 35％ 39 ＜950 ＜670 ＜170 27 65

三月田4 79 41 19 31 85％ 170 ＜1200 140 ＜130 20 37

三月田5A 77 690 llO 1000 14％ 13 ＜760 ＜690 320 29 13

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
三月田1 75 ／ ＜2．4 ／ ／ 2100 ＜14 ＜17 ＜34 ＜0．16 ／

三月田2 76 ／ ＜3．5 ／ ／ 2900 ＜14 ＜16 ＜45 ＜0．17 ／

三月田3 80 ／ ＜3．5 ／ ／ 2000 ＜13 ＜15 ＜44 ＜0．16 ／

三月田4 79 ／ 2．3 ／ ／ ＜1700 ＜10 ＜18 ＜10 α090 ／

三月田5A 77 ／ ＜3．7 ／ ／ ＜1200 ＜10 ＜13 ＜36 ＜0．12 ／

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
三月田1 75 ＜0．46 ／ ＜16 ／ ＜230 110 230 ／ ＜52 0．78

三月田2 76 ＜0．46 ／ ＜14 ／ 410 58 130 ／ ＜17 7．0

三月田3 80 0．81 ／ ＜15 ／ 330 73 160 ／ ＜50 7．3

三月田4 79 2．20 ／ ＜3．0 ／ ＜57 0．93 ＜7．7 ／ ＜14 0，091

三月田5A 77 0．68 ／ ＜9．2 ／ 570 61 130 ／ ＜14 5．4

資料番号 SNo． Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta W Ir Au
三月田1 75 ＜1．4 ／ 4．9 42 0．87 45 ／ 3．2 ／ く0．Ol7

三月田2 76 ＜1．3 ／ 6．4 7．1 1．5 82 ／ ＜2．9 ／ ＜0．Ol7

三月田3 80 ＜1．1 ／ 5．4 47 1．0 46 ／ ＜2．9 ／ ＜0．Ol6

三月田4 79 ＜0．38 ／ ＜0．22 ＜0．61 ＜0．12 ＜1．6 ／ 18 ／ ＜0．Ol8

三月田5A 77 ＜1．1 ／ 3．7 3．0 0．64 32 ／ ＜3．0 ／ ＜0．Ol8

資料番号 SNo． Hg Th u
三月田1 75 ／ 49 7．4

三月田2 76 ／ 50 ll

三月田3 80 ／ 37 6．2

三月田4 79 ／ ＜1．1 ＜0．42

三月田5A 77 ／ 27 4．5
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図46　三月田遺跡・鉄関連遺物V／Fe－Ti／Fe相関図
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21）総社市

1　沖田奥製鉄遺跡

遺　跡　名
オキタオクセイテッイセキ 地図名（5万分のD

　　高梁・玉島沖田奥製鉄遺跡

所　在　地 岡山県総社市久代字沖田奥

遺跡の内容
沖田奥尾根の斜面に立地する古墳群と製鉄遺跡からなり，5つの作業場に伴う製

鉄炉10，横口木炭窯6が調査された。

時　　　期
古墳との前後関係などから，7世紀代を中心に6～8世紀にわたると考えられて
いる。

鉄　　　器

鉄関連遺物 鉄鉱石，製鏑宰，炉壁

そ　の　他

試料番号 Sl80481，301
調　査　年 1986．2．3～1987．8．31

調　査　者 総社市教育委員会

文　　　献
村上幸雄「沖田奥製鉄遺跡」　（『水島機械金属工業団地協同組合西団地内遺跡

群』総社市埋蔵文化財発掘調査報告9．1991）。

備　　　考

本工業団地内の製鉄遺跡は大澤正己の分析によれば，磁鉄鉱を原料とした製鉄で

あった。磁鉄鉱は操業能率を高めるためチップ状に砕いた処理をおこなっていた

ことが確認されている。また鉄塊系遺物には極低炭素鋼から白鋳鉄まで存在す

る。しかし板井砂奥11号墳の供献鉄淳は砂鉄製錬津であるところから，時期や生

産集団の面からの検討が必要である。木炭は箱形炉に適したものである。炉材粘

土は高アルミの耐火性に優れたものである。

熈馨撫量凝糊二藤：．．載鰹離響藩講璽i弐、，㌃癒⊇⊥］儘　　たヱ　ユロ　　　　　　　　　　　ココ

繰■1・1‘・・’ 1〕
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資料番号1（S301）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

沖　田

　　1

時

奥

出土状況

期　　7世紀

登録番号

遺　物　名

所

分析試料

調査区
遺　　構
出土状況

歴博番号　　301
所蔵者番号　　　6

鉄鉱石（磁鉄鉱〉

去
量

8号炉

　根
長径

短径

厚さ

重さ

見 ている。三角形の基部は大き

どみられず緻密な鉱石である。

度違うものが混在する。

試料
長軸端部1／2を直線状に切断し

供す。

考 総社市から提供された鉄鉱石

3．8

2．8

2．4

39．9

三角柱状の角ばった鉱石塊である。表面の節理面は，ほぼ平坦で滑面であり，

破面はやや不規則でザラザラしている。節理面には赤褐色の酸化物がはりつい

ている。三角形の基部は大きく割れた破面である。結晶粒子は肉眼的にほとん

どみられず緻密な鉱石である。ただし節理面には8㎜間隔でごく狭く，方向も90

備

長軸端部U2を直線状に切断し，鉱石部を化学分析，電子顕微鏡，放射化分析に

総社市から提供された鉄鉱石は表面が赤っぼくなっているのが特徴である

写真7　沖田奥遺跡出土鉄鉱石（縮尺2：3）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版48）

　2　化学分析

　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版ll5）

　5　写真中の部分分析値

　　備考
　　鉄鉱石である。化学分析からT．Feが66．3％

で，高純度の磁鉄鉱である。磁性がある。CaO

が1．16％であることが特徴である。CT上端値

が1650で，CT観察結果からこの資料は均質と

考えられる。電子顕微鏡分析の結果，不純物の

多い部分にはSi，　Caなどが検出されている。
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㊧
　
・
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　　　　　　　山
Rlkc〈－S－Kc、－K トlcべ

　」

）一撫　Hnk壌 CuKぴ

一｜ ② 1 ．oo 4．0 ．oo 8．oo

資料番号2（S180）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

沖　田　奥

　　2 出土状況
調査区
遺　　　構　　2号製鉄炉

出土状況

．

「
時
　
　
　
期
‘

6世紀～8世紀　　　　　　根　　　拠

1登録番号
歴博番号　　180
所蔵者番号　　　　1

長径　　　6．Ocm

短径　　　4．Ocm

厚さ　　　3．Ocm

重さ　　41．5　9

磁着度
メタル度

遺存度

破面数

［遺物名 製錬津

法
量

所　　　見

・一一

不定形の凹凸が激しい鉄津である。表面は十砂や赤褐
る。

分析試料
一

長軸端部1／2を直線状に切断し，淳部を分析。

1 備　　　考
外見的には炉壁のようにみられるが，鉄津である。鉱

れる質感をもつ。

「　色調
，表面は赤褐色，

1破面は黒褐色

　　　　　」

図化学・析

隈　　　　電子顕微鏡　　　　放射化分析

　0　　　　　　　　　　　　5cm

図47　沖田奥遺跡出ヒ鉄津サン

　　　プリング位置図，写真

　　　（縮尺2：3）
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二　自然科学的調査

　1　X線CT写真と解析結果（図版

　　　48）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版ll5）

　5　写真中の部分分析値

三　備考
　　X線CT，化学分析と放射化分析，電
　子顕微鏡の結果から，炉壁と判断され
　る。当初は淫部を分析に供するつもりで

　あったが，サンプリングの過程で炉壁部

　が分析されたと思われる。

資料番号3（S181）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

　　　ユト　ぴ　　　　　　　ロ　にて　ユト　ぷ　　　　　　　を　ゆ

沖　田　奥　‘

　　3

⌒鵡環土坑1　　　　　但≡状況

時　　　期 6　世糸己～8世糸己　　　　　　　　　　　　↓艮

登録番号
歴博番号　　　181　　長径
所蔵者番号　　　　2法短径

遺　物　名
製錬津　　　　　　　量厚さ
　　　　　　　　　重さ　　　　　　　　　一

所　　　見
破面や底面は酸化物に汚染されてい

リメン状のシワがみられる。

分析試料 長軸端部1／2を直線状に切断し，津剖
　一備　　　考 5㎜前後の径をもつ流動津が4単位糸

　拠

4．4　cm

2．9　cm

2．4　cm

25．5　g

磁着度3
メタル度な

遺存度破
破面数3

「「㌶⊥

図化学蜥

　　電了・顕微鏡

圏　　放射化分析
0　　　　　　　3cm

図48　沖田奥遺跡出±鉄淳実測図とサン

　　　プリング位置，写真（縮尺2：3）
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二　自然科学的調査

　1　X線CT写真と解析結果（図版48）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版115）

　5　写真中の部分分析値

㊧ FeKα

旬Kα K　Kα

㊥ TIK眠 FeXα

伶1Kα K Kα

SIK蚕 CaK獣 Hnk“

4、 o

㊨ F自Kα

刑K“ K K餌

S1κα C邑κ償一丁1K“ HnKN

三　備考
　　X線CT観察結果によると，比較的均質で流出津の特徴を示し，　CT上端値も1150で製
　錬淫の可能性がある。しかし分析値はTiO2が0．26％，　Vが0．006％，　T．Fe，　SiO2が27．30％で炉

　壁の特徴も示している。電子顕微鏡観察ではウルボスピネルが検出された。

123



国立歴史民俗博物館研究報告　第59集（1994）

2　藤原製鉄遺跡

遺　跡　名
フジワラセイテツイセキ 地図名（5万分の1）

　高梁・玉島藤原製鉄遺跡

所　在　地 岡山県総社市久代字藤原地区

遺跡の内容 3つの作業場に伴う製鉄炉3，窯状遺構3が調査された。

時　　　期
土師器・須恵器から，8世紀前後に比定されている。製鉄炉の熱残留磁気から

は，660年を前後とする値が算出されている。

鉄　　　器

鉄関連遺物 製錬津

そ　の　他 土師器，須恵器

試料番号 S182
調　査　年 1986．2．3～1987．8．31

調　査　者 総社市教育委員会

文　　　献
谷山雅彦「藤原製鉄遺跡」　（『水島機械金属工業団地協同組合西団地内遺跡群』

総社市埋蔵文化財発掘調査報告9．1991）。

備　　　考

資料番号1（S182）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

藤　　　原

　　1 出土状況
調査区
遺　　　構　　］，2号炉周辺3区上層

出土状況

時　　　期 8世紀前後　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　182
所蔵者番号　　　1

長径　　7．6cm
短径　　　8．2cm

厚さ　　　35　cm

重さ　182．09

磁着度3
メタル度なし

遺存度破片

破面数2

色　調

黒褐色

遺　物　名
製錬淫

法
量

所　　　見

側面の一面はアーチ状の自然面で，他の2面は破面。底面は流動状の自然面で

ある。上面は緩やかなU字状でチリメン状の微細なシワが不定方向に散在す

る。側面の破面には酸化土砂が付着している。下面は炉床粘土（石を含んだ灰

褐色の胎土）部分と流動状の滴下状態の露出部とにわかれる。

分析試料 長軸端部1／3を直線状に切断し，津部を分析。

備　　　考
自然面をもつ側面の円弧と下面の緩やかなカーブなどから考えて，楕円形の箱

形炉の端部で生成された炉床津の破片であろう。
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0　　　　　　5cm

」

〆化学分析

　　　電∫顕微鏡
　　　　放射化分析

図49　藤原遺跡出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺13，断面は2：3）

㊨

1

2

3

4

5

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版48）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版115）

写真中の部分分析値

㊧ Fεド“

n1脹 瓦　kFト

三　備考
　　形状から楕円形の箱形炉の端部で生成された炉床津（製錬津）と考えられている資料で

　ある。TiO2は0．15％，　Vは0．003％，ウスタイトと鉄かんらん石が検出されていることから通

　常は鍛冶淫と考えられる。CaOは6．03％でやや高い。

125



　国立歴史民俗博物館研究報告　第59集（1994）

3　古池奥製鉄遺跡

遺　跡　名
フルイケオクセイテッイセキ 地図名（5万分の1）

　高梁・玉島古池奥製鉄遺跡

所　在　地 岡山県総社市久代字古池奥

遺跡の内容 2つの作業場に伴う製鉄炉2と横口木炭窯1が調査された。

時　　　期
出土遺物なく時期不明。製鉄炉の熱残留磁気から625年，690年を前後する時期が

算出されている。

鉄　　　器

鉄関連遺物 製錬澤

そ　の　他

試料番号 S183」84
調　査　年 1986．2．3～1987．8．31

調　査　者 総社市教育委員会

文　　　献
村上幸雄「古池奥製鉄遺跡」　（『水島機械金属工業団地協同組合西団地内遺跡

群』総社市埋蔵文化財発掘調査報告9．1991）。

備　　　考

資料番号1（S183）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

古　池　奥

　　1 出土状況
調査区
遺　　　構　　1号炉排澤

出土状況

時　　　期 7世紀中葉前後　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　183
所蔵者番号　　　　1

長径　　4．7cm
短径　　3．3cm
厚さ　　　2．7cm

重さ　　53，2　9

磁着度5
メタル度なし

遺存度破片

破面数2

　色　調
表面は赤褐色

遺　物　名
製錬津

法
量

所　　　見

側面2面に破面をもつ鉄津である。上面は緩やかな波状を呈し，下面は小さな

滴下状である。破面は緻密で中核部に7㎜大のやや横方向に延びる気孔が認めら

れる。炉床津の端部破片と推定される。

分析試料 長軸端部1／3を直線状に切断し，津部を分析。
備　　　考 椀形鍛冶津のようにもみえるが，製錬津であろう。
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一 章　　調査幸艮告　（　一。　5　　111匡1上也方）

♪

醜
イヒ学〉ク｝‡斤

電r・顕微鏡

放射化分析

0　　　　　　　　　　　　5cm

図50　古池奥遺跡出土鉄津実測図と

　　　サンプリング位置，写真（縮

　　　尺2：3）

　さ
礁灘灘騰

閨繊

1

2

3

4

5

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版48）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版ll5）

写真中の部分分析値

㊧ ㊨

HgR鼠
　　　L・

C自k“　TIK底

囲nKα

　　Fεレ1。’

Io 4．¢0 6‘oo 8．00

三　備考
　　X線CT観察の結果，炉壁に津がからんだ資料であることがわかる。　Tio2とvの値の低

　さ，電子顕微鏡にみられるチタン化合物の存在から基本的には沖田奥の資料と同じ傾向を

　示すことがわかる。
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資料番号2（S184）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

古　池　奥

　　2 出土状況
調査区
遺　　　構　　1号炉排津

出土状況

時　　　期 7世紀中葉前後　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　184
所蔵者番号　　　2

長径　　14．7cm

短径　　11．3cm

厚さ　　　4．6cm

重さ　952．09

磁着度2
メタル度なし

遺存度破片

破面数2

　　色　調

表面は赤褐色，

破面は茶褐色
遺　物　名

製鏑宰

法
量

所　　　見

上半部は1～2cm前後の流出単位が5つほど認められ，冷却時のチリメン状のシワ

が顕著である。下半部は流出した淫の破片をかみこむが上下左右は一様でな

く，いろいろな位置関係にあり，どちらかといえば上下逆転した流出津が多

い。下面には排津溝の土砂が一部付着している。破面は茶褐色の酸化物に覆わ

れ，気孔は流出方向に3～4cmのびる例がある。

分析試料 長軸端部1／5を直線状に切断し，上半部の流出津の基部を分析。
備　　　考 明瞭な流動状を示す炉外流出津である。

」

．

℃一ミ1）・

O　　　　　　　　　　　　　lOcm

醜化学分析

國　　電子顕微鏡　　放射化分析
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図51古池奥遺跡出±鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺13〈断面はのぞく〉）

二　自然科学的調査

　　　X線CT写真と解析結果（図版49）

　　　化学分析

　　　放射化分析
1
2
3
4
5

電子顕微鏡写真（図版ll6）

写真中の部分分析値

／

、

1
鵬 FEK“

丁エK、、

RIK臓

s出“ c己Kα

oo 4．oo 6．餉 8．¢

三　備考

　　X線CTから比較的均質で，　CT上端値も1050で製錬淫に収まる。電子顕微鏡にウルボ
　スピネルが認められることからも製錬津と判定される。
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4　大ノ奥製鉄遺跡

遺　跡　名
材ノオクセイテツイセキ 地図名（5万分の1）

　高梁・玉島大ノ奥製鉄遺跡

所　在　地 岡山県総社市久代字大ノ奥

遺跡の内容 窯状遺構12と4つの作業場に伴う製鉄炉25が調査された。

時　　　期 須恵器と土師器から，7～8世紀の間に比定されている。

鉄　　　器

鉄関連遺物 製錬津，炉壁，小鉄塊

そ　の　他 須恵器，土師器

試料番号 Sl85－187
調　査　年 1986．2．3～1987．8．31

調　査　者 総社市教育委員会

文　　　献
高田明人「大ノ奥製鉄遺跡」　（『水島機械金属工業団地協同組合西団地内遺跡

群』総社市埋蔵文化財発掘調査報告9．1991）。

備　　　考

一時期に1～2の作業場で同時に操業され，各作業場では3基以上の炉が稼働し

ていた。また，斜面の下から徐々に上の方に向かって作業空間が変遷していった

と考えられている。炉はすべて横置きの長方形箱形炉である。すべて排津溝を伴

い，鉄塊の選別は作業場の外に設けられていたと考えられている。

資料番号1（S185）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

大　ノ　奥

　　1 出土状況
調査区
遺　　　構　　2号炉排淫溝北

出土状況

時　　　期 7世紀～8世紀　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　185
所蔵者番号　　　1

長径　　　5．2cm

短径　　　4．5cm

厚さ　　　3．4cm

重さ　109．09

磁着度2
メタル度なし

遺存度破片

破面数4

色　調

赤褐色

遺　物　名
製錬津

法
量

所　　　見

側面の全面が破面となる製錬津である。土砂の付着が激しい。上半部は気孔が

密。下半部は気孔がやや大きく，上下方向に延びて散在している。下面は炉床

土が全面に付着している。やや鉄分が高いのであろうか，上面の中央に一部，

酸化の強い箇所がある。

分析試料 長軸端部1／3を直線状に切断し，津部を分析。

備　　　考 やや鉄分の高い炉内津であろう。
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「

nC5
0

図・蹴析

匿ヨ　　　電子顕微鏡
　　放射化分析

図52　大ノ奥遺跡出土鉄津実測図とサンプリング位

　　　置，写真（縮尺2：3）

二　自然科学的調査

　1　X線CT写真と解析結果（図版49）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版ll6）

　5　写真中の部分分析値

⇔
F日K“

自IKα 粁 K〔．

SIKw C凸ト1α一TユKα

4．②0

⇔ FE貼

slk水

門gk“
C
a
H
α
」

用K“ k－K“ h輪

2．②¢ 4， o 6．o 8，

三　備考
　　X線CT観察結果では多孔質で，　CT上端値は1250で鍛冶津である。化学分析ではTiO2
　が0」5％，Vが0．004％とかなり低く，電子顕微鏡観察結果でウスタイトが認められたため，

　鍛冶津であると判定される。
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資料番号2（S186・187）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

大　ノ　奥

　　2 出土状況
調査区
遺　　　構　　2号排澤溝北

出土状況

時　　　期 7世紀～8世紀　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号186・187
所蔵者番号　　　2

長径　　17．lcm

短径　　11．9cm

厚さ　　　5．6cm

重さ　614．09

磁着度3
メタル度なし

遺存度破片

破面数5

　　色　調

溶解部は灰褐

色，内壁は茶
褐色遺　物　名

炉壁

法
量

所　　　見

炉壁に溶解物が付着したものである。長軸方向が上下となる。内面は粗い胎土

が溶解し，一部に垂れ下がりがみられる。基部は肥厚した炉床から炉床津への

変換部分で，3cmの大きな木炭痕が食い込んでいる。炉壁は胎土にスサと白色石

粒を多量にまじえ，灰褐色に焼け込んでいる。

分析試料
短軸側面1／3を「L」字状に切断し，炉内側の基部の炉壁溶解物を2A（Sl86），未溶

解の粘土部を2B（Sl87）として分析。

備　　　考
製錬炉の短軸コーナー付近の炉壁破片である。これを箱形炉のコーナーと考え

れば比較的直角に曲がるタイプの炉と考えられる。

〆巖曝

0　　　　　　　　　　　　10cm
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図53　大ノ奥遺跡出土炉壁実測図とサンプリング位置，写真（縮尺1二3〈断面はのぞく〉）

二　自然科学的調査

　　l　X線CT写真と解析結果（図版49）

　　2　放射化分析

　　3　電子顕微鏡写真（図版116）

　　4　写真中の部分分析値

⇔ FeK“

AIKα K K餌

sエκα c日Kα一丁」K“

4、

⑭ F日H眠

SIK“

HロK“ K Ko

刑K“ c自K“－TIK氏

2．o 4， 6，
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⇔ FeKα

用Kα

A
SIKα

K K“

ノ
HgK“ Caκ餌一丁1Kα

1

2． o o

⑰ T」H脳 一→F曲

月1kα N K餌

sユKロ Ca隔

2． o 4．o 6． 8，

三　備考
　　炉壁で未溶解の粘土部をA（S187），溶

　解部をB（Sl86）とした。電子顕微鏡にチ

　タン化合物のウルボスピネルがでている

　ので炉壁の原料に砂鉄が入っているか，

　粘土をこねて炉壁をつくるときに周辺か

　ら砂鉄が混じり込んでしまった可能性が

　ある。

Fぷ㏄

⇔
nXα

SIKcご

A1κCr

4．

5　板井砂奥製鉄遺跡

遺　跡　名
、虫　　　　　　　イタザコセイテツイセキ 地図名（5万分の1）

　高梁・玉島板井砂奥製鉄遺跡

所　在　地 岡山県総社市久代字板井砂奥

遺跡の内容
古墳，製鉄関係遺構，10世紀末～11世紀初の窯状遺構iからなる遺跡である。7つ

の作業場に伴う製鉄炉23，窯状遺構4が調査された。

時　　　期
須恵器から，8世紀を中心とした時期に比定されている。炉の熱残留磁気測定か

らは640，650，700年を前後する値が算出されている。

鉄　　　器

鉄関連遺物 製錬津，鉄塊，炉壁

そ　の　他 焼土，炭，須恵器

試料番号 Sl88－190，300
調　査　年 1986．2．3～1987．8．31

調　査　者 総社市教育委員会

文　　　献
谷山雅彦「板井砂奥製鉄遺跡」　（『水島機械金属工業団地協同組合西団地内遺跡

群』総社市埋蔵文化財発掘調査報告9．1991）。

備　　　考
製鉄炉の左右の作業空間は，出土遺物の違いから作業内容を異にしていたと考え

られている。また鉱石粉末を置いたと思われる置場が確認されたことは注目され
る。
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資料番号1（S300）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

板井砂奥
　　1

時 期

登録番号

遺　物　名

所 見

出土状況　遺　　構
　　　　　　出土状況

7世紀

第1作業場，P－2

　　　　根
00　　長径

1法短径
　里厚さ
　　　重さ

拠

歴博番号
所蔵者番号

鉄鉱石（磁鉄鉱）

褐色の錆が認めら

分析試料 量が少ないので鉱
備　　　考

一

L5　cm
1．2　cm

O．7　cm

2．8　9

磁着度

メタル度なし

遺存度破片

破面数6

㌻一「㌶
　　　．

作業場ピット2の土砂を水洗して，砂粒状の遺物を集めた中で確認された鉱石

片の1つである。表面には錆色の付着物がありよく観察できない。一部には赤

褐色の錆が認められる。外見的には熱を受けているかどうか不明である。

量が少ないので鉱石部を全量，電子顕微鏡と放射化分析に供した。

写真8　板井砂奥遺跡出土鉄鉱石（実大）

二　自然科学的調査

　1化学分析
　2　放射化分析

　3　電子顕微鏡写真（図版ll6）

　4　写真中の部分分析値

三　備考
　　純度が高い鉄鉱石である。Mnが鉱石と

　しては高い。

㊧ F巳梅 ・㊨ S1卜』
一

門9粁・　Pk’ K ト：σ hK、． HgKな P　K収 K K“ Tlkぴ　　　門n←1伝

田Kr．－sコc CaK．｝ ∪－Kじく一糾nK作 CuKo・ 臼 lK“『s『K〔㎡ C己R水　　　）一忘　　　　FeK朕 CuK、ぎ

1 2．¢② 4．o 6②o 8．00 1 o 4．00　　　　　6．0 8．②
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資料番号2（S188）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

板井砂奥
　　2

時　　　期

登録番号

遺　物　名

所 見

分析試料

出土状況

区

構
況

査

撲

調

遺

出

8世程

歴博番号
所蔵者番号

第2作業場鉄淳溜り

根

製錬津

長径 5．1 cm 磁着

法 短径 4．3 cm メタル

量 厚さ 1．0 Cm 遺存

重さ 32．0 9 破面

扁平な鉄淫で両端にそれぞれ面をもち，

上面と側面は緩やかな形状を呈し，下面は地面の凹凸を写した形状である。

長軸肩部2／5を直線状に切断し，津部を分析。

備

拠

　　　磁着度2　　　　色　調
　　　メタル度なし　　上面の一部が茶

　　　遺存度破片　　褐色他は赤褐

　　　破面数2　　　色

これは1つの流出単位と考えられる。

考1製錬系の炉外流出淫である。

ぐ

図化学・析

　　電子顕微鏡圏　　放射化分析

5cm

0

図54　板井砂奥遺跡出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺2：3）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版49）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電了・顕微鏡写真（図版H6・ll7）
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5　写真中の部分分析値

⇔ TIK“ ⇔ Tユκα

S1κ水

FeR“
FeK“ A」Kα

別Kα K K“ K k眠
51Kぱ C己Xx 門gKα c己Kα

2．o㊨ 4．
4， o ．o

シ

⇔ 角1Kw

FeK“

MgKα K Kα

s1Kα CaKα一TIX⊂イ

oo 4．の防 6．oo 8．♂o

⇔ 丁1K水

FeKo

用K眠 K H呑

s1H“ CaK“

o 4、

三　備考
　　X線CT観察結果により，均質な鋸宰であることがわかる。　CT上端値がllOO，　TiO2は

　0．41％，Vは0．009％である。　CaOの値が5．69％で高い。電子顕微鏡観察では局部的にイルメ

　ナイトおよびフェロシュードブロッカイトなどの鉱物が認められるが，化学組成から見れ

　ば鉱石系製錬津といえる。なお，資料中に存在した鉄チタン酸化物は砂鉄由来のものと考

　えられる。
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資料番号3（S189・190）

　一　考古学的調査

　　　1　資料観察表

板井砂奥
　　3

時　　　期

登録番号

己状況

8世紀

炉東窯甥
区

構

況

査

撲

調

遺

出

歴博番号
所蔵者番号

　　　　　　鉄津
遺　物　名

分析試料

艮‡ 拠

茎
茎
さ
さ

そ
そ
長
短
厚
重

4．6　cm磁着度3
43　cm　メタル度なし

2．7　cm　遺存度現状

52，8　g‘破面数不明

　　色　調
地は黒褐色，表

‘而は黄色の土

　　　　　　」

‘全面が黄色の土砂に覆われた塊状の鉄違である。明瞭な破面は認めがたいもの

の，自然面としても不自然である。地は気孔が多くその・角に直線状の割れが

延びる。割れ部分には褐色の錆が認められ，磁着が強いのはごくわずかなメタ

ルが線状に生成されたためであろう。洋全体としても磁着反応があり，場合に

よれば，原鉱石の未反応部分が含まれているのかもしれない。

短軸端部1／2を直線状に切断し，中核部の津を3A（Sl89），メタルを3B（Sl90）と

1して分析。

0　　　　　　　3cm

図化学分析

［・羅篇麟

図55　板井砂奥遺跡出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺2：3）
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1

2

3

4

5

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版
49）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版117）

写真中の部分分析値

⇔ FeK餌

創κα k κ水

SIHα CaKα一丁1Kα

oo 4． o 09

⇔ F日Kα

》Hぷ

合 Kα

K Kα
g
k
α
一

CaKα一丁ユK“

2．o 4， 6、 o

⇔ FeKw

s1忘

HqR “ K Kc∀

削Kα CaK眠『丁」Hα

o 4．0 ．助 o

⑭ F白Kα

別Kα κ Kα

SIKα C日kα一TユKw

o 4，

⇔ A］Kα

Feκα

刊9κα K κα

SIKα C已Kα Tiκ水

・ oo

三　備考
　　中核部に未反応の原鉱石が遺存しているかもしれない資料でメタルをA（Sl89），津をB

　（slgo）として分析した。津部はTio2がo．42％，　vはo．oo9％で低い値を示す。電子顕微鏡観察

　結果では金属鉄が錆化していることを示している。放射化分析によるCl分析値は14000ppm

　で高い。

　　この資料については，X線マイクロアナライザー付走査型電子顕微鏡による元素カラー

　マッピングの結果を巻頭図版4（第58集）に示した。鉄（Fe），ケイ素（Si），アルミニウム

　（Al），カルシウム（Ca）の分布を表示した。
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表42　総社市化学分析値一覧表（％）

資料番号 SNα TFe MJTe FeO Fe203 Sio2 AI203 MgO Tio2
沖田奥1 301 66．36 0．42 25．1 66．39 4．3 0．86 051 0．09

沖田奥2 180 43．76 0．29 42．38 15．05 24．60 4．13 0．77 0．22

沖田奥3 181 41．81 0．44 4654 7．43 27．30 4．21 0．80 0．26

藤原1 182 35．23 4．05 27．38 14．15 31．ll 6．73 0．76 0．15

古池奥1 183 41．90 0．28 40．17 13．75 25．98 5．87 0．87 0．42

古池奥2 184 43．37 8．24 34．78 ll．57 21．Ol 3．42 0．76 0．05

大ノ奥1 185 34．21 0．Ol 39．45 5．06 36．27 5．14 3．03 0．15

板井砂奥1 300 64．21 0．50 24．35 64．03 7．39 0．39 0．12 0．07

板井砂奥2 188 39．51 0．15 42．30 9．26 29．54 6．16 0．98 0．41

板井砂奥3 189 45．39 5．17 20．07 35．20 19．44 3．34 0．75 0．42

資料番号 SNα CaO ⑭ Na20 P
S Cu V P205

沖田奥1 301 1．16 0，009 0，035 0．Ol 0．Ol 0，004 ＜0．001 ／

沖田奥2 180 5．65 0，900 ／ ／ 0，057 0，040 0，005 0，120

沖田奥3 181 7．98 1，090 ／ ／ 0，071 α035 0，006 0，130

藤原1 182 6．03 1555 ／ ／ 0，Ol9 0，004 0，003 0，285

古池奥1 183 6．26 1，060 ／ ／ 0，150 0，Oll 0，007 0，250

古池奥2 184 10．07 0，942 ／ ／ 0，lll 0，021 0，030 0，168

大ノ奥1 185 5．44 1，795 ／ ／ 0，Ol9 0，037 0，004 0，159

板井砂奥1 300 0．69 0，024 ＜0．001 0．01 0，002 0，012 ＜0．001 ／

板井砂奥2 188 5．69 1，690 ／ ／ 0，072 0，032 0，009 0，230

板井砂奥3 189 5．60 0，900 ／ ／ 0，110 0，036 0，009 0，200

表43　総社市放射化分析値一覧表（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg Al Si S CI K Ca Sc Ti
沖田奥1 301 77 3700 4200 ＜10％ ＜44000 ＜110 76 11000 0．69 ＜240

沖田奥2 180 840 2900 14000 ／ ／ ＜320 3800 18000 ＜6．0 ＜360

沖田奥3 181 1300 6800 16000 ／ ／ ＜280 7500 48000 ＜6．2 ＜540

藤原1 182 2700 llOOO 17000 ／ ／ ＜330 9100 38000 ＜6．2 ＜550

古池奥1 183 1100 14000 22000 ／ ／ ＜300 9300 44000 ＜6．9 lloo

古池奥2 184 lloo ＊9000 12000 ／ ／ ＜410 9500 61000 1．0 ＜670

大ノ奥1 185 2700 12000 39000 ／ ／ ＜290 24000 31000 2．9 1400

大ノ奥2A 186 2200 13000 48000 ／ ／ ＜340 25000 30000 6．2 2000

大ノ奥2B 187 3600 15000 54000 ／ ／ ＜370 45000 ＜3300 4．7 1500

板井砂奥1 300 120 ＜5300 3400 ＜20％ ＜96000 ＜270 140 12000 0．97 ＜570

板井砂奥2 188 2000 11000 26000 ／ ／ ＜290 14000 48000 3．3 800

板井砂奥3A 189 770 3200 9700 ／ ／ 14000 5100 55000 2．4 ＜550

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
沖田奥1 301 4．7 25 2200 74％ 73　　＜58 ＜100 980 5．6 2．8
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資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
沖田奥2 180 16 20 3000 41％ 36 ＜440 840 ＜810 9．4 5．7

沖田奥3 181 16 ＊17 5200 37％ 7．7 ＜430 540 150 ＜7．5 ＜0．81

藤原1 182 10 39 6200 37％ 2．0 ＜440 ＜250 ＜910 ＜14 ＜L21

古池奥1 183 24 24 5000 42％ 3．1 ＜480 ＜270 350 13 ＊0．7

古池奥2 184 6．i ＜9．4 9800 38％ 3．6 ＜430 ＜280 660 ＜5．3 0．80

大ノ奥1 185 27 14 1600 10％ 2．4 ＜280 ＜300 ＜78 16 4．3

大ノ奥2A 186 35 ＜9．5 1200 14％ 23 ＜340 ＜330 140 23 8．7

大ノ奥2B 187 20 12 160 2．0％ 3．3 ＜200 ＜350 79 36 2．4

板井砂奥1 300 3．7 ＜20 llOOO 73％ 9．6 ＜58 ＜990 goo 4．7 6．8

板井砂奥2 188 29 25 4900 36％ 3．2 ＜450 ＜290 llO ＜12 1．8

板井砂奥3A 189 27 26 6300 41％ 76 ＜470 410 ＜89 ＜8．9 160

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
沖田奥1 301 ＜2．4 ＜0．099 ＜12 ＜280 ＜460 ＜2．6 ＜2．4 ＜L9 0．72 ＜140

沖田奥2 180 ＜6．0 ＜1．3 ＜45 ＜640 ＜860 ＜4．8 ＜8．9 ＜22 ＜0．65 ＜1000

沖田奥3 181 ＜6．2 ＜1．4 ＜45 ＜620 ＜870 ＜4．9 ＜8．8 ＜22 ＜0．58 ＜980

藤原1 182 ＜6．2 ＜1．8 49 ＜610 ＜880 ＜5．0 ＜9．0 ＜26 ＜0．64 ＜1000

古池奥1 183 ＜6．9 ＜1．0 ＜48 ＜680 ＜970 ＜5．6 ＜9．7 ＜10 ＜0．66 ＜1100

古池奥2 184 ＜6．2 ＜0．96 ＊59 ＜600 ＜850 ＜5．1 ＜8．5 ＜10 1．2 ＜960

大ノ奥1 185 ＜4．7 ＜1．3 110 く430 ＜550 ＜3．9 ＜5．9 ＜6．5 ＜0．61 ＜690

大ノ奥2A 186 ＜5．3 ＜1．6 130 ＜490 ＜670 ＜4．4 ＜7．3 ＜20 ＜0．65 ＜830

大ノ奥2B 187 ＜4．2 ＜輻2 170 ＜370 ＜480 ＜3．5 く5．2 ＜5．9 ＜0．63 ＜610

板井砂奥1 300 ＜2．5 ＜0．12 ＜12 ＜280 ＜460 ＜1．2 ＜2．4 14 1．7 ＜140

板井砂奥2 188 ＜6．4 ＜1．7 74 ＜630 ＜870 ＜5．4 ＜9．2 ＜24 ＜0．63 ＜1000

板井砂奥3A 189 ＜7．1 22 ＜48 ＜690 ＜920 ＜6．0 ＜77 ＜25 ＜055 ＜1200

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
沖田奥1 301 0．20 ＜4．2 ＜7．9 ＜0．86 ＜53 0．94 ＜4，0 ＜0．25 ＜14 0．21

沖田奥2 180 0．60 ／ ＜12 ＜1．6 ＜140 6．0 ＊11 ／ ＜8．5 1．3

沖田奥3 181 ＜0．21 ／ ＜14 ＜1．6 ＜140 5．8 ＊11 ／ ＜8．5 1．4

藤原1 182 ＜0．22 ／ ＜15 3．7 ＜210 11 17 ／ ＜8．9 1．7

古池奥1 183 ＜0．31 ／ ＜13 ＜1．8 ＜160 12 20 ／ ＜10 2．1

古池奥2 184 〈0．21 ／ ＜16 2．1 ＜200 7．3 14 ／ ＜8．4 1．1

大ノ奥1 185 0．27 ／ ＜10 4．1 650 8．4 18 ／ ＜7．5 1．5

大ノ奥2A 186 056 ／ ＜11 7．7 560 17 38 ／ ＜10 2．4

大ノ奥2B 187 0．50 ／ く10 9．1 550 15 32 ／ ＜7．3 1．6

板井砂奥1 300 0．88 ＜4．2 ＜18 ＜0．85 140 13 87 1．6 ＜14 2．6

板井砂奥2 188 ＜0．24 ／ ＜12 4．5 540 14 27 ／ ＜9．7 2．2

板井砂奥3A 189 4．1 ／ ＜12 ＜1．8 ＜230 9．1 17 ／ ＜10 1．6

資料番号 SNo． Eu Tb 1）y Yb Lu Hf Ta W Ir Au
沖田奥1 301 ＜0．073 ＜0．35 ＜1．8 ＜0．15 0，071 ＜0．46 ＜0．21 0．28 ＜0．0080 ＜0．0035
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資料番号 SN《L Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta W Ir Au
沖田奥2 180 ＜0．41 ／ ＜3．8 0．96 0．22 ＜1．4 ＜0．97 8．2 ＜0．028 ＜0．Ol7

沖田奥3 181 ＜0．40 ／ ＜3，7 0．93 0．16 3．5 ＜0．97 10 ＜0．027 ＜0．OlO

藤原1 182 ＜0．41 ／ ＜4．0 1．3 0．27 ＜1．2 ＜1．1 6．9 ＜0．029 ＜0．010

古池奥1 183 ＜0．48 ／ ＜4．0 1．4 0．20 ＜1．8 ＜1．2 25 ＜0．031 ＜0．011

古池奥2 184 ＜0．40 ／ ＜4．6 0．76 ＊0．24 ＜15 ＜0．95 20 ＜0．026 ＜0．01

大ノ奥1 185 ＜0．32 ／ ＜3．6 0．87 0．23 4．7 1．0 13 ＜0．024 ＜0．0074

大ノ奥2A 186 ＜0．38 ／ ＜3．9 1．4 0．32 6．5 ＜1．0 9．3 ＜0．026 ＜0．0088

大ノ奥2B 187 ＜0．42 ／ ＜3．9 0．40 0．27 7．4 0．93 ＜2．3 ＜0．024 ＜0．0067

板井砂奥1 300 0．36 ＜0．31 ＜3．9 1．3 0．22 ＜0，48 ＜0．22 8．6 ＜0、0081 0．0028

板井砂奥2 188 ＜0．43 ／ ＜3．8 1．8 0．32 ＜1．6 ＜1．1 10 ＜0．029 ＜0．Oll

板井砂奥3A 189 0．96 ／ ＜3．6 ＜0．52 0．27 ＜1．8 ＜1．3 30 ＜0．033 0．28

資料番号 SNo． Hg Th u
沖田奥1 301 0．28 ＜1．2 0．41

沖田奥2 180 ＜3．5 3．6 1．3

沖田奥3 181 く3．5 2．6 0．83

藤原1 182 ＜35 2．7 15

古池奥1 183 ＜3．9 4．1 1．3

古池奥2 184 ＜3．4 2．0 1．2

大ノ奥1 185 ＜2．8 6．4 2．0

大ノ奥2A 186 ＜3．2 10 2．3

大ノ奥2B 187 ＜2．8 10 2．8

板井砂奥1 300 0．39 ＜1．3 0．75

板井砂奥2 188 ＜3．8 3．8 1．7

板井砂奥3A 189 ＜4．2 0．95 ＊1，1
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22）正木遺跡

遺　跡　名
マサキイセキ 地図名（5万分の1）

　　　和気正木遺跡

所　在　地 岡山県赤磐郡瀬戸町大内

遺跡の内容 工事の排土から出土したものである。

時　　　期 採集資料なので7世紀前半～鎌倉時代（13世紀）の幅で考えておく。

鉄　　　器

鉄関連遺物 鉄鉱石

そ　の　他

試料番号 S196
調　査　年

調　査　者 岡山県古代吉備文化財センター

文　　　献

備　　　考
少し離れたE地点では鉄津・炉壁が出土している。また北方に数km離れたところ

にも鉄津とともに多量の鉄鉱石を出土する遺跡が確認されている。したがってこ

の周辺にも鉄鉱石の鉱山があった可能性は強いといえよう。

　　　　　　底．、ノ　1
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資料番号1（S196）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

正

1
木

出土状況
調査　区
遺　　構　表採
出土状況

時 期　　7世紀前半～13世紀

登録番号
　歴博番号

一

巨髄番量

196

遺　物　名
鉄鉱石（磁鉄鉱

所　　　見

　　　『一一・

手の平大の，扁

鉄津ではなく，
出物が密集して　　一一一．

分析試料 長軸端部の1／10

備　　　考　　　　　一 節理の問に生成・一一一一

径

径

さ
さ

長

短

厚

重

法
量

根　　　拠
　　　15．5冨

　　　1L5　cm

　　　5．6　cm

　　l443．5　g

磁着度5
メタル度なし

遺存度破片

色一調

赤褐色

手の平大の，扁平で重量のある資料である。大きく上下4層からなる本資料は

鉄津ではなく，鉄鉱石の破片と推定される。中核部は緻密で下面には微細な析

出物が密集している。磁着反応は強いが良質の磁鉄鉱程ではない。

長軸端部のU10を直線状に切断し，鉱石部を分析する。

節理の問に生成された鉄鉱石の破片である。

　　　　　　　L
　　　化学分析

〆　　　電∫一顕微多寛　　　放射化分析
0　　　　　　　　　　　　　10cm

図57　正木遺跡出土鉄鉱石サンプリング位置図，写真（縮尺1：3）

1
（
∠
34

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版49）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版li7）
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5　写真中の部分分析値

FeKα

1 己．o 4、0の 6． o 8． o

三　備考
　　磁着するので磁鉄鉱（Fe304）の破片と考

　えられる。T．Feは65．53％で純度の高い磁鉄

　鉱の表面が風化したものと考えられる。化

　学分析値のSiO2の値よりAl203の値が高いの

　は問題である。

表44　正木遺跡化学分析値（％）

資料番号 SNo． T．Fe M．Fe FeO Fe203 Sio2 Aセ03 MgO Tio2
正木1 196 65．63 0．84 1．oo 91．52 1．02 4．91 0．07 0．05

資料番号 SNo． MnO CaO ㎜
S Cu V P205

正木1 196 0．03 0．07 0，072 0，008 0，008 0，008 0，108

表45　正木遺跡放射化分析値（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg A1 Si S CI　　K　　Ca Sc Ti

正木1 196 110 ＜430 560 ／ ／ 660 270 ＜750 ＜0．17 340

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
正木1 196 42 27 64 61％ 82 ＜540 ＜64 ＜81 14 51

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
正木1 196 ＜5．7 0．87 ＜57 ＜730 ＜1100 ＜5．2 ＜23 ＜7．3 ＜0．13 ＜1200

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
正木1 196 1．7 ＜2．1 ／ ＜2．0 ＜160 1．1 ＜5．3 ／ ＜9．4 0，086

資料番号 SNo． Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta W Ir Au
正木1 196 ＜0．28 ／ ＜0．76 ＜0．55 ＜0．089 ＜1．3 ＜1．2 1．5 ＜0．031 0，018

資料番号 SNo． Hg Th u
正木1 196 ＜4．0 ＜0．64 ＜0．26
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23）山宝鉱山

遺　跡　名
サンボウコウサ

山宝鉱山

所　在　地 　　　一岡山県川

遺跡の内容一一一一

時

旧鉱山（

期 現代
鉄　　　器　一一

鉄関連遺物 鉄鉱石
そ　の　他　　．

　　　　　一試料番号 S258
調　査　年 　　　一1989年採

調　査　者 吉崎一弘

文　　　献

巨竺
　　　一吉崎一弘

総社市や

る。また

岡山県川上郡川ヒ町

三ニヨ三図名；《分の1）

吉崎一弘提供サンプル（岡山大学理学部速見先生の娘さんより入手）

吉崎一弘より総社市藤原遺跡群の鉄原料を考える目的で提供されたものである。

総社市や岡山市域の製鉄遺跡群にもっとも近い周知の鉱山で，現在は休山中であ

る。また大澤正己による分析もおこなわれている。

資料番号1（S258）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

山宝鉱山
　　1 出土状況

調　査　区

遺　　　構

出土状況

時　　　期 現代　　　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　2581
所蔵者番号　　　　法

　　　　　　一長径　　2．5

短径　　　L9

厚さ　　　1．6

重さ

磁着度5
メタル度なし

遺存度破片

破面数7
遺　物　名

鉄鉱石　　　　　　　量

cm

cm

cm

9

‘　所　　　見

：

台形でサイコロ状の磁鉄鉱破片で，全面破面である。結晶はや

晶面が光沢を放つ。黒褐色の磁鉄鉱粒子のなかに所々，金色の

じえる。結晶粒子の成長方向からみて頼粒状と緻密な部分が混

面に粗結晶をみることができる。

分析試料 長軸端部1／2を直線状に切断し，鉱石部を分析。

備　　　考 　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一総社市や岡山市域の製鉄遺跡の原料を考えるうえで注目すべき

色　調

黒　色

峯

、謹

灘F

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版50）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版117）

写真9　山宝鉱山鉄鉱石（縮尺2：3）
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5　写真中の部分分析値

㊧ q
A
K“
一

l
l

　　　　　　　　　　　　　　h
｝　　　　　　2¢　　　　　　4随②　　　　6　②　　　　　9’OG

　　　　　　　　　　　　　　川

　　　　　　　　　　　　　　　　

㊨一一ピ

　　　　ll

　　　　日
l
l
望

〔
I
K
　
g
　
M

三　備考

　　X線CT観察結果では均質で，　CT上端
　値は1800で硬質の鉄鉱石である。電子顕微

　鏡観察結果では硫化鉄が検出されたことが

　特徴である。化学分析結果では，T．Feが
　57．87％で高く，若干のSiO2，　MgO，　CaOな

　どを含有する。Sが若干高い。

川1　　　　Ac邑阿巳
口1：“　s－k一K－』－T撫

　　e　　　　　　　4．

FeKε・

CuK里一

5 ，¢o 8，四

表46　山宝鉱山化学分析値（％）

資料番号 SNo． T．Fe MJ？e FeO Fe203 Sio2 Al203 MgO Tio2
山宝鉱山1 258 57．87 0．61 26．94 51．93 7．68 0．94 2．72 0．19

資料番号 SNo． MnO CaO ⑭ Na20 P S Cu V
山宝鉱山1 258 0．65 3．24 0，070 0，021 0，002 1，762 0，008 0，003

表47　山宝鉱山放射化分析値（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg Al Si S C1 K　　Ca Sc　　Ti
山宝鉱山1 258 240 31000 4300 ＜1．1％ ／ ＜180 170 27000 0．88 ＜430

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
山宝鉱山1 258 4．0 26 4300 50％ 23 ＜500 ＜160 700 ＜4．7 7．8

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
山宝鉱山1 258 ＜5．7 ＜0．96 ＜52 ＜690 ＜1000 ＜5．5 ＜10 ＜12 0．77 ＜1100

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
山宝鉱山1 258 35 ＜11 ／ ＜2．0 ＜150 6．4 12 ／ ＜8．9 0．42

資料番号 SNo． Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta W Ir Au
山宝鉱山1 258 ＜0．22 ／ ＜2．8 0．54 0．17 ＜1。3 ＜1．0 ＜0．78 ＜0．029 ＜0．014

資料番号 SNo． Hg Th u
山宝鉱山1 258 ＜3．8 ＜0．60 ＜0．43
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24）境ヶ谷遺跡

遺　跡　名
サカイガタニイセキ 地図名（5万分の1）

　　　庄原境ヶ谷遺跡

所　在　地 広島県庄原市川西町字境ヶ谷

遺跡の内容

庄原盆地の北東，西城川の右岸に位置し，竪穴住居跡29，掘立柱建物跡1，箱式

石棺墓1，土墳墓2，（鍛冶炉2），古墳1が検出された。鉄津は古墳石室内や覆

土，鍛冶土坑以外の土坑からも出土している。古墳はこの集落の居住者との関連

が指摘されており，鍛冶集団との関係が注目される。

時　　　期 SX40（鍛冶炉）付近から出土した土師器によって，6世紀前半に比定されている。

鉄　　　器 鉄斧，鉄鎌，刀子，鉄繊，鉄器片

鉄関連遺物 鍛冶淫，砂鉄，羽口，鉄鉱石

そ　の　他 砥石，紡錘車，須恵器，土師器，製塩土器

試料番号 S37－45
調　査　年 1981．ll．9～12．19，　1982．2．22～3．20，　4．12～5．18

調　査　者 広島県教育委員会，（財）広島県埋蔵文化財調査センター

文　　　献
松井和幸編『境ヶ谷遺跡群一庄原養鶏団地造成に係る埋蔵文化財の調査一』広

島県教育委員会，（財）広島県埋蔵文化財調査センター。1983

備　　　考

遺跡は風や雪対策上，有利な所に立地しており，中国山地の砂鉄を利用した鉄生

産を背景とした鍛冶作業が考えられる。この地域は平城宮出土木簡に記載された

調鍬の供出地に比定されていることや，周辺に古墳時代の鍛冶遺跡が多く存在し

ていることから考えて，地域的な鉄器生産との関連が注目される。なお広島県立

呉工業試験場化学部の分析が行なわれ，砂鉄製錬による鉄素材を対象とした鍛冶

津であることが確認されている。
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資料番号1（S44）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

境　ケ　谷

　　1 出土状況
調査区
遺　　　構　　SX40

出土状況

時　　　期 6世紀中頃～後葉　　　　　根

登録番号
歴博番号　44－1・2

所蔵者番号　　　9

長径

短径

厚さ

重さ
遺　物　名

砂鉄

法
量

所　　　見 鍛冶炉付近で採取したものである。
一

分析試料
砂混じりIA（S44－1）と砂鉄粒子のみ

る。

i備 考

SX40鍛冶炉付近

拠

㎝

㎝

㎝

g

磁着度4
メタル度なし

遺存度現状
破面数

色　調

茶褐色

鍛冶炉付近で採取したものである。製錬用か自然堆積かは分からない。

砂混じりIA（S44－1）と砂鉄粒子のみIB（S44－2）の両方の必要量を選択して分析す

二　自然科学的調査

　1化学分析
　2　放射化分析

写真10　境ヶ谷遺跡出十砂鉄（実大）

三　備考
　　鍛冶炉付近から採集した砂鉄を水洗しないものA（S44－1）と水洗したものB（S44－2）として

　分析した。ただしこの砂鉄は鍛冶作業に用いるためのものか，自然堆積なのかはわからな

　いo
　　両者は水洗した分，Tio2の値に差がみられた。水洗しないものは砂の混入が分析値に反

　映し，Tio2は4．20％で，水洗したものは砂が除去された分だけ，　Tio2の値が高くなっている

　　（TiO2＝5．05％）。また水洗するのとしないのでは，　Si，　Al，　CaOの分析値に違いがでるこ

　とがわかり，砂鉄の分析値をみる場合に注意しなければならないことがわかった。これら

　の値から，低チタンで還元しやすい砂鉄であることがわかり，またMnOは0．37％，　Pは

　0．025％，Sは0．007％などの不純物も低い。
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章　調査報告（’，5　中国地方）

資料番号2（S45）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

笥出土状況㌧1

　　　　6世紀中頃～後葉

SK覆L

根

歴博番号　　　45
所蔵者番号　　　10

鉄鉱石（磁鉄鉱）

呈
蚤
さ
さ

昂
矧
厚

重

法
量

　拠

所 見

着度5
レ度なし

存度破片

面数5

1分析試料
　　　　　　　

L僅一　考

色　調

黒褐色

1楕円形の鉄鉱石片である。色調は黒褐色で縞状である。長軸側面に沿って厚さ

5㎜程のやや黄色味を帯びた微細な結晶をもつ脈石部が走っている。他は不定方

向へ小さな層理が入る、，緻密で光沢のない黒色の鉱石部である。また節理の割

れたところに沿って赤錆がひろがっている。

短軸端部3／5を直線状に切断し，鉱石部を分析。

原料鉱石の可能性が高い。やや軟らかい印象で割れ方も不均一である。

　　イビ｝とう」」秒〒1●2

図　　電」㌘顕微鏡　　放射fヒ分析

0　　　　　　　3cm

図58　境ヶ谷遺跡出±鉄鉱石サンプリング位置図，

　　　写真（縮尺2：3）

1

2

3

4

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版50）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版117）

151



国立歴史民俗博物館研究弩乏告　第59集ll99剃

　　5　写真中の部分分析値

　　　　　　　　　　　　　ll

上一一一

1

1

　A K ト、“ ｜

1

川トα 〔．Kp－T】KN

〕
1 4 b． 8．

　　　　　　　　　　　　　ll
　　　　　　　　　　　　　　　

三　備考
　　遺跡からみつかった磁鉄鉱である。鉄含有率が62．96％で純度が高い磁鉄鉱である。Tio2

　は0．02％で低く，他の不純物元素も低い良質の鉄鉱石である。ただしPの値は高すぎる。

資料番号3（S37）

　一　考古学的調査

　　　1　資料観察表

「境・谷「一　言周査区　　
L．3ご土状⊇醤土状竃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SX60上側構内

ビ録蕃：ll蕪鵠曝㌶
ト　　　　　　　　　　　　　　　　プ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

1備　　　考

磁着度2
メタル度なし

遺存度破片

破面数3

㌶「

L
」

鷹馨・
＼．護゜

0　　　　　　10Cm

S37－3　　　　S37－2

S373　化学分析1

“　　　　電∫・顕微鏡　　　　放射化分析

　1塗lf時分析2

統灘’

図59　境ヶ谷遺跡出土鉄淳実測図とサンプリング位置，写真（縮尺1：6）
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1

2

3

4

5

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版50）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版118）

写真中の部分分析値

⇔
F巴Kα

TIKα

AIKα K K駅

SIKα CaKα
‘

1 2．oo 4．oo 6．o o

㊧ F巳K以

s1K。〈

K kα

AIK“ CaK以一TIK“

2．oo 4，00 6、oo 8，00

㊦ FeKα

飢K“

K Kぱ hK似
s1K“ CaK。（

1 2， o 4． 6． 8．oo

三　備考
　　粘土の炉底に溜まった炉内製錬津との知見が得られている資料である。同一個体で3ケ

　所の分析をおこない，鉄淳も部分によっては分析値が異なるのかどうかを目的とした。A
　（S37－1）は炉内津のなかでももっとも密な部分，　B（S37－2）は気孔の多い部分，　C（S37－3）は

　炉底と砂が多く付着した部分である。

　　もっとも密な部分は，CT上端値がlooOであった。化学分析結果によればTio2は6．22％，

　vはo．ll％で，ウルボスピネルと鉄かんらん石が検出された。砂が多く付着した部分はSiO2

　やCaOなどの炉壁と共通する元素が高いという。松井によれば本資料はつくりかけの古墳

　の周溝から出土したので鍛冶集落との関係はないとのことである。したがって鍛冶集落と

　は別の時期に製錬をおこなっていた集団が存在し，彼らの墓に鋸宰が供献されたことを示

　す。
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資料番号4（S40）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

境 ケ 谷 調　査 区

4 出土状況 遺

出土状況

構 中央の谷間の末端，黒色覆土中

時 期 6世紀中頃～後葉 根 拠

　　　　一
一一一 一一

登録番号
歴博番号
所蔵者番号

40

法

長径

短径

ll．8

6．0

cm

cm

磁着度2
メタル度なし

色

黒

遺 物 名
製錬洋 量 厚さ

重さ

　3．0

250．0

cm

9

遺存度破片
破面数2　　　　　　一

所 見 　　一炉外流出津である。
一

分析試料 短軸端部1／3を切断し， 津部を分析。

備 　一考
一

　調
黒褐色

一

一

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
　　化学分析1

圏㌶鮮璽1喘析2

　　　図60　境ヶ谷遺跡出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺1：3）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版50）

　2化学分析
　3　方文身寸イヒ分‡斤

　4　電子顕微鏡写真（図版118）
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一章　調査報告（一．5　中国地方）

5　写真中の部分分析値

FeK朕 ㊧ F巳K。〈

㊥

SIHcく

TIK珠

RIKぱ K K収 K　Kぱ

S↓K水 CaK咲 自LKα CaK眠一TLKα

」

1 2．oo 4．00 6．00 8．o② 1 2．oo 4．oo 6．00 8．②0

㊧ F巳K“

RIKぱ K K駅

SIK以 CaK駅一TIKぱ

｜ 2．oo 4， o 8．00

三　備考

　　CT上端値が1000で細かい孔をもつ鉄津
　である。化学分析結果によれば，TiO2は
　352％，Vは0．15％であり，電子顕微鏡観察

　結果によればウルボスピネルと鉄かんらん

　石，そしてウスタイトが観察できた。鍛冶
　津と考えられる。

資料番号5（S38）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

境　ケ　谷

　　5 出土状況
調査区
遺　　　構　　SX42炉近くの石組付近

出土状況

時　　　期 6世紀中頃～後葉　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　　38
所蔵者番号　　　2

磁着度3
メタル度なし

遺存度破片

破面数1

色　調

黒褐色

遺　物　名
鉄淫

法
量

長径　　　4．8cm

短径　　　3．Ocm

厚さ　　　2．2cm

重さ　　40．09

所　　　見

やや流動気味の緻密な鉄津である。上面から側面にかけて6～8㎜大の木炭痕が点

在する。短軸側に小さな破面が認められる。色調は黒褐色で表面の一部には銀

色の光沢と紫紅色の酸化色が見られる。

分析試料 長軸端部2／3を切断し，澤部を分析。
備　　　考 製錬津か鍛冶津か判断に迷う津である。
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ヲ

0　　　　　　　　3cm

　　　化学分析1

図　　　電子顕微鏡　　　放射化分析

巳麹働析・

図61境ヶ谷遺跡出土鉄淫実測図とサンプリング位置，写真（縮尺2：3）

1

2

3

4

5

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版50）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版ll8）

写真中の部分分析値

㊧ F酬α
・

月1Kα ド ト；α

5ユkα Cakα一丁・Kα

2．00 4． ¢ 6．の

．虫） FEkα

角」Kw
ト
1 Kα

s1Kα CaK“｝TエKα

2．②o 4．o⑦ 6．00 8、四

㊨ F日κα

S1κα

NgK“ K K“

田K“ c自Kα一丁1κ“

ノ 2．oの 4．四 6．四 8，②o

三　備考
　　砂の層にたまったもので，CT上端値が
　1400で多孔質の密度の高い鉄波である。化

　学分析結果によれば，Tio2は0．42％，　Vは

　0．009％であり，電子顕微鏡では繭状ウスタ

　イトと鉄かんらん石がでている。
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一章　調査報告（一．5　中国地方）

資料番号6（S39大）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

ケ
ー
0
一

一谷

出土状況

区

構

況

査

撲

調

遺

出

SX42石組み付近

期　　6世紀中頃～後葉

登録番号

遺　物　名

根

所 見

．一

†専番号 39大 長径

蔵者番号 3 法 短径
一

冶津 量 厚さ

重さ

上下とも大差1
が黒褐色。羽　　『

分析試料 長軸端部1／8を

備　　　考
一一

　拠
135　cm

　7．5　cm

　5．3　cm

340．O　g

磁着度1　　　　色　調
メタル度なし　　　　茶褐色

遺存度完形

魎一⊥L一
長い楕円形を呈するほぼ完形の椀形鍛冶津である。短軸断面は底が丸いV字形

で，下面から側面は全面に微細な木炭粉痕に覆われている。上面はlcm大の木炭

痕や大小の気孔の小破面がみられる。本資料は2段椀形達でlcmほどの厚さの薄

い椀形津の中央に，ややまとまった椀形津が重なったものである。津の調子は

上下とも大差はない。気孔は上部に不定形の3～5㎜前後のものが多い。色調は地

が黒褐色。羽口側は短軸中央寄りか。

長軸端部1／8を直線状に切断し，津部を6A（S39）として分析。

O　　　　　　　　　　　　　IOcm

　　化学分析1

咽　　電子顕微鏡　　放射化分析

　　　化学分析2

図62　境ヶ谷遺跡出±鉄淫実測図

　　　とサンプリング位置，写真

　　　（縮尺1：3）
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1
2
3
4
5

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版50）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版118）

写真中の部分分析値

⇔ FeK“

Aユ択α K Kα

s1Hα Caκα一TIKα

．o② 4．oo 6．助 8．助

⇔ Fe賑

旬Kα k Kα

呂1k“ CaKα一hkα

三　備考
　　鍛冶炉の底の木炭層に溜まったものである。CT上端値がll50で多孔質の鉄津である。

　化学分析結果によればTiO2はo．20％，　vはo．Ol％であり，電子顕微鏡では繭状ウスタイトが

　検出されている。

資料番号7（S39小）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

境　ケ　谷

　　7 出土状況
調査区
遺　　　構　　SX40鍛冶炉付近

出土状況

時　　　期 6世紀中頃～後葉　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　39小
所蔵者番号　　　4

磁着度2
メタル度なし

遺存度破片

破面数3

色　調

茶褐色

遺　物　名
鍛冶津

法
量

長径　　5．2cm
短径　　4．3cm
厚さ　　　2．Ocm

重さ　　42．0　9

所　　　見

不整台形をした上半が流動状，下半が気孔の多い津主体の鉄澤である。色調は

黒褐色。中間層に気孔が横に連なった帯状の部分をもち，そこから割れが生じ

ている。上面には1cm大の木炭痕も残る。3（S37）と生成条件が近い。鍛冶津であ

る可能性が強い。

分析試料 長軸端部1／2を直線状に切断し，津部を7（S39）として分析。
備　　　考 割れ目をセメダインで接着している。
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章　調査報告（　　5　中国地力）

0　　　　　　　　3cm

　　イヒこ乞分ホ斤1

図　　電」二顕微鏡　　放射化分析

巳3化粉析・

図63　境ヶ谷遺跡出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺2　3）

1

2

3

4

5

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版51）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版118）

写真中の部分分析値

⇔ F巳Kぽ

月］ト：α 択 択餌

SIKα C訓α　TIK◇、

6．

⑭ F巳Kc

SIKrF

阿9ト1餌
ト
：
K“

月1陥 C酬ぴ一TユKぐ

2．oo 4 o⑦ G．o 8．oo

三　備考
　　CT上端値1450で，孔を多くもつ鉄津である。化学分析結果によればTiO2は0．17％，　Vは

　0．006％である。電子顕微鏡観察結果では細かい繭状のウスタイトが検出された。6と共通

　した性格をもつ鍛冶津で，2つは同一の母体からつくられた可能性もある。
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資料番号8（S41）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

境　ケ　谷

　　8 出土状況

　　　・一一

　　　　　　　　　　　一調　査　区

遺　　　構　　第3号墳石室入
出土状況　　　　　　　　　　　　一

時　　　期　　　　　一一 　　一一6世紀中頃～後葉　　　　　根　　　　拠
　　　一
登録番号

一一

歴博番号　　　41
所蔵者番号　　　6

長径　　7．Ocm
短径　　　4．7　cm

厚さ　　　3．3　cm

重さ　130，0　9
遺　物　名

鍛冶淳（含鉄）
一

法
量

一

所　　　見

．

平らな底面には粘土痕を残し，上層は緻密な

る。中核部より黒錆や放射割れが生じており

る。新しい破面は気孔が少なく全面が黒誘化

動気味であり，lcm大の木炭痕に囲まれている
る。

分析試料 短軸端部1／3を切断し，津部を分析。
・一

備　　　考
9（S42）とあわせて含鉄の鍛冶津か製錬1宰か区

能性が高いと考える。

磁着度5
メタル度○

遺存度破片

破面数2

色　調

茶褐色

lcm大の木炭痕に囲まれている。長軸端部には石をかみこんでい

前者の可

」

。　5。mづ　　［翻
　　　　　　　化学分析1　　化学分析2
　　　　　　　電子顕微鏡
　　　　　　　放射化分析

図64　境ヶ谷遺跡出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺13）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版51）

　2　化学分析

　3　放射化分析

4　電子顕微鏡写真（図版ll8）

5　写真中の部分分析値

㊧ FeW餌
・

自ユKα ド Kα

SJKα c己κ餌｝TIKα

2．随 4， o 6．oo 8．o⑦

㊨ F己K白

s1Hぴ

ド 卜1戊

月ユK“ Cるト己一丁1K“

2．oo 4．⑦¢ £．o 9．00
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三　備考
　　CT上端値1400で，大きな孔をもつ鉄津である。化学分析結果によればTiO2は2．80％，　v

　はo．07％である。電子顕微鏡では繭状のウスタイトが観察できる。TiO2がやや高いが5～7

　と同様，鍛冶津と考えられる。

資料番号9（S42）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

ケ
0
ノ

境 訂 出土状況 墳号3南

区

構
況

査

撲

調

遺

出

L旦一　期
　　　　　　　歴博番号
　　録番号
　　　　　　　所蔵者番号

6世紀中頃～後葉 根 拠

　　　　鍛冶津（含鉄）
物　名

42

7法
　量

　　・一
．　一　一一一」一
不整台形の含鉄の鉄淫

所 見 する根拠である。断面

察できる。色調は地が
．一一

析試料　　一 長軸端部2／5を切断し，　　一

嵯
考 含鉄の鍛冶淫か製錬津

蚤
茎
さ
さ

そ
そ
長
短
厚
重

5．3　cm

3．O　cm

2．7　cm

53．O　g

磁着度3
メタル度○

遺存度破片

破面数2

色　調

赤褐色

不整台形の含鉄の鉄淫である。下面と長軸端部に錆膨れがみられる点が含鉄と

する根拠である。断面形は菱形に近く木炭痕とは考えられない小さな凹凸が観

察できる。色調は地が黒褐色，気孔は1㎜1以下のものが散在している。

含鉄の鍛冶淫か製錬津か判別が難しいが，形態的特徴から前者と考えられる。

0　　　　　　　　3cm

「

　　化学分析1

圏　　電子顕微鏡　　放射化分析

⊆麹化粉析・

図65　境ヶ谷遺跡出±鉄津実測図とサンプリング位置，写

　　　真（縮尺2：3）

二　自然科学的調査

　1　X線CT写真と解析結果（図版51）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版ll9）
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　　5　写真中の部分分析値

㊧ Fekcc

内ロkα K Kα

sユKα cδK㏄｝丁鋸パ

4．¢

㊧ Fe撫

S1隔

k’ Kα

　　岡gKc％

ヨAノ

c日Kぴ　丁1K朕

o 4．②o 8．oo

　三　備考
　　　　CT上端値が1200で細かい孔をもつ鉄津である。化学分析結果によればTiO2は1．43％，　v

　　　は0．058％である。繭状のウスタイトが観察されているところから鍛冶津と考えられる。

資料番号10（S43）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

境　ケ　谷

　10
出土状況

調査　区
遺　　　構　　SX25付近黒色覆土中

出土状況

時　　　期 6世紀中頃～後葉　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　　43
所蔵者番号　　　8

長径　　9．Ocm
短径　　6．Ocm
厚さ　　　2．5cm

重さ　140．09

磁着度7
メタル度●

遺存度破片

破面数1

色　調

赤褐色

遺　物　名
鍛冶津（含鉄）

法
量

所　　　見

楕円形で薄手の含鉄椀形鍛冶淫である。側面に小さな破面を1ケ所残すほかは

完形である。上面中央に長軸に沿って放射割れが走り，1ケ所だけ含鉄部分が

やや丸みをもって盛り上がっている。底面は流動気味で3ケ所が膨らんでい

る。新しい破面には黒錆の小さい滲みが各所にみられる。

分析試料 長軸端部2／5を切断し，津部を分析。
備　　　考 表面には樹脂が塗布されている。含浸処理がおこなわれている可能性あり。
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㌻蕊写瞭
　　　　　　　　　「

＜＜び）
0　　　　　　5cm

　　　化学分析1

“　　　電子顕微鏡　　　放射化分析

駆］悌・析・

「

図66　境ヶ谷遺跡出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺1：3）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版51）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版ll9）

　5　写真中の部分分析値

㊧
　
　
’

F巨Kcイ

NgK“
ト
1 択α

SIK水 〔〕己Kα　TIKト

」

．

㊨ FBト1竹

sエレ：α

K Kぽ

門gK“ Caト：α　Tlkw

o 4， 6． ⑦

三　備考
　　CT上端値が2100で多孔質な椀形津である。化学分析結果によればTio2はo．08％で低く，

　Vは0．006％である。電子顕微鏡によってウスタイトが観察された。X線CT観察結果には

　鉄が遺存している状況があらわれている。
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表48　境ヶ谷遺跡化学分析値一覧表（％）

資料番号 SNo． T．Fe M．Fe FeO Fe203 Sio2 Al203 MgO Tio2
境ケ谷IA 44 51．30 ／ ／ 73．36 15．10 5．29 1．16 4．20

境ケ谷IB 44 64．81 ／ ／ 92．67 0．90 2．72 1．16 5．05

境ケ谷2 45 ＊62．96 ＊0．02 ＊12．59 ＊76．00 3．27 1．25 0．Ol 0．02

境ケ谷3A 37－1 ＊43．30 ＊0．12 ＊49．54 ＊6．68 22．06 6．16 156 6．22

境ケ谷3B 37－2 ＊46．54 ＊0．1 ＊52．45 ＊8．11 10．82 6．03 1．67 6．82

境ケ谷3C 37－3 ＊39．18 ＊0．15 ＊43．29 ＊7．69 28．26 6．69 154 3．45

境ケ谷4 40 ＊45．33 ＊2，94 ＊49．79 ＊5．27 24．43 5．87 0．76 3．52

境ケ谷5 38 ＊59．28 ＊0．34 ＊66．2 ＊10．7 14．78 450 0．35 0．42

境ケ谷6 39大 ＊51．73 ＊α58 ＊59．6 ＊6．90 21．48 6．76 0．48 0．20

境ケ谷7 39小 ＊57．83 ＊0．24 ＊63．21 ＊12．09 15．12 4．67 0．23 0．17

境ケ谷8 41 ＊58．91 ＊24．74 ＊27．13 ＊18．70 11．87 4．35 0．86 2．80

境ケ谷9 42 ＊51．34 ＊0．19 ＊49．04 ＊18．63 19．68 6．24 0．88 1．43

境ケ谷10 43 ＊55．19 ＊0。10 ＊40．71 ＊3352 10．44 3．12 0．23 0．08

資料番号 SNo． CaO 蜘 Na20 P S Cu Ti V
境ケ谷IA 44 0．70 0，020 ／ 0，025 0，007 ／ ／ ／

境ケ谷IB 44 0．Ol 0，OlO ／ 0，025 0，007 ／ ／ 0．14

境ケ谷2 45 0．Ol 0，030 ／ 0，145 0，053 ＊0．009 ＊0．018 ＊0．004

境ケ谷3A 37－1 L97 1，130 ／ 0，050 0，060 ＊0．003 ＊2，560 ＊0．ll

境ケ谷3B 37－2 1．89 1，120 ／ 0，055 0，061 ＊0．005 ＊3．44 ＊0．20

境ケ谷3C 37－3 2．46 1，060 ／ 0，065 0，036 ＊0．003 ＊1．94 ＊0．077

境ケ谷4 40 3．06 1，479 0，309 0，058 0，012 ＊0．004 ＊3590 ＊0．155

境ケ谷5 38 2．21 0，830 ／ 0，105 0，033 ＊0．007 ＊0．23 ＊0．009

境ケ谷6 39大 4．91 0，730 ／ 0，ll5 0，034 ＊0．059 ＊0．13 ＊0．010

境ケ谷7 39小 2．94 0，540 ／ 0，085 0，083 ＊0．Ol7 ＊0．061 ＊0．006

境ケ谷8 41 2．11 0，980 ／ 0，080 0，092 ＊0．008 ＊0．78 ＊0．070

境ケ谷9 42 2．10 0，810 ／ 0，075 0，041 ＊0．005 ＊0．80 ＊0．058

境ケ谷10 43 0．52 0，500 ／ 0，075 0，069 ＊0．022 ＊0．01 ＊0．006
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表49　境ヶ谷遺跡放射化分析値一覧表（ppm）

資料番号 SNα Na Mg AI Si S C1 K Ca Sc Ti
境ケ谷IA 44 3700 7600 22000 ／ ／ ＜1100 2500 ＜2900 7．0 27000

境ケ谷1B 44 75 5300 13000 ／ ／ ＜1100 170 ＜2700 5．0 29000

境ケ谷2 45 82 ND 6500 ／ ／ 46 440 ＜2500 0．72 ＜410

境ケ谷3A 37－1 2300 8600 27000 ／ ／ ＜1500 10000 13000 9．8 32000

境ケ谷3B 37－2 2400 20000 28000 ／ ／ 2200 ggoo 12000 10 33000

境ケ谷3C 37－3 3000 4900 31000 ／ ／ く1200 12000 13000 10 17000

境ケ谷4 40 3300 ND 30000 ／ ／ ＜1300 16000 20000 16 19000

境ケ谷5 38 1300 9300 21000 ／ ／ ＜990 8200 12000 5．8 2300

境ケ谷6A 39大 1800 7900 33000 ／ ／ ＜1400 8400 34000 6．8 ＜1600

境ケ谷7 39小 1000 ND 23000 ／ ／ ＜180 5600 13000 4．6 1100

境ケ谷8 41 1500 ND 21000 ／ ／ 5600 11000 13000 5．2 16000

境ケ谷9 42 2goo め 31000 ／ ／ ＜480 8400 15000 5．8 8000

境ケ谷10 43 1800 2200 17000 ／ ／ 5000 5200 4300 25 ＜650

資料番号 SN《L V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
境ケ谷1A 44 1700 220 3100 60％ 110 ＜420 ＜490 690 91 ＜1．3

境ケ谷IB 44 2000 240 3400 72％ 130 ＜460 ＜130 830 98 ＜0．62

境ケ谷2 45 43 25 83 70％ 8．7 ＜400 く75 ＜93 9．9 79

境ケ谷3A 37．1 2100 290 3800 48％ 14 ＜390 ＜430 ＜130 74 ＜13

境ケ谷3B 37－2 2100 260 3900 48％ 16 ＜420 ＜450 ＜140 75 ＜1．4

境ケ谷3C 37－3 500 180 3800 45％ 10 ＜410 ＜470 ＜140 57 ＜1．40

境ケ谷4 40 1400 170 3100 46％ 10 ＜410 ＜510 ＜150 33 2．0

境ケ谷5 38 65 140 2700 61％ 13 ＜410 ＜330 ＜120 25 4．7

境ケ谷6A 39大 87 94 6200 51％ 66 ＜400 ＜520 ＜120 26 37

境ケ谷7 39小 63 85 1900 57％ 20 ＜390 ＜290 ＜110 28 150

境ケ谷8 41 1000 330 lgoo 58％ 190 ＜420 ＜350 ＜120 51 13

境ケ谷9 42 580 270 1300 54％ 73 ＜430 ＜480 ＜130 50 55

境ケ谷10 43 16 ＜15 310 65％ 輔 ＜490 ＜300 ＜140 ＜9．7 520

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
境ケ谷IA 44 ／ ＜2．7 ／ ／ ／ ＜30 ／ 73 ／ ／

境ケ谷1B 44 ／ 1．8 ／ ／ ／ ＜14 ／ 88 ／ ／

境ケ谷2 45 ／ 3．7 ／ ／ ／ 630 ／ 86 ／ ／

境ケ谷3A 37－1 ／ 18 ／ ／ ／ ＜34 ／ 56 ／ ／

境ケ谷3B 37－2 ／ 18 ／ ／ ／ ＜36 ／ 60 ／ ／

境ケ谷3C 37－3 ／ ＜3．3 ／ ／ ／ ＜35 ／ 51 ／ ／

境ケ谷4 40 ／ 7．0 ／ ／ ／ ＜34 ／ ＜20 ／ ／

境ケ谷5 38 ／ 7．4 ／ ／ ／ ＜30 ／ 74 ／ ／

境ケ谷6A 39大 ／ 5．4 ／ ／ ／ ＜33 ／ 58 ／ ／
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資料番号 SNα Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
境ケ谷7 39小 ／ ＜3．9 ／ ／ ／ 3．0 ／ 66 ／ ／

境ケ谷8 41 ／ 55 ／ ／ ／ ＜26 ／ 59 ／ ／

境ケ谷9 42 ／ 4．6 ／ ／ ／ ＜32 ／ 60 ／ ／

境ケ谷10 43 ／ 16 ／ ／ ／ ＜38 ／ 59 ／ ／

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba 1」a Ce Pr Nd Sm
境ケ谷IA 44 ＜1．2 ／ ／ ／ ＜1300 4．1 ＜5．3 ／ ＜12 0．71

境ケ谷IB 44 ＜057 ／ ／ ／ ＜1500 2．1 ＜5．8 ／ ＜13 0．19

境ケ谷2 45 2．6 ／ ／ ／ ＜53 2．1 ＜9．1 ／ ＜13 0．71

境ケ谷3A 37－1 ＜1．4 ／ ／ ／ ＜1300 27 46 ／ ＜15 3．2

境ケ谷3B 37－2 ＜1．4 ／ ／ ／ ＜1500 28 44 ／ ＜16 3．3

境ケ谷3C 37－3 ＜1．4 ／ ／ ／ ＜1500 33 57 ／ ＜15 4．1

境ケ谷4 40 ＜1．3 ／ ／ ／ ＜1400 27 95 ／ ＜16 4．0

境ケ谷5 38 ＜1．1 ／ ／ ／ ＜1200 16 27 ／ ＜14 3．6

境ケ谷6A 39大 ＜2．1 ／ ／ ／ ＜2000 23 38 ／ ＜15 4．7

境ケ谷7 39小 4．7 ／ ／ ／ 300 15 29 ／ ＜16 45

境ケ谷8 41 ＜1．1 ／ ／ ／ ＜310 12 19 ／ ＜14 1．8

境ケ谷9 42 ＜1．3 ／ ／ ／ 370 18 27 ／ ＜15 2．4

境ケ谷10 43 19 ／ ／ ／ ＜540 ll ＜7．2 ／ ＜17 1．5

資料番号 SNo． Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta W Ir Au
境ケ谷1A 44 ＜0．67 ／ ＜5．3 ＜051 ＜0．088 ＜1．9 ／ ＜1．9 ＜0。04 ＜0．Ol4

境ケ谷IB 44 ＜0．72 ／ ＜6．0 ＜0．55 ＜0．094 ＜2．0 ／ ＜0．83 ＜0．042 ＜0．Ol5

境ケ谷2 45 0．19 ／ 0．93 ＜0。48 ＜0．085 ＜1．6 ／ 0．68 ＜0．035 0，025

境ケ谷3A 37－1 0．29 ／ ＜5．6 1．7 0．33 15 ／ 28 ＜0．047 0．14

境ケ谷3B 37－2 ＜0．75 ／ ＜6．4 1．5 0．27 16 ／ 27 ＜0．050 ＜0．014

境ケ谷3C 37－3 0．46 ／ ＜6．3 2．2 0．44 17 ／ 27 ＜0．046 ＜0．Ol3

境ケ谷4 40 056 ／ ＜5．6 3．7 ＜0．75 33 ／ 3．0 ＜0．048 ＜0．Ol4

境ケ谷5 38 0．64 ／ ＜4．9 1．7 0．24 ＜2．1 ／ 150 ＜0．043 0，035

境ケ谷6A 39大 1．1 ／ ＜8．0 2．3 0．43 ＜2．2 ／ 130 ＜0．042 ＜0．Ol4

境ケ谷7 39小 0．80 ／ 4．3 2．0 ＜0．11 ＜25 ／ 650 ＜0．045 0，049

境ケ谷8 41 ＜0．63 ／ ＜0．92 ＜0．55 ＜0．097 5．9 ／ 1．7 ＜0．048 0．70

境ケ谷9 42 0．47 ／ 2．0 1．3 0．26 6．8 ／ ＜2．9 ＜0．049 0，022

境ケ谷10 43 ＜0．94 ／ ＜2．4 ＜0．7 ＜0．14 ＜2．4 ／ 6．2 ＜0．049 0，066

資料番号 SNα Hg Th u
境ケ谷IA 44 ／ ＜0．93 ＜059

境ケ谷1B 44 ／ ＜0．99 ＜0．58

境ケ谷2 45 ／ ＜0．82 ＜054

境ケ谷3A 37－1 ／ 6．3 ＜1．3

境ケ谷3B 37－2 ／ 6．1 1．8

境ケ谷3C 37－3 ／ 7．7 1．6
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資料番号 SNo． Hg Th u
境ケ谷4 40 ／ 1．5 3．8

境ケ谷5 38 ／ 3．1 1．7

境ケ谷6A 39大 ／ 4．4 ＜1．7

境ケ谷7 39小 ／ 3．6 2．6

境ケ谷8 41 ／ 4．4 ＜1．5

境ケ谷9 42 ／ 5．1 ＜0．72

境ケ谷10 43 ／ 1．8 ＜0．84

（Ti／Fe）

　　1

10－1

10－2

10－3

10－4

10－5

10－6

10－6 10－5 10－4 10－3 10－2 10－1　　1
　　　（V／Fe）

図67　境ヶ谷遺跡・鉄関連遺物V／Fe－Ti／Fe相関図
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25）カナクロ谷遺跡

遺　跡　名
カナクロダニ仕キ 地図名（5万分の1）

　　　乃美カナクロ谷遺跡

所　在　地 広島県世羅郡世羅町大字黒淵字東山

遺跡の内容 製鉄炉の地下構造施設2が検出された製鉄遺跡である。

時　　　期
1号炉南側の炉壁堆積中から出土した須恵器より，6世紀末～7世紀初に比定さ

れている。

鉄　　　器

鉄関連遺物 製錬津，軟マンガン鉱

そ　の　他 木炭，須恵器

試料番号 S19
調　査　年 1980．lL25．～12．4．，　1981．3．9．

調　査　者 広島大学考古学研究室

文　　　献

潮見浩「カナクロ谷製鉄遺跡」　（『中国地方製鉄遺跡の体系的研究』，1983）。桂　　　　　　　　　　　　　　，

敬・福田豊彦・高塚秀治「広島県カナクロ谷製鉄遺跡のマンガンを多量に含む鉄

津に就いて」　（『たたら研究』26，34－40．1984）。

備　　　考

1号は長さ1．2m。幅0．9mの楕円もしくは舟形の平面をもつ焼土面が検出され

る。2号炉は内面が焼けた0．9×0．7mの楕円形の掘り込みがみられた。理化学的

な分析により，砂鉄製錬とマンガンを多量に含む鉱石製錬がおこなわれた，複合

製鉄遺跡であることが明かにされている。
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一章　調査報告（一．5　中国地方）

資料番号1（S19）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

カナクロ谷

　　1 出土状況
調　査区
遺　　構
出土状況

時　　　期 根　　　拠

登録番号
歴博番号　　　19
所蔵者番号

磁着度1
メタル度なし

遺存度破片

破面数1

色　調

黒褐色

遺　物　名
製錬津

法
量

長径　　　　cm
短径　　　　　cm

厚さ　　　　　cm

重さ　　　　　9

所　　　見
木炭痕の残る流動状の製錬津の破片である。色調は鈍い黒褐色。側面と下面に

は1cm前後の木炭痕，上面には黄褐色の炉壁粉が点在し，固化の際にチリメン状

の雛が生じている。気孔はごく少なく上部に丸いものがややみられる。

分析試料 長軸端部の大部分を直線状に切断し，淳部を分析。

備　　　考
津表面の振れたような雛や鈍い色調，さらには新しい破面にみられる金色気味

の小結晶など，一般的な鉄津とは違う外観である。

1
2
3
4
5

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版51）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版119）

写真中の部分分析値

㊧ SIKα ㊧ sユκ“

門nKα

FeKぴ

Feκ“

Hr1Kぴ

HgK点 K　Kα MgKα c8κα

臼1K・＝ヱ竺ごT・K㏄ 臼1Kα　　　　　K－K〔㎡

　　　r一ノ
丁1Kw

1 6．0 8． 1

三　備考
　　CT上端値が1050で比較的均質な鉄津である。　MnOが16．1％，　TiO2は0．32％，　Vは0．057％

　を示す。電子顕微鏡に鉄かんらん石が認められ，MnOを含んでいることが示されている。
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表50　カナクロ谷遺跡化学分析値（％）

資料番号 SNo． TFe M．Fe FeO Fe203 Sio2 A1203 MgO Tio2
カナクロ谷1 19 ＊20．2 ＊0．17 ＊18．93 ＊7．6 37．62 10．74 0．66 0．32

資料番号 SNo． MnO CaO ⑭
Na203 Cu Ti V P205

カナクロ谷1 19 16．10 4．03 1，692 0，320 ＊0．025 ＊0．20 ＊0．057 0，786

表51　カナクロ谷遺跡放射化分析値（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg Al Si S C1 K Ca Sc Ti
カナクロ谷1 19 ND ND 39000 ／ ／ ND 13000 ND 13 ND
資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
カナクロ谷1 19 510 200 100000 27％ 61 ／ ND ND 16 18

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
カナクロ谷1 19 ／ ND ／ ／ ／ ／ ／ 9．2 ／ ／

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
カナクロ谷1 19 ND ／ ／ ／ ／ llO 95 ／ ND 32

資料番号 SNo． Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta W Ir Au
カナクロ谷1 19 9．2 ／ ／ 24 3．0 M） ／ 6．4 ／ ND

資料番号 SNo． Hg Th u
カナクロ谷1 19 ／ 17 22
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一章　調査報告（一．5　中国地方）

26）下本谷遺跡

遺　跡　名
シモホンダニ仕キダイ6ジ 地図名（5万分の1）

　　　三次下本谷遺跡第6次

所　在　地 広島県三次市西酒屋町善法寺

遺跡の内容
掘立柱建物跡4，柵2，溝1，柱穴が検出された郡衙の一部と考えられる遺跡
で，柱穴などから鉄津が出土した。

時　　　期 出土した須恵器から，7世紀代に比定されている。

鉄　　　器 鉄釘

鉄関連遺物 鍛冶淳，羽口，鍛造剥片

そ　の　他 須恵器，土師器，緑粕陶器，硯

試料番号 Sl－4
調　査　年 1984．7．23～8．28

調　査　者 植田千佳穂他　広島県立埋蔵文化財センター

文　　　献
植田千佳穂『下本谷遺跡第6次発掘調査概報』広島県立埋蔵文化財センター。
1985

備　　　考
掘立柱建物から鍛冶関連遺物が出土したが，遺構的には確認されていない。調・

庸としての鉄を出した遺跡の可能性も指摘されている。
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蕊
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資料番号1（S1）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表⊆
ー 谷本

－

期
一　　一　　　・

　登録番号

　遺

　一

講玉　　　　　　　　1里　　　　　　⊥
長径

短径

厚さ

重さ物　名
鍛冶津（含鉄）

所　　　見

小さな含鉄の椀形鍛冶津である。全

炭痕がみられ，ド面は緩いU字状。

残っている。

分析試料 長軸端部2／3を切断し，津部を分析。
備　　考 セメダインで接合されている資料で

　　　　　　調査区
出土状況遺　構8405T西半
　　　　　　出土状況

7世紀　　　　　　　　　根　　　拠
　　　　　　　　　　　　　　　4．2cm「磁着度4　　－「一一色　調

　　　　　　　　　　　　　　緊購㌫ご

小さな含鉄の椀形鍛冶津である。全体が赤錆に覆われている．上面は小さな木

　　　　　　ド面は緩いU字状．中核部は黒錆が吹き，1～2㎜大のメタルが

0　　　　　　　3cm 　　　化学分析1・2

図　　　電子顕微鏡　　　放射化分析

1
2
3
4

図68　下本谷遺跡出土鉄澤実測図とサンプリング位置，写真（縮尺2：3）

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版51）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版ll9）
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5　写真中の部分分析値

㊧ FE賑

別κα K Kα

s1陥 C己kぽ一TJK窃

1 ［

2．¢ 4 oo G．o¢ 8， ¢

章　調査報告（　．5　巾国地方〉

㊨ F郁ぴ

月ユK枢 K K☆

s1κα c8K“一丁ユK“

2 oo 4．随 c o o②

三　備考
　　電子顕微鏡観察結果によれば，鉱物組成はウスタイトと鉄の酸化物（錆）からなる。元

　素分析値からは砂鉄，通常鉄鉱石のいずれに由来するものかは不明である。

資料番号2（S2）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表
一

下　本　谷

　2
出土状況

調　査

遺

出土状況

区
構 8405T西半

時　　　期 7世紀 根　　　拠

登録番号
歴博番号
所蔵者番号

2
「
31法

長径　　　6．7cm

短径　　　2．6cn1

磁着度1
メタル度な

遺　物　名
　　　　　1

製錬淳
一

一 量 厚さ　　　1．7cm
重さ　　35．6　g　－一一

遺存度破
破面数1

　　　　　1所　　　見

幅2cmあまりの流動状の製錬津である。長軸端部は破面。

る。気孔は小さくごく少ない。破面の結晶は良く発達し

分析試料 長軸端部9／10を切断し， 津部を分析。　
備
　
　
　
考
‘

残材は短軸端部の小片
一

色　調

黄褐色

ノ〆
い

0　　　　　　5cm

二　自然科学的調査

　　　化学分析ユ・2

“瓢鞠

l　X線CT写真と解析結果（図版52）

2化学分析
3　放射化分析

図69　下本谷遺跡出土鉄淫実測

　　　図とサンプリング位置，

　　　写真（縮尺1：3）
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4　電子顕微鏡写真（図版ll9）

5　写真中の部分分析値

㊧ FBkα ㊨ Feκα

S」H“

k k“ 月1居α Kκ〆
刑Kα C自Kα一T1κα s1Kα cδκα　丁1Kα

ヂ 4．② 6．o 8．

三　備考
　　電子顕微鏡観察結果によれば，鉄かんらん石とわずかなTiO2成分を含む微細なスピネル

　結晶鉱物が認められる。元素分析値からTio2は053％であるが，砂鉄，通常鉄鉱石のいずれ

　に由来するものかは不明である。

資料番号3（S3）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

下　本　谷

　3
出土状況

調査区
遺　　構
出土状況

時　　　期 7世紀　　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　　3
所蔵者番号　　　4

長径　　　4．9cm

短径　　　3．6cm

厚さ　　　　　cm

重さ　　35．29

磁着度2
メタル度なし

遺存度破片
破面数3

色　調

黒褐色

遺　物　名
鍛冶津

法
量

所　　　見
不定形の椀形鍛冶津である。木炭粉などが多く混在した付着土砂が厚く付着し

ている。色調は黒褐色。

分析試料 津主体部全体を分析。
備　　　考
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章調査報告（　5巾国地方）

1
2
3
4
5

　　　　　　　　　　　　　　　化学分析】・2

　　〔一3cm　“紅顕微鏡
　　　　　　　　　　　　　　　放射化分析

図70　下本谷遺跡出±鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺2：3）

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版52）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版ll9）

写真中の部分分析値

㊧ FeKα
一

Alκα

SIKα CヨKぱ一TIK蝋

1 2．oo 4．00 6．②0 8．¢0

㊨ S入Kぱ

FeKα

AIKα 1c・K朕

K Ko〈

TIKぷ

2．oの 4．¢o 6．00 8．oo

三　備考
　　電子顕微鏡観察結果によれば，鉱物組成は主としてウスタイトである、，元素分析値から

　TiO2はo．65％であるが，2の資料と1司様に砂鉄，通常鉄鉱石のいずれに由来するものかは不

　明である、、
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資料番号4（S4）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

下　本　谷

　　4

　一　　　　　　調　査　区

出土状況　遺　　　構

　　　　　　出土状況

時　　　期 7世紀
r一

　　　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　　　4
所蔵者番号　　　　5 法

量

長径　　　5．2cm

短径　　　3．7cm

厚さ　　　1．7cm

重さ　　48．0　9

磁着度2　　　　色　調　　　　　　　1メタル度なし　　　　黒褐色

遺存度破片

破面数3遺　物　名
鍛冶津

一一

所　　　見

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・不整台形をした小さな椀形鍛冶淫である。ヒ面にはlcm大の木炭痕が2ケ所。

面には4㎜大の木炭痕が1ケ所残る。側面1ケ所は破面である。破面の気孔は

層が少なく，上層に横方向に結合したものが認められる。

分析試料 長軸端部2／5を切断し，

L字状に切断して放射化分析に供す。

津部を化学分析と電子顕微鏡，もう一方の長軸端部1／5

備　　　考1 　一
一

　　　・

主
い
“

ぷ㌻5

0　　　　　　　3cm

　　　化学分析1・2

図　　　電子顕微鏡　　　放射化分析

卜

1
2
3
4

図7［下本谷遺跡出±鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺2：3）

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版52）

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真（図版120）
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章　調査報告（一’．5　中国地方）

5　写真中の部分分析値

㊧ FEKα

R1ト1α
ト
、

陥
5ユKα c己ト㍍一丁ユkα

2． ② 4．随　　　　　　£功⑦ B．o②

右） Fekぴ
ヒ．’

S」賑

K K“

〆
用κ“ c欲隅「1Kp

②o 4 o②　　　　　　5』② 8 ②¢

三　備考
　　電子顕微鏡観察結果によれば，鉱物組成は鉄かんらん石およびウスタイトである。この

　資料も元素分析値から砂鉄，通常鉄鉱石のいずれに由来するものかは不明である。

資料番号5（T3）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

下　本　谷
　　5　　－・一．一一一 出土状況

調　査　区

遺　　　構　　8405トレンチ

出土状況
期

一．

7世紀 根　　　拠

L
　
時
1
　
登
録
番
号
　
遺
　
物
　
名

歴博番号　　　T3
所蔵者番号　　　　1

　一長さ　　7．3cm
幅　　　0．9cnl

厚さ　　　　　cm

重さ　　18．4　9

磁着度
メタル度

遺存度破片
破面数

一　　　　　一　　　　　一　↑　一

鉄釘

　一

法
量

一

所 見　　表面は暗褐色の錆に覆われている。　　　一
一一一

‘分析試料
「福二一一考一

　　　　　一
一一含浸処理済み。　　　一 　　一・一一一一一剥離の状況から鍛造品と考えられる。

色　調

黒褐色

一」

ー
‘
－

　
　
　
　

一

5cm

0

図72　下本谷遺跡出土鉄釘実測図，写真（縮尺1：2）
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二　自然科学的調査

　1　X線透過写真（図版4）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版120）

　5　写真中の部分分析値

三　備考
　　化学分析や放射化分析のデータからは

原料が鉱石系である可能性がうかがえ

る。電子顕微鏡の視野には現われていな

いが，角状の結晶物質が10個ほど観察で

きた。この角状結晶物質はV，Ti，　Feなどの成分が多く，スピネル型の結晶物質を構1成して

いると思われる。

　同遺跡の鉄津中からも鉄器中にあったと同様の鉱物が見つかっているので，この鉄器が

本遺跡で加工され，その時に排出されたのが1～4の鋭宰であると考えられる。

⑧ Slkα

eK区

RIKD（

C己Kα

K Kα TIKα

P　Kα

｜ 2．o 4．oo 6．00 8． o

表52　下本谷遺跡鉄関連遺物化学分析値一覧表（％）

資料番号 SNo． T二Fe M』Te FeO Fe203 Sio2 A1203 MgO Tio2
下本谷1 1 ＊53．28 ＊1．oo ＊8．69 ＊65．09 9．62 2．47 0．23 ／

下本谷2 2 ＊41．13 ＊0．10 ＊49．16 ＊4．03 28．99 7．16 1．28 0．53

下本谷3 3 ＊61．98 ＊0．05 ＊45．47 ＊38．01 15．82 456 0．48 0．65

下本谷4 4 ＊53．44 ＊0．12 ＊58．38 ＊ll．35 17．53 4．75 0．82 ／

資料番号 SNo． MnO CaO ⑭ Na20 Cu
Ti V P205

下本谷1 1 0．06 0．20 0，281 0，099 ＊0．005 ＊0．12 ＊0．035 0，083

下本谷2 2 0．15 3．80 1，754 0567 ＊0．007 ＊0．36 ＊0．032 0，196

下本谷3 3 0．11 0．53 0，479 0，204 ＊0．006 ＊0．28 ＊0．043 0，090

下本谷4 4 0．05 1．92 0，587 0，240 ＊0．004 ＊0．13 ＊0．009 0，156

表53　下本谷遺跡鉄器化学分析値一覧表（％）

資料番号 TNo． C Si Mn P S Ti Ca Al
下本谷5 T3 0．26 0．02 0．01 0，009 0，002 0，001 0，001 0，003

資料番号 TNo． Mg Cu Zn V Mo As Fe
下本谷5 T3 0，001 0，006 0，002 0，006 0，001 0，008 99．5
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表54　下本谷遺跡放射化分析値一覧表（ppm）

資料番号 S・TNo． Na Mg Al Si S Cl K Ca Sc Ti
下本谷1 1 230 ND 5200 ／ ／ 9．1 1000 ND 1．7 1400

下本谷2 2 4300 17000 32000 ／ ／ 陀 16000 24000 5．3 2900

下本谷3 3 lloo 9400 22000 ／ ／ ND 6000 6600 5．0 8100

下本谷4 4 1200 9100 19000 ／ ／ ND 3900 9500 3．5 1200

下本谷5 T3 ／ 610 630 ＜12％ ＜11％ 50000 ／ ＜2700 ／ 9．1

資料番号 S・TNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
下本谷1 1 430 250 410 58％ 230 ／ ND ND 55 2．6

下本谷2 2 240 82 100 41％ 5．2 ／ ND ND 34 ND
下本谷3 3 810 170 1400 48％ 74 ／ ND m 38 3．2

下本谷4 4 79 43 420 54％ 36 ／ ND ND 27 ND
下本谷5 T3 83 ND 160 99％ ND ／ 75 ND ／ 4．5

資料番号 S・TNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
下本谷1 1 ／ 19 ／ ／ ／ ／ ／ ND ／ ／

下本谷2 2 ／ ND ／ ／ ／ ／ ／ ND ／ ／

下本谷3 3 ／ 11 ／ ／ ／ ／ ／ ND ／ ／

下本谷4 4 ／ 4．9 ／ ／ ／ ／ ／ ND ／ ／

下本谷5 T3 ／ ／ ／ ／ ／ ND ／ ／ ＜0．42 ／

資料番号 S・TNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
下本谷1 1 NI） ／ ／ ／ ／ 2．6 ND ／ ND 0．34
下本谷2 2 ND ／ ／ ／ ／ 17 24 ／ ND 2．0

下本谷3 3 ND ／ ／ ／ ／ 17 24 ／ ND 2．0

下本谷4 4 ND ／ ／ ／ ／ 15 18 ／ ND 2．2

下本谷5 T3 ND ＜9．0 ／ ／ ／ 0．20 ／ ／ ／ ／

資料番号 S・TNα Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta W Ir Au
下本谷1 1 ND ／ ／ ND ND ND ／ ND ／ ND
下本谷2 2 ND ／ ／ 1．2 0．23 3．4 ／ ND ／ ND
下本谷3 3 ND ／ ／ 1．0 0．17 3．0 ／ 1．9 ／ ND
下本谷4 4 ND ／ ／ 1．2 0．23 3．4 ／ ND ／ ND
下本谷5 T3 ／ ／ ＜0．25 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

資料番号 S・TNo． Hg Th u
下本谷1 1 ／ ND ND
下本谷2 2 ／ 12 ND
下本谷3 3 ／ 14 ND
下本谷4 4 ／ 12 ND
下本谷5 T3 ／ ／ ／
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図73　下本谷遺跡・鉄関連遺物V／Fe－Ti／Fe相関図
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27）矢栗製鉄遺跡

遺　跡　名
ヤグリセイテッイセキ 地図名（5万分の1）

　　　琴谷矢栗製鉄遺跡

所　在　地 広島県山県郡豊平町阿坂字矢栗181

遺跡の内容
製錬炉の除湿用地下構造施設2，作業場，排津場，砂鉄置き場を伴う製鉄遺跡で
ある。

時　　　期
焼土，木炭による理化学的年代測定を実施中だが，構造的に類似する大矢製鉄遺

跡から13世紀を前後する時期が想定されている。

鉄　　　器

鉄関連遺物 製錬澤，砂鉄，炉壁（木呂穴あり）

そ　の　他 木炭

試料番号 S191，　Sl92
調　査　年 1984年3月1～15日

調　査　者 広島大学考古学研究室

文　　　献

潮見浩『中国地方製鉄遺跡の体系的研究一昭和57年度科学研究費補助金（一般研

究A）研究成果報告書』1985）。古瀬清秀『豊平町矢栗製鉄遺跡発掘調査現地説

明会資料』1983

備　　　考

完掘された1号炉は近世たたら製鉄の本床に相当する舟底状の凹みと，その長軸

の両側に平行する小舟に相当する溝からなる。上部構造は不明だが，木呂穴をも

つ炉壁から考えて箱形炉系の可能性が高い。

鍾者’i鰍
i°⊆

霧

纏

09

　　　　耀
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資料番号1（S191）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

　時　　　期

登録番号

蓮物名

所 見

出土状況

中世

歴博番号
所蔵者番号

製錬津

言　査　区

遺構炉北端ピット北
出土状況　 1号炉作業面下

根

19

1
［
1
去

］量

長径　　　6．1

短径　　　4．7

厚さ　　　4．9

重さ　　222．0

拠

側面に破面を4つ持つ製錬津の破片である。上面は破面で微細な気孔が密集す

る。下面には炉床粘土の圧痕がみられ，若干炉床±も付着している。破面には

上下方向に除冷組織が長く走っており，明瞭な筋が全面にみられる。

分析試料　　長軸端部1／2を直線状に切断し，津部を分析。

備 考　気孔の少ない炉底塊の基底部付近の破片である。

　籔
ち癖
モ　ダン　　の　ツ

礁

　　、　　〔、

「　：，。

ハ＼∠

へ～ ＼ 　♪

　　化学分析

“　　電子顕微鏡　　　放射化分析

図74　矢栗遺跡出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺1：3）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版52）

　2　化学分析

　3　放射化分析
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4　電子顕微鏡写真（図版120）

5　写真中の部分分析値

㊧ FeKぱ

T］Xα

月］K“ K x“

SJκ“ cヨKw

㊨ FeK“

s」Kぎ

阿gKぴ κ kα

別K“ Caκ“一丁1κα

2．の9 4．o② 6．oo

別κα k Kα
s工Kα Caκ縣一丁jK“

2．oo 4．0⑦ 6． oo

三　備考
　　CT上端値1050で孔が少なく比較的均質

　な鉄津である。化学分析結果によればTiO2

　は11．44％，Vは0．120％であった。電子顕微

　鏡によると，ウルボスピネルと鉄かんらん

　石が観察されていることから考えて，砂鉄

　を原料とする製錬澤と考えられる。

資料番号2（S192）

　一　考古学的調査

　　　1資料観察表

矢　　　栗

　　2 出土状況
調査区
遺　　　構　　2号炉作業面

出土状況

時　　　期 中世　　　　　　　　　　根　　　拠

登録番号
歴博番号　　　192
所蔵者番号　　　2

長径　　7．lcm
短径　　5．2cm
厚さ　　　4．lcm

重さ　153．09

磁着度3
メタル度なし

遺存度破片

破面数3

色　調

黒褐色

遺　物　名
製錬津

法
量

所　　　見
茶色の±砂まみれの鉄津である。一部に磁着反応があり中核部は炉内淫と推定
される。

分析試料 長軸端部1／3を直線状に切断し，中核部のしっかりした津部を分析。
備　　　考 炉内津の酸化気味の粗雑な部分であろう。
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0　　　　　　5cm

声

図化粉析

　　　電子顕微鏡

薩　　　放射化分析

図75　矢栗遺跡出土鉄津実測図とサンプリング位置，写真（縮尺1：3）

二　自然科学的調査

　l　X線CT写真と解析結果（図版

　　　52）

　2化学分析
　3　放射化分析

　4　電子顕微鏡写真（図版120）

　5　写真中の部分分析値

㊧

AIK〔× K K“

s1Kぐく CaKα一丁1kα

o

一’ ㊨ F巳K螺
中 F已K“

一

S1陥 TユK㌫

RIKウ K　KIx

NgKα
K K陪

CaKc（
RユKα c日Kα一hK“ 　L

8．四ゴ 2 ②② 4．o¢ G．oo
2．随 4．②¢　　　　6・00 lo②

三　備考
　　CT上端値Ilooで多孔質な資料である。一部に磁着反応があるが，　CT観察結果にはあ

　らわれていない。製錬淫と考えられる。
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表55　矢栗遺跡化学分析値一覧表（％）

資料番号 SNα T．Fe MJre FeO Fe203 Sio2 AhO3 MgO Tio2
矢栗1 191 39．52 1．01 45．80 4．16 24．37 5．12 0．36 11．44

矢栗2 192 48．02 154 4．74 61．19 10．00 2．45 0．23 9．49

資料番号 SN仏 MnO CaO ⑭
S Cu V P205

矢栗1 191 1．20 2．29 1，292 0，005 0，004 0，120 0，211

矢栗2 192 1．38 1．20 0，489 0，057 0，004 0，162 0，172

表56　矢栗遺跡放射化分析値一覧表（ppm）

資料番号 SNo． Na Mg Al Si S Cl K Ca Sc Ti
矢栗1 191 1200 ＊6400 12000 ／ ／ ＜460 7100 ＜2900 47 39000

矢栗2 192 340 ＜7400 6100 ／ ／ ＜280 2300 5000 20 30000

資料番号 SNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
矢栗1 191 1700 370 7200 37％ ＜35 ＜770 ＜420 ＜240 56 ＜1．4

矢栗2 192 1200 140 5300 46％ 24 ＜630 ＜310 ＜180 53 6．2

資料番号 SNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
矢栗1 191 ＜19 ＜2．1 ＜57 ＜1000 3100 ＜9．6 ＜16 ＜17 ＜0．93 ＜1700

矢栗2 192 ＜15 ＜0．94 ＜55 ＜860 ＜1200 75 ＜13 ＜9．7 ＜0．78 ＜1400

資料番号 SNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
矢栗1 191 ＜0．40 ＜16 ／ ＜2．9 430 230 490 ／ 150 22

矢栗2 192 L1 ＜13 ／ ＜2．4 ＜210 80 170 ／ ＜14 8．0

資料番号 SNo． Eu Tb 1）y Yb Lu Hf Ta W Ir Au
矢栗1 191 ＜0．81 ／ ＜4．8 8．0 1．9 93 12 4．2 ＜0．069 0，028

矢栗2 192 ＜0．97 ／ ＜4．1 3．3 0．71 40 3．7 2．7 ＜0．048 ＜0．016

資料番号 SNo． Hg Th I
J

矢栗1 191 ＜7．1 67 7．9

矢栗2 192 ＜5．5 18 2．5
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表57　中国地方化学分析値一覧表（％）

資料番号 SNo． T．Fe M．Fe FeO Fe203 Sio2 Al203 MgO Tio2 MnO
大池たたら1 152 61．69 ＜0．05 21．14 64．71 7．54 1．64 0．42 1．45 0．32

大池たたら2A 153 46．40 0．04 52．34 8．12 23．53 5．41 0．66 3．31 0．56

大池たたら2B 154 47．08 0．06 52．22 9．19 23．06 5．10 0．62 3．02 052

大池たたら3 155 50．24 0．07 51．55 14．44 20．02 4．41 0．53 2．70 0．46

大池たたら4 156 44．45 0．10 52．38 5．20 25．30 6．16 0．61 3．79 0．54

大池たたら5 157 52．14 0．42 21．18 50．41 14．44 4．38 0．38 1．34 0．32

堂山第2古墳3 135 43．64 0．04 49．70 7．10 2853 6．43 0．71 0．19 0．40

龍王塚古墳1 158 51．80 ＜0．05 6．76 6655 1058 2．46 0．36 0．18 0．ll

山方前1 291 65．28 0．31 27．19 62．68 4．65 0．19 0．16 0．03 0．16

山方前2 292 58．99 0．39 23．28 57．91 10．84 0．42 3．5 0．02 0．12

山方前3A 293 27．92 3．38 20．24 1259 37．27 6．14 7．35 0．37 0．24

山方前5 297 3734 3．37 39．65 4．5 31．44 5．83 4．93 0．47 0．34

山方前6 298 3．62 0．22 0．36 4．46 72．46 16．14 1．66 1．12 0．08

池尻1 299 37．44 0．34 18．14 32．89 22．6 8．4 3．30 L83 0．38

勝央VIl 168 21．67 0．37 10．88 18．36 40．73 11．96 1．11 0．77 0．64

勝央～42 169 3．25 0．36 0．40 3．69 65．31 18．94 0．99 0．91 0．07

みそのおAl 290 38．7 0．36 ll．07 42．52 22．77 1．62 0．75 0．Ol 0．76

勝央11 170 28．35 0．41 10．87 27．87 29．43 9．11 1．14 12．38 0．72

勝央H2 172 2454 0．28 17．21 15．56 38．03 8．94 0．89 0．69 0．82

勝央H3 171 2．69 0．28 0．29 3．12 73．45 14．96 0．52 0．58 0．05

甫崎天神2号墳1 193 51．95 ＜0．05 51．15 17．43 18．33 4．56 0．82 1．03 0．16

甫崎天神2号墳2 194 50．70 2．93 47．17 15．88 18．13 4．33 0．65 0．40 2．02

高坪古墳1 163 4857 ＜0．05 42．83 2L84 20．70 4．94 0．96 0．33 0．16

横田IA 159 48．29 1．35 2856 3537 15．40 458 0．63 5．07 0．62

横田2A 161 50．76 1．40 43．73 21．98 15．63 3．29 1．61 3．62 0．36

丹摩古墳1 164 39．09 0．15 43．45 7．39 22．27 4．75 1．10 12．71 0．99

丹摩古墳2 165 28．09 1．12 22．49 13．57 27．69 5．20 0．92 15．99 1．15

丹摩古墳3 166 3．71 0．28 0．36 450 71．54 13．98 0．70 0．71 0．13

二子14号墳1 167 33．89 1．68 26．99 16．06 36．60 6．34 1．01 0．24 0．70

美作国府1 175 47．04 1．16 35．07 26．63 2153 357 0．45 2．70 0．22

高本1 173 30．30 0．24 3351 5．74 18．91 4．77 153 27．62 1．65

高本2 174 16．34 0．84 5．10 16．35 47．46 16．80 0．71 3．91 0．30

上熊谷土居1 195 29．82 0．05 25．IO 14．67 38．86 5．07 0．94 0．18 0．28

荒神風呂1 176 51．97 0．07 49．76 18．90 18．75 5．44 0．69 1．44 0．15

平1A 16 ＊39．7 ＊0．02 ＊40．12 ＊12．14 27．37 8．47 0．65 ／ 0．18

平IB 16 ＊031 ＊0．14 ＊0．09 ＊0．14 0．47 052 0．83 ／ 0．07

平2 17 ＊55、15 ＊0．36 ＊55．23 ＊16．96 16．70 3．70 0．64 ／ 0．16
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資料番号 SNo． T．Fe M．Fe　FeO Fe203 Sio2 AI203 MgO Tio2 MnO
西坂古墳1A 177 54．74 0．05　60．22 11．27 18．31 3．40 0．80 0．18 0．70

西坂古墳IB 178 19．89 0．02　20．81 5．28 56．32 9．27 0．66 0．30 0．30

西坂古墳2 179 33．43 0．29　33．28 10．40 34．13 4．82 0．99 0．29 1．03

三月田1 75 ＊49．88 ＊0．Ol　＊56．56 ＊8．46 24．06 4．66 050 3．44 0．31

三月田2 76 ＊35．16 ＊0．04　＊39．22 ＊6．63 35．86 8．93 1．06 2．00 0．36

三月田3 80 ＊42．12 ＊0．06 ＊3157 ＊25．05 24．17 6．29 0．88 2．67 0．26

三月田4 79 ＊69．04 ＊0．85 ＊49．08 ＊42．95 8．55 2．36 0．14 0．25 0．03

三月田5A 77 ＊11．6 ＊0．06 ＊5．302 ＊10．61 54．05 12．53 0．73 1．86 0．15

沖田奥1 301 66．36 0．42 25．1 66．39 4．3 0．86 0．51 0．09 0．24

沖田奥2 180 43．76 0．29 42．38 15．05 24．60 4．13 0．77 0．22 0．80

沖田奥3 181 41．81 0．44 4654 7．43 27．30 4．21 0．80 0．26 0．88

藤原1 182 35．23 4．05 27．38 14．15 31．11 6．73 0．76 0．15 0．91

古池奥1 183 41．90 0．28 40．17 13．75 25．98 5．87 0．87 0．42 0．76

古池奥2 184 43．37 8．24 34．78 ll．57 21．Ol 3．42 0．76 0．05 2．08

大ノ奥1 185 34．21 0．01 39．45 5．06 36．27 5．14 3．03 0．15 0．76

板井砂奥1 300 64．21 050 24．35 64．03 7．39 0．39 0．12 0．07 1．54

板井砂奥2 188 3951 0．15 42．30 9．26 29．54 6．16 0．98 0．41 0．75

板井砂奥3 189 4539 5．17 20．07 35．20 19．44 3．34 0．75 0．42 0．64

正木1 196 65．63 0．84 1．00 91．52 1．02 4．91 0．07 0．05 0．03

山宝鉱山1 258 57．87 0．61 26．94 51．93 7．68 0．94 2．72 0．19 0．65

境ケ谷IA 44．1 51．30 ／ ／ 73．36 15．10 5．29 1．16 4．20 0．37

境ケ谷IB 44－2 64．81 ／ ／ 92．67 0．90 2．72 1．16 5．05 0．45

境ケ谷2 45 ＊62．96 ＊0．02 ＊12．59 ＊76．00 3．27 1．25 0．Ol 0．02 0．Ol

境ケ谷3A 37－1 ＊43．30 ＊0、12 ＊4954 ＊6．68 22．06 6．16 1．56 6．22 057

境ケ谷3B 37－2 ＊46．54 ＊0．1 ＊52．45 ＊8．11 10．82 6．03 1．67 ／ 0．58

境ケ谷3C 37－3 ＊39．18 ＊0．15 ＊43．29 ＊7．69 28．26 6．69 L54 ／ 0．59

境ケ谷4 40 45．33 2．94 49．79 5．27 24．43 5．87 0．76 352 0．46

境ケ谷5 38 ＊59．28 ＊0．34 ＊66．2 ＊10．7 14．78 4．50 0．35 0．42 0．41

境ケ谷6 39大 ＊51．73 ＊0．58 ＊59．6 ＊6．90 21．48 6．76 0．48 0．20 0．89

境ケ谷7 39小 ＊57，83 ＊0．24 ＊63．21 ＊12．09 15．12 4．67 0．23 0．17 0．25

境ケ谷8 41 ＊58．91 ＊24．74 ＊27．13 ＊18．70 ll．87 4．35 0．86 2．80 0．25

境ケ谷9 42 ＊51．34 ＊0．19 ＊49．04 ＊18．63 19．68 6．24 0．88 1．43 0．15

境ケ谷10 43 ＊55．19 ＊0．10 ＊40．71 ＊3352 10．44 3．12 0．23 0．08 0．01

カナクロ谷1 19 ＊20．2 ＊0．17 ＊18．93 ＊7．6 37．62 10．74 0．66 ／ 16．10

下本谷1 1 ＊53．28 ＊LOO ＊8．69 ＊65．09 9．62 2．47 0．23 ／ 0．06

下本谷2 2 ＊41．13 ＊0．10 ＊49．16 ＊4．03 28．99 7．16 1．28 ／ 0．15

下本谷3 3 ＊61．98 ＊0．05 ＊45．47 ＊38．01 15．82 456 0．48 ／ 0．11

下本谷4 4 ＊53．44 ＊0．12 ＊58．38 ＊11．35 17．53 4．75 0．82 ／ 0．05

矢栗1 191 39．52 1．Ol 45．80 4．16 24．37 5．12 0．36 ll．44 1．20
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資料番号 SNα T．Fe M．Fe FeO Fe203 Sio2 Aセ03 MgO Tio2 MnO
矢栗2 192 48．02 1．54 4．74 61．19 10．00 2．45 0．23 9．49 L38

資料番号 SNo． CaO ㎜ Na20 P
S Cu Ti V P205

大池たたら1 152 0．42 0，360 ／ ／ 0，013 α005 ／ 0，170 0，096

大池たたら2A 153 156 0，924 ／ ／ 0，006 0，002 ／ 0，200 0，291

大池たたら2B 154 1．48 0，941 ／ ／ 0，027 0，002 ／ 0，171 0，302

大池たたら3 155 1．06 0，483 ／ ／ 0，045 0，002 ／ 0，152 0，285

大池たたら4 156 1．65 1，371 ／ ／ 0，OlO 0，003 ／ 0，289 0，267

大池たたら5 157 058 0，349 ／ ／ 0，068 0，003 ／ 0，158 0，162

堂山第2古墳3 135 2．97 1，504 ／ ／ 0，023 0，002 ／ 0，004 0，171

龍王塚古墳1 158 0．40 0，370 ／ ／ 0，042 0590 ／ 0，003 0，250

山方前1 291 0．14 0，007 0，393 0，005 0，004 0，002 ／ ＜0．001 ／

山方前2 292 2．61 0，025 0，171 0，006 0，003 ＜0．001 ／ ＜0．001 ／

山方前3A 293 5．89 1，164 0514 0，248 0，Ol1 0，008 ／ 0，003 ／

山方前5 297 4．48 1，204 0，417 0．18 0，031 0，007 ／ 0，006 ／

山方前6 298 0．3 1，179 1，173 0，038 0，Ol3 0，003 ／ 0，Oll ／

池尻1 299 8．43 0，602 0，483 0，109 0，004 0，013 ／ 0，033 ／

勝央VIl 168 5．94 2，170 ／ ／ 0，008 0，009 ／ 0，Ol4 0，190

勝央VI　2 169 0．34 2，756 ／ ／ 0，005 0，006 ／ 0，Ol2 0，076

みそのおAl 290 19．32 0，014 0．01 0，Ol4 0，003 0，005 ／ ＜0．001 ／

勝央H1 170 151 1，930 ／ ／ 0，012 0，009 ／ 0，280 0，280

勝央H2 172 954 0，840 ／ ／ 0，083 0，006 ／ 0，Ol3 0，250

勝央H3 171 0．13 1，988 ／ ／ 0，021 0，003 ／ 0，008 0，078

甫崎天神2号墳1 193 L12 0，959 ／ ／ 0，020 0，008 ／ 0，029 0，240

甫崎天神2号墳2 194 2．67 0，994 ／ ／ 0，067 0，034 ／ 0，Ol6 0，504

高坪古墳1 163 1．24 0，530 ／ ／ 0，012 0，011 ／ 0，007 0，180

横田1A 159 1．22 0，660 ／ ／ 0，075 0，009 ／ 0，250 0，210

横田2A 161 159 0，713 ／ ／ 0，117 0，004 ／ 0，220 0，ll6

丹摩古墳1 164 3．03 1，098 ／ ／ 0，022 0，006 ／ 0，224 0，229

丹摩古墳2 165 6．04 1，718 ／ ／ 0，Ol8 0，007 ／ 0，203 0，263

丹摩古墳3 166 0．39 2，178 ／ ／ 0，007 0，002 ／ 0，007 0，062

二子14号墳1 167 2．08 1，435 ／ ／ 0，027 0，003 ／ 0，004 0，215

美作国府1 175 0．82 0，738 ／ ／ 0，025 0，006 ／ 0，ll4 0，919

高本1 173 3．15 0，774 ／ ／ 0，017 0，009 ／ 0，281 0，145

高本2 174 0．78 0，802 ／ ／ 0，018 0，006 ／ 0，124 0，212

上熊谷土居1 195 10ユ6 0，780 ／ ／ 0，008 0，023 ／ 0，007 0，285

荒神風呂1 176 0．75 0，780 ／ ／ 0，030 0，007 ／ 0，077 0，200

平IA 16 0．88 0，705 0，222 ／ ／ ＊0．005 ＊1．10 ＊0．041 0，341

平IB 16 2．16 0，021 0，020 0，009 0，008 ＊0．003 ＊0．070 ＊0．003 ／

平2 17 1．22 0，572 0，118 ／ ／ ＊0．005 ＊0．60 ＊0．076 0，141

西坂古墳1A 177 1．77 0，889 ／ ／ 0，020 0，003 ／ 0，006 0，156
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資料番号 SNo． CaO ⑭ Na20 P S Cu
Ti V P205

西坂古墳IB 178 1．47 2，121 ／ ／ 0，Ol9 0，002 ／ 0，004 0，097

西坂古墳2 179 10．07 1，060 ／ ／ 0，058 α054 ／ 0，004 0，280

三月田1 75 1．30 1，020 ／ 0，083 0，020 ＊0．003 ＊2．28 ＊0．3 ／

三月田2 76 2．29 L840 ／ 0，076 0，025 ＊0．009 ＊1．13 ＊0．18 ／

三月田5A 77 0．45 2，170 ／ 0，038 0，Ol2 ＊O．002 ＊0．88 ＊0。067 ／

三月田4 79 0．34 0，400 ／ 0，073 0，Ol8 ＊0．Ol ＊0．061 ＊0．009 ／

三月田3 80 1．33 1，210 ／ 0，080 0，056 ＊0．005 ＊1．28 ＊0．12 ／

沖田奥1 301 1．16 0，009 0，035 0．Ol 0．Ol 0，004 ／ ＜0．001 ／

沖田奥2 180 5．65 0，900 ／ ／ 0，057 0，040 ／ 0，005 0，120

沖田奥3 181 7．98 1，090 ／ ／ 0，071 0，035 ／ 0，006 0，130

藤原1 182 6．03 1，555 ／ ／ 0，Ol9 0，004 ／ 0，003 0，285

古池奥1 183 6．26 1，060 ／ ／ 0，150 0，011 ／ 0，007 0，250

古池奥2 184 10．07 0，942 ／ ／ 0，ll1 0，021 ／ 0，030 0，168

大ノ奥1 185 5．44 1，795 ／ ／ 0，019 0，037 ／ 0，004 0，159

板井砂奥1 300 0．69 0，024 ＜0．001 0．01 0，002 0，012 ／ ＜0．001 ／

板井砂奥2 188 5．69 1，690 ／ ／ 0，072 0，032 ／ 0，009 0，230

板井砂奥3 189 5．60 0，900 ／ ／ 0，llO 0，036 ／ 0，009 0，200

正木1 196 0．07 0，072 ／ ／ 0，008 0，008 ／ 0，008 0，108

山宝鉱山1 258 3．24 0，070 0，021 0，002 1，762 0，008 ／ 0，003 ／

境ケ谷IA 441 0．70 0，020 ／ 0，025 0，007 ／ ／ ／ ／

境ケ谷IB 442 0．Ol 0，OlO ／ 0，025 0，007 ／ ／ 0．14 ／

境ケ谷2 45 0．Ol 0，030 ／ 0，145 0，053 ＊0．009 ＊0．Ol8 ＊0．004 ／

境ケ谷3A 371 1．97 1，130 ／ 0，050 0，060 ＊0．003 ＊2．560 ＊0．11 ／

境ケ谷3B 372 1．89 1，120 ／ 0，055 0，061 ＊0．005 ＊3．44 ＊0．20 ／

境ケ谷3C 373 2．46 1，060 ／ 0，065 0，036 ＊0．003 ＊1．94 ＊0．077 ／

境ケ谷4 40 306 1，479 0，309 0，058 0，012 0，004 3，590 0，155 ／

境ケ谷5 38 2．21 0，830 ／ 0，105 0，033 ＊0．007 ＊0．23 ＊0．009 ／

境ケ谷6 39大 4．91 0，730 ／ 0，115 0，034 ＊0．059 ＊0．13 ＊0．OlO ／

境ケ谷7 39小 2．94 0，540 ／ 0，085 0，083 ＊0．Ol7 ＊0．061 ＊0．006 ／

境ケ谷8 41 2．ll 0，980 ／ 0，080 0，092 ＊0．008 ＊0．78 ＊0．070 ／

境ケ谷9 42 2．10 0，810 ／ 0，075 0，041 ＊0．005 ＊0．80 ＊0．058 ／

境ケ谷10 43 0．52 0，500 ／ 0，075 0，069 ＊0．022 ＊0。Ol ＊0．006 ／

カナクロ谷1 19 4．03 1，692 ／ ／ 0，320 ＊0．025 ＊0．20 ＊0．057 α786

下本谷1 1 0．20 0，281 0，099 ／ ／ ＊0．005 ＊0．12 ＊0．035 0，083

下本谷2 2 3．80 1，754 0567 ／ ／ ＊0．007 ＊0．36 ＊0．032 0，196

下本谷3 3 0．53 0，479 0，204 ／ ／ ＊0．006 ＊0．28 ＊0．043 0，090

下本谷4 4 1．92 0，587 0，240 ／ ／ ＊0．004 ＊0．13 ＊0．009 0，156

矢栗1 191 2．29 1，292 ／ ／ 0，005 0，004 ／ 0，120 0，211

矢栗2 192 1．20 0，489 ／ ／ 0，057 0，004 ／ 0，162 0，172
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表58　中国地方放射化分析値一覧表（ppm）

資料番号 S・TNα Na Mg Al Si S Cl K Ca Sc Ti
大池たたら1 152 280 ＜7800 3900 ／ ／ ＜240 2200 ＜1100 4．4 4500

大池たたら2A 153 lgoo 7100 17000 ／ ／ ＜400 7500 llOOO 21 9700

大池たたら2B 154 1400 7500 14000 ／ ／ ＜380 6800 7500 20 11000

大池たたら3 155 580 7100 13000 ／ ／ ＜370 2800 ＜2100 20 12000

大池たたら4 156 1700 9600 16000 ／ ／ ＜490 11000 6800 21 13000

大池たたら5 157 480 3600 15000 ／ ／ ＜130 3700 ＜840 2．9 690

堂山第2古墳1B 133 6800 12000 67000 52％ ／ ＊220 36000 12000 5．5 lgoo

堂山第2古墳2 134 6100 16000 43000 ＜19％ ／ ＜290 33000 llOOO 4．5 1400

堂山第2古墳3 135 2000 11000 25000 ＜15％ ／ ＜240 11000 21000 3．7 890

龍王塚古墳1 158 510 1800 15000 ／ ／ 570 3900 2800 2．1 ＜290

山方前1 291 100 18000 1300 5．8％ ＜30000 ＜200 48 1500 0．30 ＜140

山方前2 292 400 27000 3300 8．6％ ＜32000 ＜96 230 16000 0．41 ＜160

山方前3A 293 3600 47000 31000 28％ ＜9700 ＜250 7400 24000 7．2 1500

山方前3B 294 4200 61000 22000 ＜20％ ＜64000 ＜180 12000 47000 5．5 1200

山方前3C 295 L9 ＜600 15 6．6％ 86000 29000 ＜14 ＜1400 ＜0．063 ＜loo

山方前4 296 1200 41000 24000 ＜21％ ＜5700 ＜160 2200 7400 6．1 1200

山方前5 297 4㎜ 37000 26000 ＜22％ ＜8100 ＜190 13000 39000 6．4 2200

山方前6 298 13000 ＜23000 72000 ＜37％ ＜140000 ＜280 18000 7000 14 4200

池尻1 299 6900 49000 58000 ＜31％ ＜130000 3800 6800 97000 31 11000

勝央W1 168 1700 14000 37000 ／ ／ ＜360 17000 41000 ＜10 2500

勝央VI　2 169 3700 22000 70000 ／ ／ ＜360 23000 ＜2900 ＜17 4600

みそのおAl 290 170 3600 ggoo ＜16％ ＜67000 ＜210 140 120000 0．82 〈310

勝央nl 170 420 15000 ggoo ／ ／ ＜340 7700 7900 42 81000

勝央H2 172 2000 11000 30000 ／ ／ ＜380 9200 77000 8．5 2600

勝央H3 171 lgoo 7600 35000 ／ ／ ＜420 20000 ＜2900 ＜15 22000

甫崎天神2号墳1 193 1500 7800 17000 ／ ／ ＜290 9000 22000 3．5 ＜450

甫崎天神2号墳2 194 1600 6900 15000 ／ ／ 890 8100 16000 4．7 990

高坪古墳1 163 4600 7000 14000 ／ ／ ＜260 5500 11000 4．0 1100

横田1A 159 580 ＜9000 12000 ／ ／ 1goo 6900 ＜2600 17 25000

横田2A 161 630 ＜13000 8100 ／ ／ 4300 2600 6100 26 12000

丹摩古墳1 164 1500 6500 15000 ／ ／ ＜420 7500 13000 39 63000

丹摩古墳2 165 2000 5700 16000 ／ ／ ＜430 11000 24000 42 80000

丹摩古墳3 166 5300 12000 53000 ／ ／ ＜300 17000 3500 ＜11 4000

二子14号墳1 167 7800 15000 50000 ／ ／ ＜290 29000 5900 ＜6．5 2100

美作国府1 175 1400 3200 13000 ／ ／ 390 3400 3700 5．7 15000

高本1 173 1700 8900 15000 ／ ／ ＜470 6900 15000 69 93000

高本2 174 3200 22000 71000 ／ ／ ＜460 6400 ＜3800 27 5400
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資料番号 S・TNo． Na Mg Al Si S C1 K Ca Sc Ti
上熊谷土居1 195 1300 8500 25000 ／ ／ ＜210 6100 61000 5．8 1900

荒神風呂1 176 1200 4600 15000 ／ ／ ＜130 6400 2800 2．5 2700

平1 16 lgoo 17000 46000 ／ ／ ND 8600 4800 10 8500

平2 17 1300 6100 21000 ／ ／ ND 5400 6600 6．4 5800

平3 T12 ／ ND 78 ND ND ／ ／ ND ／ 6．4

西坂古墳IA 177 1300 ＜5800 17000 ／ ／ ＜220 9600 13000 3．8 810

西坂古墳1B 178 2400 7300 19000 ／ ／ ＜250 8100 20000 ＜7．0 ＜470

西坂古墳2 179 2500 14000 18000 ／ ／ ＜320 7700 61000 ＜6．5 970

三月田1 75 1300 ＜9700 22000 ／ ／ ＜160 7000 10000 11 19000

三月田2 76 3600 ＜29000 45000 ／ ／ ＜170 12000 19000 15 8900

三月田3 80 3900 ＜26000 40000 ／ ／ 1600 11000　11000 14 11000

三月田4 79 84 ＜710 1200 ／ ／ 3500 220 ＜400 0．34 91

三月田5A 77 3800 ＜42000 71000 ／ ／ ＜170 22000 ＜4300 10 68∞

沖田奥1 301 77 3700 4200 ＜10％ ＜44000 ＜110 76 llOOO 0．69 ＜240

沖田奥2 180 840 2900 14000 ／ ／ ＜320 3800　18000 ＜6．0 ＜360

沖田奥3 181 1300 6800 16000 ／ ／ ＜280 7500　48000 ＜6．2 ＜540

藤原1 182 2700 11000 17000 ／ ／ ＜330 9100 38000 ＜6．2 ＜550

古池奥1 183 1100 14000 22000 ／ ／ ＜300 9300 44000 ＜6．9 1100

古池奥2 184 1100 ＊9000 12000 ／ ／ ＜410 9500 61000 1．0 ＜670

大ノ奥1 185 2700 12000 39000 ／ ／ ＜290 24000　31000 2．9 1400

大ノ奥2A 186 2200 13000 48000 ／ ／ ＜340 25000 30000 6．2 2000

大ノ奥2B 187 3600 15000 54000 ／ ／ ＜370 45000 ＜3300 4．7 1500

板井砂奥1 300 120 ＜5300 3400 ＜20％ ＜96000 ＜270 140 12000 0．97 ＜570

板井砂奥2 188 2000 11000 26000 ／ ／ ＜290 i4000 48000 3．3 800

板井砂奥3A 189 770 3200 9700 ／ ／ 14000 5100 55000 2．4 ＜550

正木1 196 110 ＜430 560 ／ ／ 660 270 ＜750 ＜0．17 340

山宝鉱山1 258 240 31000 4300 ＜1．1％ ／ ＜180 170 27000 0．88 ＜430

境ケ谷IA 44 3700 7600 22000 ／ ／ ＜1100 2500 ＜2900 7．0 27000

境ケ谷1B 44 75 5300 13000 ／ ／ ＜1100 170 ＜2700 5．0 29000

境ケ谷2 45 82 ND 6500 ／ ／ 46 輔 ＜2500 0．72 ＜410

境ケ谷3A 37 2300 8600 27000 ／ ／ ＜1500 10000 13000 9．8 32000

境ケ谷3B 37 2400 20000 28000 ／ ／ 2200 ggoo 12000 10 33000

境ケ谷3C 37 3000 4900 31000 ／ ／ ＜1200 12000 13000 10 17000

境ケ谷4 40 3300 ND 30000 ／ ／ ＜1300 16000 20000 16 19000

境ケ谷5 38 1300 9300 21000 ／ ／ ＜990 8200 12000 5．8 2300

境ケ谷6A 39 1800 7900 33000 ／ ／ ＜1400 8400 34000 6．8 ＜1600

境ケ谷7 39 1000 ND 23000 ／ ／ ＜180 5600 13000 4．6 1100

境ケ谷8 41 1500 ND 21000 ／ ／ 5600 11000 13000 52 16000

境ケ谷9 42 2900 ND 31000 ／ ／ ＜480 8400 15000 5．8 8000
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資料番号 S・TN仏 Na Mg Al Si S Cl K Ca Sc Ti
境ケ谷10 43 1800 2200 17000 ／ ／ 5000 5200 4300 2．5 ＜650

カナクロ谷1 19 ND ND 39000 ／ ／ ND 13000 ND 13 ND

下本谷1 1 230 ND 5200 ／ ／ 9．1 1000 ND 1．7 1400

下本谷2 2 4300 17000 32000 ／ ／ ND 16000 24000 5．3 2900

下本谷3 3 1100 9400 22000 ／ ／ ND ⑭
6600 5．0 8100

下本谷4 4 1200 9100 19000 ／ ／ ND 3900 9500 35 1200

下本谷5 T3 ／ 610 630 ＜i2％ ＜ll％ 50000 ／ ＜2700 ／ 9．1

矢栗1 191 1200 ＊6400 12000 ／ ／ ＜460 7100 ＜2900 47 39000

矢栗2 192 340 ＜7400 6100 ／ ／ ＜280 2300 5000 20 30000

資料番号 S・TNα V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
大池たたら1 152 1500 180 1400 70％ 26 ＜670 ＜280 ＜130 38 24

大池たたら2A 153 760 130 2400 46％ ＜3．9 ＜830 ＜290 ＜200 43 ＜L5

大池たたら2B 154 1100 200 2300 56％ ＜3．8 ＜810 ＜300 ＜190 34 ＜1．3

大池たたら3 155 1100 170 2400 54％ 5．0 ＜710 ＜310 ＜190 29 ＜0．53

大池たたら4 156 1900 370 2200 43％ ＜4．1 ＜860 ＜390 ＜210 36 ＜L3

大池たたら5 157 22 ＜11 81 54％ 5．3 ＜520 ＜170 ＜96 5．7 ＜1．3

堂山第2古墳1B 133 42 780 1100 10％ 15 ＜400 ＜330 ＜120 ＜26 14

堂山第2古墳2 134 21 ＜94 530 11％ 17 ＜370 ＜270 ＜110 ＜25 5．0

堂山第2古墳3 135 26 220 2700 46％ 7．0 ＜490 ＜210 ＜loo 16 ＜0．94

龍王塚古墳1 158 8．0 ＜13 420 51％ 18 ＜520 2900 ＜93 ＜59 180

山方前1 291 8．0 12 1100 70％ 18 ＜49 ＜56 260 13 7．7

山方前2 292 11 ＜14 1000 59％ 28 ＜47 ＜72 160 14 5．9

山方前3A 293 61 72 1600 33％ 20 ＜41 290 ＜26 16 18

山方前3B 294 48 51 1700 33％ 21 ＜41 280 ＜24 8．9 8．7

山方前3C 295 ＜0．74 ＜20 ＜17 88％ 130 140 1600 ＜29 14 46

山方前4 296 73 77 lgoo 45％ 54 60 1goo ＜26 15 79

山方前5 297 52 80 3000 46％ 22 ＜49 ＜190 ＜99 8．5 3．4

山方前6 298 93 130 910 6．0％ 21 90 ＜310 ＜82 24 2．6

池尻1 299 230 190 3000 23％ 39 180 ＜280 590 18 96

勝央Vll 168 55 64 3500 27％ 30 ＜450 ＜300 330 18 85

勝央V【2 169 88 75 430 4％ 24 ＜380 ＜390 ＜160 30 ＜1．4

みそのおA1 290 18 20 5200 45％ 12 〈40 ＜140 110 9．2 22

勝央n1 170 1400 380 5500 49％ 58 〈680 ＜370 1800 52 1．2

勝央n2 172 52 48 5400 24％ 9．0 ＜450 ＜310 ＜130 ＜12 ＜1．2

勝央H3 171 1600 280 ］200 12％ 25 ＜400 ＜430 ＜160 23 ＜1」

甫崎天神2号墳1 193 22 21 4200 44％ 7．2 ＜490 ＜230 ＜97 ＜6．0 2．7

甫崎天神2号墳2 194 52 37 8700 44％ 71 ＜530 ＜290 ＜llO ＜12 43

高坪古墳1 163 30 40 740 60％ 21 ＜620 ＜190 ＜120 19 4．9

横田1A 159 1800 470 3800 47％ 22 ＜570 ＜360 ＜160 25 4．6
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資料番号 S・TNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu　　Zn Ga As
横田2A 161 3900 2400 1600 57％ 21 ＜650 ＜500　　＜210 14 31

丹摩古墳1 164 1600 360 5800 37％ 7．8 ＜620 ＜400　　＜250 24 2．1

丹摩古墳2 165 2200 590 5500 32％ 13 ＜610 ＜470 ＜260 18 ＊2．0

丹摩古墳3 166 58 32 630 0％ 84 ＜320 ＜330 ＜130 24 3．5

二子14号墳1 167 25 ＜10 970 9．0％ 9．2 ＜390 ＜340 ＜120 ＜31 13

美作国府1 175 460 53 1300 48％ 26 ＜540 ＜230 ＜120 20 3．7

高本1 173 1500 440 6500 29％ 4．1 ＜640 ＜420 ＜320 16 ＜0．50

高本2 174 140 86 450 8．0％ 22 ＜420 ＜420 ＜200 38 2．1

上熊谷土居1 195 56 91 1600 26％ 17 ＜380 ＜240 150 ＜12 12

荒神風呂1 176 170 72 410 61％ 51 ＜640 ＜210 ＜llO 19 3．3

平1 16 210 70 1000 37％ 30 ／ ND ND 17 3．0

平2 17 590 130 1300 47％ 17 ／ ND ND 14 5．6

平3 T12 5．3 ND 4500 loo％ ND ／ 1600 ND ／ 360

西坂古墳1A 177 16 ＜13 3900 55％ 21 ＜590 ＜230 ＜110 ＜7．7 11

西坂古墳1B 178 19 22 3900 50％ 16 ＜510 ＜220 ＜100 ＜94 7．6

西坂古墳2 179 12 22 6100 35％ 11 ＜460 600 350 ＜9．9 2．2

三月田1 75 3200 430 2600 55％ 7．7 ＜1000 ＜480 ＜170 24 ＜L4

三月田2 76 1900 160 2700 38％ 5．3 ＜1000 く660 ＜180 32 ＜2．1

三月田3 80 1goo 220 2100 35％ 39 ＜950 ＜670 ＜170 27 65

三月田4 79 41 19 31 85％ 170 ＜1200 140 ＜130 20 37

三月田5A 77 690 110 1000 14％ 13 ＜760 ＜690 320 29 13

沖田奥1 301 4．7 25 2200 74％ 73 ＜58 ＜100 980 5．6 2．8

沖田奥2 180 16 20 3000 41％ 36 ＜440 840 ＜810 94 5．7

沖田奥3 181 16 ＊17 5200 37％ 7．7 ＜430 540 150 ＜7．5 ＜0．81

藤原1 182 10 39 6200 37％ 2．0 ＜440 ＜250 ＜910 ＜14 ＜1．21

古池奥1 183 24 24 5000 42％ 3．1 ＜480 ＜270 350 13 ＊0．70

古池奥2 184 6．1 ＜9．4 9800 38％ 3．6 ＜430 ＜280 660 ＜5．3 0．80

大ノ奥1 185 27 14 1600 10％ 24 ＜280 ＜300 ＜78 16 4．3

大ノ奥2A 186 35 ＜9．5 1200 14％ 23 ＜340 ＜330 140 23 8．7

大ノ奥2B 187 20 12 160 2．0％ 3．3 ＜200 ＜350 79 36 24

板井砂奥1 300 3．7 ＜20 11000 73％ 9．6 ＜58 ＜990 goo 4．7 6．8

板井砂奥2 188 29 25 4900 36％ 3．2 ＜450 ＜290 110 ＜12 1．8

板井砂奥3A 189 27 26 6300 41％ 76 〈470 410 ＜89 ＜8．9 160

正木1 196 42 27 64 61％ 82 ＜540 ＜64 ＜81 14 51

山宝鉱山1 258 3．7 26 4300 50％ 23 ＜500 ＜160 700 ＜4．7 7．8

境ケ谷IA 44 1700 220 3100 60％ 110 ＜420 ＜490 690 91 ＜L3

境ケ谷IB 44 2000 拗 3400 72％ 130 ＜460 ＜130 830 98 ＜0．62

境ケ谷2 45 43 25 83 70％ 8．7 ＜400 ＜75 ＜93 9．9 79

境ケ谷3A 37 2100 290 3800 48％ 14 ＜390 ＜430 ＜130 74 ＜L3
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資料番号 S・TNo． V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As
境ケ谷3B 37 2100 260 3900 48％ 16 ＜420 ＜450 ＜140 75 ＜1．4

境ケ谷3C 37 500 180 3800 45％ 10 ＜410 ＜470 ＜140 57 ＜1．40

境ケ谷4 40 1400 170 3100 46％ 10 ＜410 ＜510 ＜150 33 2．0

境ケ谷5 38 65 140 2700 61％ 13 ＜410 ＜330 ＜120 25 4．7

境ケ谷6A 39 87 94 6200 51％ 66 ＜400 ＜520 ＜120 26 37

境ケ谷7 39 63 85 1goo 57％ 20 ＜390 ＜290 ＜110 28 150

境ケ谷8 41 1000 330 lgoo 58％ 190 ＜420 ＜350 ＜120 51 13

境ケ谷9 42 580 270 1300 54％ 73 ＜430 ＜480 ＜130 50 55

境ケ谷10 43 16 ＜15 310 65％ 440 ＜490 ＜300 ＜140 ＜9．7 520

カナクロ谷1 19 510 200 100000 27％ 61 ／ ND ND 16 18

下本谷1 1 430 250 410 58％ 230 ／ ND ND 55 2．6

下本谷2 2 240 82 loo 41％ 5．2 ／ ND ND 34 ND

下本谷3 3 810 170 1400 48％ 74 ／ ND ND 38 3．2

下本谷4 4 79 43 420 54％ 36 ／ ND ND 27 ND

下本谷5 T3 8．3 ND 160 99％ ND ／ 75 ND ／ 4．5

矢栗1 191 1700 370 7200 37％ ＜35 ＜770 ＜420 ＜240 56 ＜L4

矢栗2 192 1200 140 5300 46％ 24 ＜630 ＜310 ＜180 53 6．2

資料番号 S・TNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
大池たたら1 152 ＜15 ＜0．81 ＜68 ＜910 2800 ＜6．2 ＜14 ＜8．7 ＜0．70 ＜1500

大池たたら2A 153 ＜21 5．9 ＜67 ＜1100 7900 ＜14 ＜15 ＜24 ＜0．75 ＜1goo

大池たたら2B 154 ＜20 ＜2．2 90 ＜1100 5700 ＜13 ＜15 ＜31 ＜0．76 ＜1800

大池たたら3 155 ＜18 4．2 ＜64 ＜990 5900 ＜8．8 ＜15 ＜12 ＜0．78 ＜1700

大池たたら4 156 ＜21 ＜2．3 ＜67 ＜1100 5700 ＜11 ＜16 ＜19 ＜0．88 ＜1900

大池たたら5 157 ＜7．1 3．2 ＜55 ＜720 ＜1000 ＜6．1 ＜11 ＜14 ＜0．36 ＜1200

堂山第2号墳IB 133 ＜6．4 ＜L6 190 ＜580 ＜740 16 ＜8．4 ＜7．7 ＜0．40 ＜980

堂山第2号墳2 134 ＜5．5 ＜L4 170 ＜560 ＜700 ＜4．1 ＜7．7 ＜7．1 ＜0．68 ＜goo

堂山第2号墳3 135 ＜6．9 ＊2．6 ＜50 ＜680 〈960 ＜5．1 ＜9．9 ＜23 ＜055 ＜ll∞

龍王塚古墳1 158 ＜6．4 ＜L5 ＜55 ＜840 ＜1100 ＜5．6 ＜79 ＜40 ＜0．42 1300

山方前1 291 ＜2．1 ＜α091 ＜9．4 ＜230 ＜390 ＜0．63 ＜6．6 ＜L9 1．0 310

山方前2 292 ＜2．0 ＜0．12 ＜9．2 ＜230 ＜370 ＜0．68 ＜45 2．4 0．69 ＜120

山方前3A 293 ＜2．0 2．4 39 ＜210 ＜330 ＜0．86 ＜13 35 ＜0．67 ＜110

山方前3B 294 ＜L9 ＜0．25 28 990 ＜330 ＜0．68 ＜5．3 ＜2．8 ＜050 ＜llO

山方前3C 295 ＜3．0 35 ＜15 ＜340 ＜550 ＜2．4 ＜4．2 ＜2．4 ＜0．22 ＜170

山方前4 296 ＜2．3 ＜0．70 20 ＜260 ＜390 ＜0．75 ＜38 ＜2．4 ＜0．45 ＜130

山方前5 297 ＜2．2 ＜0．34 35 ＜250 ＜390 ＜0．73 ＜2．1 ＜2．9 ＜0．47 ＜130

山方前6 298 ＜1．7 0．64 78 500 470 ＜0、85 ＜1．6 ＜3．8 ＜0．70 ＜95

池尻1 299 ＜2．4 ＜0．28 i5 ＜260 ＜390 ＜L6 ＜30 ＜4．1 ＜0．60 ＜140

勝央w1 168 ＜6．6 ＜1．9 ＜44 ＜660 ＜880 ＜6．2 ＜9．8 ＜26 L90 ＜1100

勝央VI　2 169 ＜6．0 ＜25 140 ＜580 ＜760 ＜5．8 ＜9．1 ＜11 ＜0．64 ＜960
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資料番号 S・TN①． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
みそのおAl 290 くL8 ＜031 ＜7．6 ＜200 ＜310 ＜0．72 ＜24 ＜2．1 0．74 590

勝央n1 170 ＜9．8 1．9 ＜62 ＜1000 ＜1400 ＜6．5 ＜16 ＜9．2 ＜0．84 ＜1600

勝央H2 172 ＜7．1 ＜2．0 63 ＜670 ＜goo ＜7．0 ＜9．5 ＜30 0．88 ＜1100

勝央H3 171 ＜6．1 ＜2．0 120 ＜620 ＜810 ＜6．0 ＜95 ＜11 ＜0．79 ＜990

甫崎天神2号墳1 193 ＜6．8 ＜LO ＜50 ＜660 ＜970 ＜6．0 ＜9．8 ＜10 ＜0．67 ＜1100

甫崎天神2号墳2 194 ＜75 ＜2．0 ＜53 ＜740 ＜1000 ＜6．7 ＜13 ＜26 ＜0．73 ＜1200

高坪古墳1 163 ＜8．4 ＜2．8 ＜64 ＜860 ＜1200 ＜7．6 ＜12 ＜38 ＜0．55 ＜1400

横田lA 159 ＜14 18 67 ＜830 2200 ＜8．1 ＜12 ＜19 ＜0．81 ＜1400

横田2A 161 ＜9．7 10 ＜61 ＜960 ＜1300 ＜8．7 ＜15 ＜20 ＜0．87 ＜1600

丹摩古墳1 164 ＜89 1．4 ＜54 ＜950 ＜1300 ＜8．0 ＜15 ＜12 ＜0．92 ＜1500

丹摩古墳2 165 ＜9．0 ＜2．0 ＜53 ＜950 ＜1800 ＜8．2 ＜15 ＜28 ＜0．94 ＜1500

丹摩古墳3 166 ＜5．2 ＜2．0 96 ＜500 ＜650 ＜4．8 ＜7．5 ＜8．4 ＜0．59 ＜840

二子14号墳1 167 ＜6．3 ＜．2．0 290 ＜570 ＜750 ＜5．9 ＜8．1 〈10 ＜0．61 ＜1000

美作国府1 175 ＜7．5 1．6 ＜57 ＜750 ＜1100 ＜7．6 ＜11 ＜11 ＜0．49 ＜1200

高本1 173 ＜9．1 ＜1．1 ＜52 ＜1000 ＜1400 ＜7．8 ＜17 ＜12 ＜0．95 ＜1600

高本2 174 ＜6．0 ＜2．2 ＜35 ＜680 ＜9∞ ＜6．1 ＜11 ＜13 ＜0．74 ＜1100

上熊谷土居1 195 ＜6．0 ＜1．7 ＜38 ＜560 ＜750 ＜5。4 ＜8．0 ＜21 L20 ＜goo

荒神風呂1 176 ＜8．6 ＜1．1 ＜67 ＜850 ＜1300 ＜7．7 ＜13 ＜12 ＜0．39 ＜1400

平1 16 ／ ND ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

平2 17 ／ 2．9 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

平3 Tl2 ／ ／ ／ ／ ／ ND ／ ／ ／ ／

西坂古墳lA 177 ＜8．1 ＜1．1 86 ＜830 ＜1200 ＜7．9 ＜12 ＜12 ＜0．66 ＜1300

西坂古墳1B 178 ＜7 ＜1．9 ＜52 ＜700 ＜980 ＜5．4 〈10 ＜26 ＜0．58 ＜1100

西坂古墳2 179 ＜6．5 ＜L8 ＜45 ＜650 ＜870 ＜5．1 く9．0 ＜30 ＜0．57 ＜1000

三月田1 75 ／ ＜2．4 ／ ／ 2100 ＜14 ＜17 ＜34 ＜0．16 ／

三月田2 76 ／ ＜35 ／ ／ 2900 ＜14 ＜16 ＜45 ＜0．17 ／

三月田3 80 ／ ＜3．5 ／ ／ 2000 ＜13 ＜15 ＜44 ＜0．16 ／

三月田4 79 ／ 2．3 ／ ／ ＜1700 ＜10 ＜18 ＜10 0，090 ／

三月田5A 77 ／ ＜3．7 ／ ／ ＜1200 ＜10 ＜13 く36 ＜0．12 ／

三月田5B 78 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

沖田奥1 301 ＜2．4 ＜0．099 ＜12 ＜280 ＜460 ＜2．6 ＜2．4 ＜1．9 0．72 ＜140

沖田奥2 180 ＜6．0 ＜L3 ＜45 ＜640 ＜860 ＜4．8 ＜8．9 ＜22 ＜0．65 ＜1000

沖田奥3 181 ＜6．2 ＜1．4 ＜45 ＜620 ＜870 ＜4．9 ＜8．8 ＜22 ＜0．58 ＜980

藤原1 182 ＜6．2 ＜L8 49 ＜610 ＜880 ＜5．0 ＜9．0 ＜26 ＜0．64 ＜1000

古池奥1 183 ＜6．9 ＜1．0 ＜48 ＜680 ＜970 ＜5．6 ＜9．7 ＜10 ＜0．66 ＜lloo

古池奥2 184 ＜6．2 ＜0．96 ＊59 ＜600 ＜850 ＜5．1 ＜85 ＜10 1．2 ＜960

大ノ奥1 185 ＜4．7 ＜1．3 110 ＜430 ＜550 ＜3．9 ＜5．9 ＜65 ＜0．61 ＜690

大ノ奥2A 186 ＜5．3 ＜1．6 130 ＜490 ＜670 ＜4．4 ＜7．3 ＜20 ＜α65 ＜830

大ノ奥2B 187 ＜4．2 ＜1．2 170 ＜370 ＜480 ＜3．5 ＜5．2 ＜5．9 ＜0．63 ＜610
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資料番号 S・TNo． Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn
板井砂奥1 300 ＜2．5 ＜0．12 ＜12 ＜280 ＜460 ＜1．2 ＜24 14 1．7 ＜140

板井砂奥2 188 ＜64 ＜L7 74 ＜630 ＜870 ＜5．4 ＜9．2 ＜24 ＜0．63 ＜1000

板井砂奥3A 189 ＜7．1 22 ＜48 ＜690 ＜920 ＜6．0 ＜77 ＜25 ＜0．55 く1200

板井砂奥3B 190 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

正木1 196 ＜5．7 0．87 ＜57 ＜730 ＜1100 く5．2 ＜23 ＜7．3 ＜0．13 ＜1200

山宝鉱山1 258 ＜5．7 ＜0．96 ＜52 ＜690 ＜1000 ＜5．5 ＜10 ＜12 0．77 ＜1100

境ケ谷1A 44 ／ ＜2．7 ／ ／ ／ ＜30 ／ 73 ／ ／

境ケ谷IB 44 ／ 1．8 ／ ／ ／ ＜14 ／ 88 ／ ／

境ケ谷2 45 ／ 3．7 ／ ／ ／ 630 ／ 86 ／ ／

境ケ谷3A 37 ／ 18 ／ ／ ／ ＜34 ／ 56 ／ ／

境ケ谷3B 37 ／ 18 ／ ／ ／ ＜36 ／ 60 ／ ／

境ケ谷3C 37 ／ ＜3．3 ／ ／ ／ ＜35 ／ 51 ／ ／

境ケ谷4 40 ／ 7．0 ／ ／ ／ ＜34 ／ ＜20 ／ ／

境ケ谷5 38 ／ 74 ／ ／ ／ ＜30 ／ 74 ／ ／

境ケ谷6A 39 ／ 5．4 ／ ／ ／ ＜33 ／ 58 ／ ／

境ケ谷7 39 ／ ＜3．9 ／ ／ ／ 3．0 ／ 66 ／ ／

境ケ谷8 41 ／ 55 ／ ／ ／ ＜26 ／ 59 ／ ／

境ケ谷9 42 ／ 4．6 ／ ／ ／ ＜32 ／ 60 ／ ／

境ケ谷10 43 ／ 16 ／ ／ ／ ＜38 ／ 59 ／ ／

カナクロ谷1 19 ／ ND ／ ／ ／ ／ ／ 9．2 ／ ／

下本谷1 1 ／ 19 ／ ／ ／ ／ ／ ND ／ ／

下本谷2 2 ／ ND ／ ／ ／ ／ ／ ND ／ ／

下本谷3 3 ／ 11 ／ ／ ／ ／ ／ ND ／ ／

下本谷4 4 ／ 4．9 ／ ／ ／ ／ ／ ND ／ ／

下本谷5 T3 ／ ／ ／ ／ ／ ND ／ ／ ＜042 ／

矢栗1 191 ＜19 ＜2」 ＜57 ＜1000 3100 ＜9．6 ＜16 ＜17 ＜0．93 ＜1700

矢栗2 192 ＜15 ＜0．94 ＜55 ＜860 ＜1200 75 ＜13 く9．7 ＜0．78 〈1400

資料番号 S・TNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
大池たたら1 152 ＜0．29 ／ ＜11 ＜2．5 ＜240 12 51 ／ ＜15 8フ

大池たたら2A 153 ＜0．50 ／ ＜12 ＜3．0 ＜350 300 690 ／ 210 33

大池たたら2B 154 ＜050 ／ ＜12 〈29 〈320 240 570 ／ 190 25

大池たたら3 155 ＜0．37 ／ ＜12 ＜2．7 ＜290 100 260 ／ ＜70 14

大池たたら4 156 ＜041 ／ ＜14 ＜3．1 ＜330 230 510 ／ 190 23

大池たたら5 157 ＜0．28 ／ ＜5．9 ＜2．0 ＜160 7．3 9．1 ／ ＜9．8 α94

堂山第2号墳1B 133 1．7 ／ ＜9．0 84 670 16 47 ／ ＜10 2．4

堂山第2号墳2 134 0．80 ／ ＜11 5．8 730 14 41 ／ ＜9．1 1．9

堂山第2号墳3 135 0．35 ／ ＜11 ＜1．8 ＜150 10 32 ／ ＜9．8 L7

龍王塚古墳1 158 1．8 ／ ＜6．9 ＜2．1 ＜180 5．0 ＜6．0 ／ ＜11 1．3

山方前1 291 0．49 ＜3．1 ＜5．4 ＜0．73 48 0．42 ＜3．2 ＜0．28 ＜11 0，060
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資料番号 S・TN（㌧ Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
山方前2 292 1．2 ＜3．0 ＜6．1 ＜0フ1 ＜40 042 ＜L4 ＜056 ＜10 OJ8

山方前3A 293 1．1 ＜73 ＜15 2．9 240 14 23 ＜2．5 ＜9．7 2．4

山方前3B 294 0．74 ＜2．9 ＜11 2．0 310 11 17 2．0 ＜9．6 2．1

山方前3C 295 3．2 ＜5．7 ＜4．6 ＜1．0 ＜68 0，077 ＜2．1 ＜0．34 ＜18 ＜0．0052

山方前4 296 2．6 ＜3．7 ＜11 2．1 120 9．4 19 ＜1．5 ＜12 2．8

山方前5 297 0．34 ＜3．5 ＜12 2．0 430 14 26 ＜2」 17 3．4

山方前6 298 1．8 ＜2．7 ＜16 8．6 370 23 46 ＜5．6 24 4ユ

池尻1 299 3．8 ＜4．0 ＜15 〈1．2 240 33 74 ＜4．4 57 8．7

勝央Vll 168 0．88 ／ ＜14 5．8 480 18 41 ／ ＜10 3．4

勝央VI　2 169 0．97 ／ ＜13 9．5 700 29 65 ／ ＜9．9 5．3

みそのおAi 290 1．5 ＜2．7 ＜13 ＜●59 ＜34 2．3 5．3 ＜0．43 ＜8．8 15

勝央nl 170 1．6 ／ ＜17 ＜2．9 ＜230 6．1 25 ／ ＜14 1．8

勝央n2 172 0．46 ／ ＜16 ＜1．8 ＜160 16 34 ／ ＜11 4．2

勝央H3 171 ＜α27 ／ ＜15 44 560 17 41 ／ ＜10 2．7

甫崎天神2号墳1 193 046 ／ ＜12 ＜1．8 ＜230 14 40 ／ ＜10 2．2

甫崎天神2号墳2 194 6．3 ／ ＜15 ＜2．1 ＜270 27 32 ／ ＜13 5．4

高坪古墳1 163 0．94 ／ ＜10 ＜2．3 ＜190 11 19 ／ ＜12 1．7

横田1A 159 ＜0．33 ／ ＜13 ＜2．3 ＜210 29 110 ／ ＜13 5．1

横田IB 160 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

横田2A 161 Ll ／ ＜14 ＜2．7 ＜230 7．7 24 ／ ＜14 2．1

横田2B 162 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

丹摩古墳1 164 ＜0．39 ／ ＜18 ＜2．6 ＜210 14 31 ／ ＜13 2．2

丹摩古墳2 165 〈0．39 ／ ＜19 ＜2．7 510 11 44 ／ ＜14 2．5

丹摩古墳3 166 1．2 ／ ＜11 6．2 560 19 37 ／ ＜12 3．7

二子14号墳1 167 0．80 ／ ＜12 9．0 ＜160 23 43 ／ ＜16 6．5

美作国府1 175 ＜0．36 ／ ＜9．5 ＜2．1 ＜180 8．9 ＊13 ／ ＜ll 1．5

高本1 173 ＜0．38 ／ ＜19 ＜2．9 ＜360 9．4 36 ／ ＜14 2．7

高本2 174 ＜0．32 ／ ＜14 5．9 ＜250 13 30 ／ ＜10 24

上熊谷土居1 195 0．38 ／ ＜8．3 2．6 ＜140 12 26 ／ ＜9．9 2．6

荒神風呂1 176 ＜0．42 ／ ＜7．7 ＜2．3 ＜300 7．2 ＊15 ／ ＜12 L2

平1 16 ／ ／ ／ ／ ／ 65 120 ／ ／ 65

平2 17 ／ ／ ／ ／ ／ 10 26 ／ ／ 15

平3 T12 490 ／ ／ ／ ／ ND ／ ／ ／ ／

西坂古墳1A 177 2．3 ／ ＜13 ＊3．2 ＜190 11 35 ／ ＜12 2．1

西坂古墳1B 178 1．1 ／ ＜12 3．1 ＜160 14 46 ／ く10 24

西坂古墳2 179 ＜0．89 ／ ＜15 ＜1．7 ＜160 23 47 ／ ＜11 3．9

三月田1 75 ＜0．46 ／ ＜16 ／ ＜230 110 230 ／ ＜52 0．78

三月田2 76 ＜046 ／ ＜14 ／ 410 58 130 ／ ＜17 7．0

三月田3 80 0．81 ／ ＜15 ／ 330 73 160 ／ ＜50 7．3
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資料番号 S・TNo． Sb Te 1 Cs Ba La Ce Pr Nd Sm
三月田4 79 2．2 ／ ＜3．0 ／ ＜57 0．93 ＜7．7 ／ ＜14 0，091

三月田5A 77 0．68 ／ ＜9．2 ／ 570 61 130 ／ ＜14 5．4

三月田5B 78 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

沖田奥1 301 0．20 ＜4．2 ＜7．9 ＜0．86 ＜53 0．94 ＜4．0 ＜0．25 ＜14 0．21

沖田奥2 180 0．60 ／ ＜12 ＜L6 ＜140 6．0 ＊ll ／ ＜8．5 1．3

沖田奥3 181 ＜0．21 ／ ＜14 ＜1．6 く140 5．8 ＊11 ／ ＜8．5 L4

藤原1 182 ＜0．22 ／ ＜15 3．7 ＜210 11 17 ／ ＜8．9 1．7

古池奥1 183 ＜0．31 ／ ＜13 ＜1．8 ＜160 12 20 ／ ＜10 2．1

古池奥2 184 ＜0．21 ／ ＜16 2．1 ＜200 7．3 14 ／ ＜84 1．1

大ノ奥1 185 0．27 ／ ＜10 4．1 650 84 18 ／ ＜7．5 L5

大ノ奥2A 186 0．56 ／ ＜11 7．7 560 17 38 ／ ＜10 24

大ノ奥2B 187 0．50 ／ ＜10 9．1 550 15 32 ／ ＜7．3 L6

板井砂奥1 300 0．88 ＜4．2 ＜18 ＜0．85 140 13 87 1．6 ＜14 2．6

板井砂奥2 188 ＜0．24 ／ ＜12 45 540 14 27 ／ ＜9．7 2．2

板井砂奥3A 189 4．1 ／ ＜12 ＜L8 ＜230 9．1 17 ／ ＜10 L6

板井砂奥3B 190 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

正木1 196 1．7 ／ ＜2．1 ＜2．0 ＜160 1．1 ＜5．3 ／ ＜94 0，086

山宝鉱山1 258 35 ／ ＜11 ＜2．0 ＜150 6．4 12 ／ ＜8．9 0．42

境ケ谷1A 44 ＜L2 ／ ／ ／ ＜1300 4．1 ＜5．3 ／ ＜12 0．71

境ケ谷1B 44 ＜0．57 ／ ／ ／ ＜1500 2．1 ＜5．8　　／ ＜13 0．19

境ケ谷2 45 2．6 ／ ／ ／ ＜53 2．1 ＜9．1 ／ ＜13 0．71

境ケ谷3A 37 ＜L4 ／ ／ ／ ＜1300 27 46 ／ ＜15 3．2

境ケ谷3B 37 ＜14 ／ ／ ／ ＜1500 28 44 ／ ＜16 3．3

境ケ谷3C 37 ＜i．4 ／ ／ ／ ＜1500 33 57 ／ ＜15 4．1

境ケ谷4 40 ＜1．3 ／ ／ ／ ＜1400 27 95 ／ ＜16 4．0

境ケ谷5 38 ＜1．1 ／ ／ ／ ＜1200 16 27 ／ ＜14 3．6

境ケ谷6A 39 ＜2．1 ／ ／ ／ ＜2000 23 38 ／ ＜15 4．7

境ケ谷7 39 4．7 ／ ／ ／ 300 15 29 ／ ＜16 45

境ケ谷8 41 ＜L1 ／ ／ ／ ＜310 12 19 ／ ＜14 i．8

境ケ谷9 42 ＜1．3 ／ ／ ／ 370 18 27 ／ ＜重5 2．4

境ケ谷10 43 19 ／ ／ ／ ＜540 11 ＜7．2 ／ ＜17 L5

カナクロ谷1 19 ND ／ ／ ／ ／ 110 95 ／ ND 32

下本谷1 1 ND ／ ／ ／ ／ 2．6 ND　　　／ ND 0．34

下本谷2 2 ND ／ ／ ／ ／ 17 24 ／ ND 2．0

下本谷3 3 ND ／ ／ ／ ／ 17 24 ／ ND 2．0

下本谷4 4 ND ／ ／ ／ ／ 15 18 ／ ND 2．2

下本谷5 T3 ND ／ 9．0 ／ ／ 0．20 ／ ／ ／ ／

矢栗1 191 ＜040 ／ ＜16 ＜2．9 430 230 490 ／ 150 22

矢栗2 192 1．1 ／ ＜13 ＜2．4 ＜210 80 170 ／ ＜14 8．0
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・ 一章　調査報告（一．5　中国地方）

資料番号 S・TNα Eu Tb 1）y Yb Lu Hf Ta W Ir Au
大池たたら1 152 0．87 ／ ＜4．2 8．5 1．6 78 2．2 0．80 ＜0．050 ＜0．Ol3

大池たたら2A 153 3．2 ／ ＜4．6 20 4．1 220 5．6 ＜2．6 ＜0．084 0．13

大池たたら2B 154 2ユ ／ ＜45 16 34 160 ＜24 ＜2．5 ＜OD71 ＜OO25

大池たたら3 155 ＜0．62 ／ ＜4．7 14 3．3 160 3．7 2．2 ＜0．067 ＜0．018

大池たたら4 156 ＊3．3 ／ ＜52 16 3．2 160 4．2 ＜2、1 ＊0．088 ＜0．032

大池たたら5 157 ＜037 ／ ＜24 α76 ＜0．088 ＊24 ＜1．1 ＜0．9 ＜0．032 0，Ol4

堂山第2古墳1B 133 ＜0．44 ／ ＜2．5 2．1 0．43 8．7 ＜1．6 5．9 ＜0．052 ＜0．0091

堂山第2古墳2 134 ＜0．39 ／ ＜3．8 1．5 0．43 7．6 ＜15 6．0 ＜0．026 ＜0．0086

堂山第2古墳3 135 ＜0．46 ／ ＜3．5 L5 0．33 4．4 ＜L2 75 ＜0．037 ＜0．010

龍王塚古墳1 158 ＜0．46 ／ ＜2．8 0．9 0．16 5．7 ＜1．4 27 ＜0．036 040

山方前1 291 ＜0．057 ＜0．28 ＜1．1 ＜0．093 ＜0．016 ＜0．38 ＜0」8 1．4 ＜0．0067 ＜0．0017

山方前2 292 ＜0．066 ＜0．28 ＜0．97 0．15 0，087 038 ＜0．18 7．7 ＜0．0065 ＜0．0048

山方前3A 293 049 0．35 ＜2．3 1．3 0．29 3．6 ＜0．23 2．2 ＜0．013 ＜0．0077

山方前3B 294 049 ＜0．49 ＜3．1 L3 025 2．7 ＜0．32 2．1 ＜0．010 0．0044

山方前3C 295 ＜0．10 ＜0．41 ＜0．32 ＜0．22 ＜0．0031 ＜0．56 ＜0．26 3．7 ＜0．0097 0，022

山方前4 296 0．81 ＜0．44 ＜2．9 15 0．30 1．6 ＜0．25 3」 ＜0．0080 0，020

山方前5 297 0．99 α68 ＜3．0 L5 0．28 3．1 0．54 8．3 ＜0．∞79 ＜0．0025

山方前6 298 0．99 0．59 ＜4．1 24 049 8．6 0．84 3．2 ＜0．020 ＜0．00正9

池尻1 299 3．0 1．2 ＜3．6 2．4 0．38 5．9 24 L6 ＜0．0090 0」8

勝央VI　1 168 ＜0．66 ／ ＜3．9 2．2 0．43 6．6 ＜1．1 19 ＜0．033 ＜0．013

勝央VI　2 169 L5 ／ ＜4．0 35 0．63 9．3 ＜1．2 8．7 ＜0．035 ＜0．012

みそのおA1 290 057 0．35 ＜1．7 048 0．12 0．98 ＜0．18 17 ＜0．0060 0．0084

勝央H1 170 ＜0．35 ／ ＜4．6 1．5 0．30 14 6．5 25 ＜0．054 ＜0．014

勝央H2 172 14 ／ ＜4．3 2．7 0．44 ＜2．0 ＜LO 82 ＜0．033 ＜0．Ol4

勝央H3 171 ＜0．43 ／ ＜4．6 L6 0．31 5．3 1．8 ＜2．0 ＜0．041 ＜0．Ol2

甫崎天神2号墳1 193 ＜0．45 ／ ＜3．9 1．7 0．37 L5 ＜L1 4．1 ＜0．031 0，020

甫崎天神2号墳2 194 L1 ／ ＜4、6 2．6 α46 2．6 ＜L3 7．0 ＜OO35 OO33

高坪古墳1 163 ＜0．56 ／ ＜3．5 0．89 0．23 2．1 ＜L4 ＜2．7 ＜0．038 ＜0．Ol6

横田IA 159 ＜0．7 ／ 〈4．5 3．8 1．0 62 75 〈L2 ＜0．054 ＜0．016

横田1B 160 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

横田2A 161 ＜0．64 ／ ＜5．0 1．6 0．31 7．9 ＜1．4 L5 ＜0．090 ＜0．018

横田2B 162 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

丹摩古墳1 164 1．0 ／ ＜4．9 1．6 0．23 8．8 2．7 6．1 ＜0．052 ＜0．025

丹摩古墳2 165 ＜0．85 ／ ＜5．0 2．1 0．44 9．0 6．1 3．0 ＜0．057 ＜0．018

丹摩古墳3 166 ＜0．40 ／ ＜3．6 2．4 057 9．0 ＜1．1 4．1 ＜0．029 0，019

二子14号墳1 167 ＜045 ／ ＜3．7 6．9 L1 74 2．2 74 ＜0、035 ＜OOI2

美作国府1 175 ＜0．27 ／ ＜2．9 ＜0．61 ＜OJO 3．0 ＜1．1 4．5 ＜α035 ＜0．016

高本1 173 0．50 ／ ＜50 2．6 057 11 7．6 2．6 ＜0．055 ＜0．019

高本2 174 0．51 ／ ＜4．5 1．7 0．29 6．9 ＜1．1 ＜2．3 ＜0．036 ＜0．015
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資料番号 S・TN（L Eu Tb 1）y Yb 1．u Hf Ta W Ir Au
上熊谷土居1 195 LO ／ ＜2．9 1．9 0．37 ＜1．4 ＜0．91 64 ＜0．029 ＜0．OlO

荒神風呂1 176 ＜0．29 ／ く2．5 ＜0．69 0．20 3．1 ＜1．3 4．8 ＜0．040 ＜0．Ol8

平1 16 ／ ／ ／ 2．7 0．42 12 ／ 5．6 ／ ／

平2 17 ／ ／ ／ L3 α30 14 ／ ND ／ ／

平3 T12 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

西坂古墳1A 177 ＜0．28 ／ ＜3．6 L5 0．39 ＜1．6 ＜L3 4．0 ＜0．037 0，071

西坂古墳IB 178 ＜047 ／ ＜3．5 2．1 0．52 ＜1．7 くL3 4．1 ＜0．032 ＜0．022

西坂古墳2 179 L4 ／ ＜3．7 2．2 0．39 ＜L6 ＜1．3 14 ＜0．029 ＜0．010

三月田1 75 ＜L4 ／ 4．9 42 0．87 45 ／ 3．2 ／ ＜0．Ol7

三月田2 76 ＜L3 ／ 64 7．1 L5 82 ／ ＜2．9 ／ ＜0．Ol7

三月田3 80 ＜L1 ／ 5．4 4．7 LO 46 ／ ＜2．9 ／ ＜0．Ol6

三月田4 79 ＜0．38 ／ ＜0．22 ＜0．61 ＜0．12 ＜L6 ／ 18 ／ ＜0．018

三月田5A 77 ＜1．1 ／ 3．7 3．0 α64 32 ／ ＜3．0 ／ ＜α018

三月田5B 78 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

沖田奥1 301 ＜0．073 ＜0．35 ＜1．8 ＜0．15 0，071 ＜0．46 ＜0．21 0．28 ＜0．0080 ＜0、0035

沖田奥2 180 ＜0．41 ／ ＜3．8 0．96 0．22 ＜1．4 ＜0．97 8．2 く0．028 ＜0．017

沖田奥3 181 ＜040 ／ ＜3．7 093 α16 3．5 ＜0．97 io ＜0．027 ＜0．010

藤原1 182 ＜0．41 ／ ＜4．0 1．3 0．27 ＜L2 ＜1．1 6．9 ＜0．029 ＜0．OlO

古池奥1 183 ＜048 ／ ＜4．0 L4 0．20 ＜L8 ＜1．2 25 ＜0．031 ＜0．011

古池奥2 184 ＜0．40 ／ ＜4．6 α76 ＊0．24 ＜L5 ＜α95 20 ＜α026 〈σ01

大ノ奥1 185 ＜0．32 ／ ＜3．6 0．87 0．23 4．7 1．0 13 ＜0．024 ＜0．0074

大ノ奥2A 186 ＜0．38 ／ ＜3．9 1．4 0．32 65 ＜LO 9．3 ＜0．026 ＜0．0088

大ノ奥2B 187 ＜0．42 ／ ＜3．9 0．40 0．27 7．4 0．93 ＜2．3 ＜0．024 ＜0．0067

板井砂奥i 300 0．36 ＜0．31 ＜3．9 1．3 0．22 ＜α48 ＜0．22 8．6 ＜0．0081 α0028

板井砂奥2 188 ＜0．43 ／ ＜3．8 L8 0．32 ＜L6 ＜1．1 10 ＜0．029 ＜0．Ol1

板井砂奥3A 189 0．96 ／ ＜3．6 ＜052 0．27　　＜1．8 ＜L3 30 ＜0．033 0．28

板井砂奥3B 190 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

正木1 196 ＜0．28 ／ ＜0．76 ＜0．55 ＜0．089 ＜1．3 ＜L2 L5 ＜0．031 0，018

山宝鉱山1 258 ＜α22 ／ ＜2．8 α54 0．17 ＜1．3 ＜1．0 ＜0．78 ＜α029 ＜α014

境ケ谷IA 4 ＜0．67 ／ ＜5．3 ＜0．51 ＜0．088 ＜1．9 ／ ＜L9 ＜0．040 ＜0．014

境ケ谷1B 44 ＜0．72 ／ ＜6．0 ＜055 ＜0．094 ＜2．0 ／ ＜0．83 ＜0．042 ＜0∫）15

境ケ谷2 45 0．19 ／ 0．93 ＜048 ＜0．085 ＜L6 ／ 0．68 ＜0．035　0X）25

境ケ谷3A 37 α29 ／ ＜5．6 1．7 α33 15 ／ 28 ＜0．047 ω4

境ケ谷3B 37 ＜0．75 ／ ＜6．4 L5 0．27 16 ／ 27 ＜0．050 ＜0．Ol4

境ケ谷3C 37 046 ／ ＜6．3 2．2 0．44 17 ／ 27 ＜0．046 ＜0．Ol3

境ケ谷4 40 0．56 ／ ＜5．6 3．7 ＜0．75 33 ／ 3．0 ＜0．048 ＜0．Ol4

境ケ谷5 38 0．64 ／ ＜4．9 L7 0．24 ＜2．1 ／ 150 ＜0．043 0，035

境ケ谷6A 39 1．1 ／ ＜8，0 2．3 043 ＜2．2 ／ 130 ＜0．042 ＜0．014

境ケ谷7 39 0．80 ／ 4．3 2．0 ＜0．ll ＜2．5 ／ 650 ＜0．045 0，049
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資料番号 S・TNα Eu Tb 1）y Yb　Lu Hf Ta W Ir Au
境ケ谷8 41 ＜0．63 ／ ＜0、92 ＜055　＜0．097 5．9 ／ 1．7 ＜0．048 0．70

境ケ谷9 42 0．47 ／ 2．0 1．3 0．26 6．8 ／ ＜2．9 ＜0．049 0，022

境ケ谷10 43 ＜0．94 ／ ＜2．4 ＜0、70 ＜0．14 ＜2．4 ／ 6．2 ＜0．049 0，066

カナクロ谷1 19 9．2 ／ ／ 24 3．0 ND ／ 6．4 ／ ND

下本谷1 1 ND ／ ／ ND ND ND ／ ND ／ ND

下本谷2 2 ND ／ ／ L2 0．23 3．4 ／ ND ／ ND

下本谷3 3 ND ／ ／ 1．0 0」7 3．0 ／ 1．9 ／ ND

下本谷4 4 ND ／ ／ 1．2 0．23 3．4 ／ ND ／ ND

下本谷5 T3 ／ ／ ＜0．25 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

矢栗1 191 ＜0．81 ／ ＜4．8 8．0 L9 93 12 4．2 ＜0．069 0，028

矢栗2 192 ＜0．97 ／ ＜4．1 3．3 0．71 40 3．7 2．7 ＜0．048 ＜0．Ol6

資料番号 S・TN《L Hg Th u
大池たたら1 152 ＜6．1 9．3 65

大池たたら2A 153 ＜8．6 100 18

大池たたら2B 154 く8．1 66 16

大池たたら3 155 ＜7．3 61 11

大池たたら4 156 く8．6 63 14

大池たたら5 157 ＜4．0 3．7 ＊0．70

堂山第2号墳1B 133 ＜4．0 11 3．5

堂山第2号墳2 134 ＜3．5 9．2 2．6

堂山第2号墳3 135 ＜4．0 5．4 2．0

龍王塚古墳1 158 ＜4．6 35 1．9

山方前1 291 0．17 ＜LO 0．26

山方前2 292 048 ＜1．0 ＜0．15

山方前3A 293 L6 ＜1．1 4．5

山方前3B 294 L4 ＜1．1 34

山方前3C 295 ＜0．051 ＜1．6 ＜0．23

山方前4 296 1．6 ＜L2 2．3

山方前5 297 1．8 ＜12 3．5

山方前6 298 2．8 ＜LO 9．1

池尻1 299 L2 ＜1．3 4．6

勝央VI　1 168 ＜4．0 6．3 2．0

勝央VI　2 169 ＜4．1 13 3．8

みそのおA1 290 0．23 ＜0．93 0．36

勝央nl 170 ＜5．7 2．6 2．2

勝央n2 172 ＜4．2 3．5 2．2

勝央H3 171 ＜3．8 6．3 L9

甫崎天神1 193 く40 3．7 2．1

甫崎天神2 194 ＜44 2．6 ＜0．71
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資料番号 S・TNo． Hg Th u
高坪古墳1 163 ＜4．7 24 ＜0．57

横田IA 159 ＜55 18 7．6

横田IB 160 ／ ／ ／

横田2A 161 ＜5．6 2．7 ＊1．2

横田2B 162 ／ ／ ／

丹摩古墳1 164 ＜5．2 6．2 L3

丹摩古墳2 165 ＜5．5 3．7 24

丹摩古墳3 166 ＜34 8．1 2．6

二子14号墳1 167 ＜4．5 16 4．7

美作国府1 175 ＜4．3 2．2 ＜049

高本1 173 ＜5．8 3．3 25

高本2 174 ＜4．0 7．4 ＊1．8

上熊谷土居1 195 ＜3．4 3．1 1．5

荒神風呂1 176 ＜4．8 2．2 ＜0．63

平1 16 ／ 35 ND
平2 17 ／ 11 0．95

平3 T12 ／ ／ ／

西坂古墳1A 177 ＜4．9 3．6 2．0

西坂古墳1B 178 ＜4．2 3．8 2．2

西坂古墳2 179 ＜3．9 3．3 1．5

三月田1 75 ／ 49 7．4

三月田2 76 ／ 50 11

三月田3 80 ／ 37 6．2

三月田4 79 ／ ＜u ＜042

三月田5A 77 ／ 27 4．5

三月田5B 78 ／ ／ ／

沖田奥1 301 0．28 ＜1．2 0．41

沖田奥2 180 ＜35 3．6 L3

沖田奥3 181 ＜3．5 2．6 0．83

藤原1 182 ＜3．5 2．7 1．5

古池奥1 183 ＜3．9 4．1 13

古池奥2 184 ＜34 2．0 L2

大ノ奥1 185 ＜2．8 64 2．0

大ノ奥2A 186 ＜3．2 10 2．3

大ノ奥2B 187 ＜2．8 10 2．8

板井砂奥1 300 039 ＜L3 0．75

板井砂奥2 188 ＜3．8 3．8 L7

板井砂奥3A 189 ＜4．2 0．95 ＊1．1

板井砂奥3B 190 ／ ／ ／
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一章　調査報告（一．5　中国地方）

資料番号 S・TNα Hg Tb u
正木1 196 ＜4．0 ＜0．64 ＜0．26

山宝鉱山1 258 ＜3．8 ＜0．60 ＜0．43

境ケ谷IA 44 ／ ＜0．93 ＜059

境ケ谷IB 44 ／ ＜0．99 ＜0．58

境ケ谷2 45 ／ ＜0．82 ＜054

境ケ谷3A 37 ／ 6．3 ＜1．3

境ケ谷3B 37 ／ 6．1 L8

境ケ谷3C 37 ／ 7．7 1．6

境ケ谷4 40 ／ 1．5 3．8

境ケ谷5 38 ／ 3．1 L7

境ケ谷6A 39 ／ 44 ＜1．7

境ケ谷7 39 ／ 3．6 2．6

境ケ谷8 41 ／ 4．4 ＜L5

境ケ谷9 42 ／ 5．1 ＜0．72

境ケ谷10 43 ／ L8 ＜0．84

カナクロ谷1 19 ／ 17 22

下本谷1 1 ／ ND ND
下本谷2 2 ／ 12 ND
下本谷3 3 ／ 14 ND
下本谷4 4 ／ 12 ND
下本谷5 T3 ／ ／ ／

矢栗1 191 ＜7，1 67 7．9

矢栗2 192 ＜55 18 25
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　中国地方・鉄関連遺物V／Fe－Ti／Fe相関図
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